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　近年まで、人間の幸福とは「価値を共有する人々の間で、自
分の存在価値が認められ期待される」社会によってもたらされ
てきました。その価値は、宗教や文化によって保証され、若者
たちは上の世代の人々の振る舞いを見て習得することになって
いました。しかし、戦後の急激な人口増加と人々の移動によって、
価値の異なる人々が混在して暮らすようになり、若者が上の世
代を見本にしなくなって、幸福のありようを改めて問い直す必
要が生じています。若者にとって学ぶべき新しい知識とは、す
でに上の世代が経験してもっている知識ではなく、誰にとって
も新しい知識でなくてはならないのです。情報機器の発達によっ
て膨大な情報が飛び交う現代社会は、情報をどのように選んで
利用するか、それを誰と共有するかが重要な課題となっていま
す。操作を間違えるととんでもない誤解が生じたり、不祥事が
起きたりするし、人間関係の崩壊を招くことにつながるからです。
　ひと・健康・未来研究財団は、こうした現代の状況を踏ま
えつつ、未来の人間の身体、心、社会を研究していく組織で
す。少し前まで、私たちの身体は個人のものでありながら、公
共のものでもありました。親から譲り受けたもの、共同体の中
で生かされているもの、という意識が強かったからです。だか
ら、子育てや介護は直接の親や子どもの問題ではなく、地域や
組織が引き受けるべき課題だったのです。それは、風通しのい
い近隣関係や相互扶助の精神によって保たれてきました。しか
し、最近は自分の身体は自分のものであるという意識が強まり、
健康に関しても自分が責任を持って管理し決定することが常識
になりました。注意して最新の知識を習得し、自分の身体の状
態を気遣っていなければ手遅れになってしまうし、治療に大き
なコストがかかることになります。将来自分がかかる病気治療
のために、それぞれが多額の保険に入ることが必要になりました。
　実は、ここに人生設計の上で大きな罠があるのです。戦後、
日本人はアメリカ式の暮らしを大きな目標にしました。都市で
働き、郊外に家を建てて家族で暮らすという夢です。しかし、
それはアメリカのように郊外に多くの土地があり、石油が安く
て車がすぐ手に入る社会に可能な夢でした。日本のように山岳
地形で住居のスペースがとれず、石油も車も高い社会ではなか
なか実現できません。代わりに、郊外に新興住宅や団地が立ち
並び、満員電車に揺られて出勤するという暮らしが作られたの

です。そこで登場したのは、将来の夢を先取りするためにロー
ンを組むというビジネスでした。20 年後や定年になるまで毎月
ローンを払い続け、マンションや車を手に入れる仕組みができ
ました。しかし、それは今の価値観で手に入れた暮らしに長い
間投資をすることを意味します。しかも、新しい区画の中に建
てられた出来合いの家によって個々の暮らしは隔離され、社会
関係は分断されてしまいました。それは果たして幸福な選択と
いえるでしょうか。
　世界の価値観がどんどん変化していくなか、一定の価値観を
隣人と共有しながら暮らし続けることは今や至難の業です。で
も自分の身体や暮らしの環境を、今の価値観のもとに未来に向
かって投資し続けるしか生きようがなくなっているのです。日
本が世界のなかでも物質的に豊かな国でありながら、幸福感が
薄い国と言われるのはこうした事情が災いしていると思います。
人間は生物としての生理と時間を文化の衣をまとって生きる存
在、と私は考えています。それを再び見直し、現代の科学技術
で私たちがまとう文化の衣をどう整備できるかを問うことが、
この財団の役割だと思います。そのためにあらゆる学問分野の
知を結集して、人間に心地のいい未来を創造したいものです。

財団からのご挨拶

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

京都大学総長　専門：人類学・霊長類学
1952 年東京都生まれ　理学博士　
京都大学理学部卒業、同大学院理学研究科博士後期課程研究指導
認定退学。日本学術振興会奨励研究員、京都大学研修員、（財）日
本モンキーセンター・リサーチフェロー、京都大学霊長類研究所
助手を経て、京都大学大学院理学研究科助教授、同教授。2011
～ 12 年度は大学院理学研究科長・理学部長を務めた。2014 年
10 月 1 日より現職。
著書に『京大式おもろい勉強法』（2015 年、朝日新聞出版）、『「サ
ル化」する人間社会』（2014 年、集英社インターナショナル）、『家
族進化論』（2012 年、東京大学出版会）、『15 歳の寺子屋 ゴリラ
は語る』（2012 年、講談社）、『暴力はどこからきたのか』（2007 年、
NHK ブックス）、『ゴリラ』（2005 年、東京大学出版会）など多数。
日本霊長類学会会長、国際霊長類学会会長を歴任
日本アフリカ学会理事、中央環境審議会委員、日本学術会議会員、
国立大学協会副会長
アフリカ各地でゴリラの行動や生態をもとに初期人類の生活を復
元し、人類に特有な社会特徴の由来を探っている。
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　幸せを再定義する時代

表紙は、今号の特集“シンポジウ
ム京都”のポスターデザインです。
ピラティスをモチーフにして、生き
生きとした 40 代を表しています。 
 デザイン／金田　恵理子
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01  更年期、ちょっと立ち止まる 
大切なとき

江川  美保  えがわ　みほ
京都大学医学部附属病院 産婦人科 特定助教

1994 年　京都大学医学部を卒業。
京都大学医学部附属病院、国立京都病院（現・
京都医療センター）、京都桂病院などで産婦人科
一般臨床を経験。京都大学大学院医学研究科博
士課程にて生殖医学の研究。
2005 年　学位を取得（医学博士）。
2010 年　京都大学大学院医学研究科エコチル調査京都ユニットセ
ンター特定助教。
2010 年　京都大学医学部附属病院産科婦人科にて「女性ヘルスケ
ア外来」を開設。
2014 年より現職

子どもたちの幸せを守るために母親たちの健康を支えたいと産婦人
科医師へ。こころとからだ、トータルの診療を目指し、京都桂病院
在職中は「更年期外来」、京都大学医学部附属病院産科婦人科では「女
性ヘルスケア外来」を開設。更年期障害のみならず、月経異常、月
経困難症、月経前症候群、ストレス症状、骨粗鬆症など、思春期か
ら老年期まであらゆる年代の女性のこころとからだの健康課題に取
り組み、傾聴と対話、ホルモン療法、漢方療法などを行っている。
2 児の母。「専業」主婦の経験（キャリア？）あり。

日本産科婦人科学会、日本女性医学学会、日本心身医学会、日本女
性心身医学会などに所属
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02  明日も元気にすこやか漢方 

谷川  聖明  たにかわ　きよあき
谷川醫院 院長

茨城県日立市の出身。
1990 年 富山医科薬科大学（現富山大学）医学
部卒業後、和漢診療部入局。
1998 年 「桂皮の内皮依存性血管弛緩作用」で学
位を取得。
1998 年 市立砺波総合病院東洋医学科に医長として赴任。
2004 年 同病院健診センター所長を兼務。
2006 年 谷川醫院を開業し、漢方診療に従事。
2009 年 京都大学加齢医学（老年内科）非常勤講師、附属病院で
漢方外来担当。
2014 年 京都大学脳病態生理学講座臨床神経学（神経内科）非常
勤講師。

全国で「漢方入門セミナー」や「漢方ステップアップセミナー」な
どの講師を務める等、医師の教育に力を入れている。新聞、雑誌、
ラジオでも精力的に活動中。「漢方医学と西洋医学の融和」がライ
フワークであり、自院においても漢方薬や西洋薬に捉われない、患
者さんにとってベストの治療ができることを目標としている。週末
には必ず映画館に足を運ぶほど無類の映画好きで、漢方の説明に映
画の内容を取り入れるユニークな解説が評判。

日本東洋医学会専門医・指導医、日本内科学会総合内科専門医。そ
の他和漢医薬学会、全日本鍼灸学会などに所属。

04  壮年期の運動機能を知り、 
そして高める戦略

青山  朋樹  あおやま　ともき
京都大学大学院 医学研究科 人間健康科学系専攻  
リハビリテーション科学コース 准教授

1994年  群馬大学医学部を卒業後に京都大学医
学部附属病院整形外科学教室に入局。

1995年 玉造厚生年金病院整形外科。
1997年 市立長浜病院整形外科勤務。
2000年 京都大学大学院医学研究科博士課程入学。
2004年 卒業、博士号を取得。京都大学再生医科学研究所 助教。
2009年より現職。

専門分野は整形外科学、リハビリテーション医学、再生医学、予防医学

石原  美香  いしはら　みか
STOTT PILATES (R) Mat ＆ Reformer 認定インストラクター
日本マタニティフィットネス協会認定インストラクター

大学在学中、エアロビクスに出会う。フリーイン
ストラクターとしてスポーツクラブでレッスンを
担当。『ネスレ日本「Vittel」』『NHK「趣味悠々」』
にも出演。その後、営業・コンサルタントを経験。
OL 時代には、頸椎、腰椎ヘルニアをはじめ、様々な身体のトラブ
ルを抱え、そのような自身の経験から日々のセルフケア、運動、食事、
日常動作等への関心が高まっていく。
2013 年、医療法人葵鐘会（愛知県産婦人科）にて産前産後の女性
へ向けたエクササイズ指導を開始する。同時に産前産後教室の企画・
開発・指導者育成や妊娠期のマイナートラブルについての研究、さ
らに東南アジアでの妊婦の運動指導にも携わる。
現在は、愛知県名古屋市にて女性のライフステージやからだの状態
に合わせた指導を行うスタジオヴォールを主宰。ピラティスを中心
としたエクササイズにより、姿勢や日常動作の改善を目指し、生活
に根付いた身体づくりを提供している。

〈実 演〉

03  子どもも高齢者も支える 40 代からの
健康  ～音楽はこころとからだのサポータ～

三宅  聖子  みやけ　まさこ
渋谷区障害者福祉センター　はあとぴあ原宿施設長

音楽大学時代から Jazz・Piano 演奏活動を行い、
卒業後も演奏活動をしつつ「幼児発達促進のた
めの音楽教育」指導者養成及びプログラム開発
等に携わる。その間、自閉症やダウン症、また
肢体不自由児・者と出会い 2002 年より医療法
人リハビリテーション専門学校に勤務。リハビ
リテーションの知識や医学・心理を学び、作業療法士、言語聴覚士、
音楽療法士養成の傍ら、同法人内及び地域の病院や施設にて、同法
人のコ・メディカルスタッフとともに高齢者、精神疾患者、中途障
害者、知的障害者、児童等の臨床経験を経て、現在、渋谷区障害者
福祉センター施設長として、音楽療法士及び管理者の職に就いてい
る。

日本音楽療法学会認定音楽療法士、NPO 法人ミュージック as パ
レット代表理事、音楽とリハビリテーション研究会顧問、日本笑い
学会関東支部運営委員、日本認知症コミュニケーション協議会理事
などを務める。

著書は「ひとと音・音楽　療法として音楽を使う」「認知症ライフパー
トナー検定試験公式テキスト」など多数

吉
川  
左
紀
子 

よ
し
か
わ　

さ
き
こ

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授 

セ
ン
タ
ー
長

１
９
８
２
年
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
認
定
退

学
。
梅
本
堯
夫
教
授
の
も
と
で
認
知
心
理
学
を
学
ぶ
。
追
手
門
学

院
大
学
助
手
、
助
教
授
、
英
国
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
大
学
客
員
研
究

員
を
経
て
１
９
９
７
年
京
都
大
学
教
育
学
部
助
教
授
、
２
０
０
２

年 

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
。対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
基
盤
と
な
る
心
の
は
た
ら
き
に
関
心
を
も
っ
て
お
り
、

人
に
つ
い
て
の
記
憶
・
知
識
表
象
の
形
成
の
し
く
み
、
他
者
の
心

の
理
解
の
基
本
的
な
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
研
究
課
題
。

円
滑
な
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
認
知
・
感
情
・

行
動
の
基
礎
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
研
究
を
進

め
て
き
た
。
２
０
０
７
年
に
設
置
さ
れ
た
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未

来
研
究
セ
ン
タ
ー
に
初
代
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
着
任
し
、
現
在
に

至
る
。
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
心
理
学
、
脳
科
学
、

宗
教
学
、
倫
理
学
な
ど
専
門
分
野
の
異
な
る
研
究
者
が
集
い
、
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
、
こ
こ
ろ
と
き
ず
な
、
こ
こ
ろ
と
生
き
方
、
と
い

う
３
領
域
で
こ
こ
ろ
に
関
す
る
学
際
研
究
を
推
進
す
る
研
究
組
織

で
あ
り
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
や
公
開
事
業
を
通
じ
て
そ
の
成
果
を

積
極
的
に
社
会
に
発
信
し
て
い
る
。

〈
企
画
・
総
合
討
論
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉
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ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
変
動
す
る

「
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）」

　

女
性
の
体
に
は
赤
ち
ゃ
ん
を
宿
し
て
育
て
て
産
み
出
す
と

い
う
機
能
が
備
わ
っ
て
お
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
女
性
の
体

は
見
え
る
部
分
、
見
え
な
い
部
分
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化

を
経
験
す
る
も
の
で
す
。
卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ
る
女
性
ホ
ル

モ
ン
・
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
そ
の
変
化
の
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。

思
春
期
に
女
性
は
初
経
を
迎
え
て
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
急
激
な

増
加
を
見
ま
す
。
性
成
熟
期
に
女
性
の
生
殖
機
能
は
完
成

し
、
月
経
や
排
卵
を
繰
り
返
し
て
妊
娠
・
分
娩
も
体
験
し
ま

す
。
や
が
て
五
〇
歳
前
後
で
、
図
1
に
示
す
よ
う
に
、
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
量
が
急
激
に
低
下
し
て
い
き
閉
経
を
迎
え

ま
す
。
更
年
期
と
は
閉
経
を
挟
ん
だ
前
後
一
〇
年
間
の
年
代

を
呼
ぶ
言
葉
で
す
。
閉
経
前
後
か
ら
更
年
期
症
状
、
そ
れ
に
遅

れ
て
泌
尿
器
生
殖
器
症
状
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
骨
粗
鬆
症

や
脂
質
異
常
症
な
ど
の
自
覚
症
状
の
な
い
病
態
、
そ
れ
ぞ
れ

将
来
の
骨
折
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
発
生
の
素
地
に

な
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
も
徐
々
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
欠
乏
に
伴
う
特
徴
的
な
更
年
期
症
状
は

ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
、
こ
れ
は
発
作
的
に
上
半
身
が
カ
ー
ッ

と
熱
く
な
っ
て
気
持
ち
の
悪
い
汗
を
か
く
、
非
常
に
不
快
な

症
状
で
す
。
そ
の
ほ
か
動
悸
、
倦
怠
感
、
睡
眠
の
ト
ラ
ブ
ル
、

イ
ラ
イ
ラ
・
不
安
・
抑
う
つ
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
面
の
不
調
、

頭
痛
や
め
ま
い
、
節
々
の
痛
み
、
肩
こ
り
、
頻
尿
や
腟
・
外

陰
部
の
乾
燥
感
な
ど
、
心
身
両
面
の
症
状
が
、
全
身
の
あ
ち

こ
ち
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
生
活
に
支
障
を
き

た
す
レ
ベ
ル
の
も
の
を
更
年
期
障
害
と
い
い
ま
す
。
症
状
の

種
類
や
程
度
も
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
ま
た
変
化
も
す
る
も

の
で
す
か
ら
「
あ
ち
こ
ち
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ
て
い
く
」
と

い
う
不
安
に
な
ら
れ
る
方
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）
と
は

　

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
を
薬
で
少
し
補
充
し
て
障
害
を
予
防
、

治
療
す
る
の
が
「
女
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
（H

RT
; 

H
orm

one replacem
ent therapy

）」
で
す
。
体
内
で
急

激
に
お
こ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
減
少
の
「
軟
着
陸
」
を
目
指
す

も
の
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｒ
Ｔ
は
、
の
ぼ
せ
、

ほ
て
り
、
発
汗
な
ど
の
症
状
に
早
く
良
く
効
き
、
性
器
の
萎

縮
を
改
善
す
る
効
果
や
骨
粗
鬆
症
の
予
防
効
果
も
あ
り
ま

す
。
骨
粗
鬆
症
と
は
日
常
的
な
動
作
の
中
の
軽
い
衝
撃
で
骨

折
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
も
ろ
い
骨
の
状
態
の
こ
と
で
、
骨

折
す
る
ま
で
は
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

予
防
が
大
切
で
す
。
骨
密
度
が
少
な
め
で
あ
る
更
年
期
障
害

の
方
に
は
Ｈ
Ｒ
Ｔ
は
一
石
二
鳥
で
す
ね
。

　

し
か
し
一
方
で
、
Ｈ
Ｒ
Ｔ
は
誰
に
と
っ
て
も
最
適
な
治
療

だ
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
乳
が
ん
・
子
宮
体
が
ん

や
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
を
患
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
、
重
い
肝

臓
病
の
方
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い

な
い
方
、
喫
煙
す
る
方
な
ど
は
、
元
の
病
気
が
悪
化
し
た
り

血
栓
症
の
リ
ス
ク
が
増
え
た
り
す
る
た
め
こ
の
Ｈ
Ｒ
Ｔ
を
行

う
こ
と
は
で
き
ず
、
他
の
治
療
選
択
肢
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
有
効
な
治
療
を
安
全
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、

治
療
開
始
前
に
こ
れ
ら
の
病
気
が
な
い
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ

ク
を
問
診
、
血
液
検
査
、
婦
人
科
的
診
察
、
乳
が
ん
検
診
な

ど
で
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
更
年
期
症
状
と
思
わ
れ
る
症
状

の
中
に
他
の
重
大
な
病
気
の
サ
イ
ン
が
潜
ん
で
い
な
い
か
ど

う
か
も
考
慮
し
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
医
の
診
断
や
治
療
を

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
更
年
期
障
害
治
療
の
大
前
提
と
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
更
年
期
症
状
を
き
っ
か
け
に
産
婦
人

科
を
受
診
す
る
こ
と
は
、
人
生
の
節
目
の
健
康
診
断
を
受
け

る
こ
と
に
自
然
に
繋
が
り
ま
す
。
家
族
を
病
院
に
連
れ
て

い
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が
ら
自
分
の
こ
と
は

後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
女
性
に
と
っ
て
は
、
な
お

さ
ら
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

更
年
期
障
害
を
く
ぐ
り
ぬ
け
よ
う
!!

　

更
年
期
障
害
へ
の
対
処
法
に
つ
い
て
図
２
に
ま
と
め
ま
し

た
。
先
に
ご
説
明
し
ま
し
た
Ｈ
Ｒ
Ｔ
は
対
処
法
の
一
部
で
あ

り
、
最
も
基
本
的
な
こ
と
は
更
年
期
障
害
を
理
解
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
更
年
期
障
害
は
い
わ
ゆ
る
病
気
と
い
う
よ
り

も
、急
激
な
変
化
に
心
身
が
適
応
し
に
く
い
状
態
で
す
の
で
、

ま
ず
「
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た

だ
き
、
ご
自
身
を
大
切
に
し
、
周
囲
に
も
理
解
を
求
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
産
婦
人
科
で
は
ま
ず
こ
う
い
う
状
況
を
患

者
さ
ん
と
ご
一
緒
に
客
観
的
に
見
る
お
手
伝
い
、
つ
ま
り
心

と
身
体
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
ま
す
。
今
の
生
活
を
よ
り

快
適
に
す
る
と
同
時
に
こ
れ
か
ら
長
く
続
く
人
生
の
た
め
に

ど
う
い
う
行
動
を
今
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
有
効
な
の
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
ま
す
。
そ
の
上
で
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
試
み

ま
す
。
食
事
や
運
動
を
見
直
す
、
そ
し
て
自
分
に
と
っ
て
心

地
よ
い
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
見
つ
け
て
い
く
。「
こ

の
症
状
だ
け
は
少
し
で
も
改
善
さ
せ
た
い
」
と
い
う
場
合
に

は
我
慢
せ
ず
薬
に
よ
る
治
療
選
択
肢
を
探
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
Ｈ
Ｒ
Ｔ
は
産
婦
人
科
特
有
の
治
療
で
は
あ

り
ま
す
が
、
継
続
期
間
は
そ
の
有
益
性
と
リ
ス
ク
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
て
医
師
と
よ
く
相
談
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
現
時
点
で
は
乳
が
ん
を
増
加
さ
せ
な
い

五
年
以
内
が
安
全
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
症
療
法
は
、
単
一

の
成
分
で
単
一
の
効
果
を
持
っ
た
薬
剤
を
症
状
に
合
わ
せ
て

使
用
す
る
と
い
う
西
洋
薬
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
例
え
ば
、

頭
痛
に
対
し
て
鎮
痛
剤
を
、
寝
つ
き
の
悪
さ
に
対
し
て
睡
眠

導
入
剤
を
使
う
な
ど
の
方
法
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
漢
方
療

法
は
、
複
数
の
生
薬
が
配
合
さ
れ
た
も
の
を
エ
キ
ス
剤
ま
た

は
煎
じ
薬
で
取
り
入
れ
、
体
全
体
の
変
化
・
偏
り
を
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
状
態
に
整
え
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

は
併
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

更
年
期
と
い
う
の
は
ま
る
で
そ
れ
ま
で
の
人
生
経
験
が
集

約
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
は
ら
ん
で

い
る
も
の
で
す
。
身
体
面
で
は
閉
経
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
環
境

の
著
し
い
変
化
の
み
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
老
化
や
体
力
の
低

下
な
ど
が
起
こ
り
始
め
、
生
活
習
慣
病
も
こ
の
年
代
か
ら
増

え
て
き
ま
す
。
心
理
社
会
的
な
面
で
も
し
ば
し
ば
複
数
の
ス

ト
レ
ス
を
一
度
に
抱
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
し

ま
う
女
性
に
は
「
キ
ツ
い
」
年
代
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
子

ど
も
の
自
立
を
め
ぐ
る
課
題
、
親
の
病
気
や
介
護
の
課
題
、

夫
婦
の
課
題
、
仕
事
上
の
重
責
、
閉
経
に
伴
う
喪
失
感
な

ど
、
人
に
よ
っ
て
そ
の
形
は
様
々
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
体

の
使
い
方
、
思
考
・
行
動
パ
タ
ー
ン
な
ど
に
お
い
て
「
そ
れ

ま
で
押
し
通
せ
て
き
た
や
り
方
が
通
用
し
な
く
な
る
」
と
い

う
共
通
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
よ
う

で
す
。
更
年
期
障
害
は
ホ
ル
モ
ン
減
少
だ
け
で
単
純
に
起
こ

る
も
の
で
は
な
く
、
心
理
社
会
的
な
要
因
に
も
大
き
な
影
響

を
受
け
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
心
身
・
生
活
を
ト
ー

タ
ル
で
見
直
す
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

図
2
で
は
更
年
期
障
害
を
く
ぐ
り
抜
け
る
た
め
の
基
本
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
対
人
関
係
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
に
向
き
合
う
必
要
性
も
、
女
性
に
寄

り
添
え
ば
寄
り
添
う
ほ
ど
私
は
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
対
人
関
係
と
症
状
は
相
互
に
大
き
く
影
響
を
与
え
合

う
か
ら
で
す
。「
自
分
を
大
切
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
は
私
自
身
も
模
索
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患

者
さ
ん
と
の
対
話
の
中
で
何
か
患
者
さ
ん
を
励
ま
せ
る
ポ
イ

ン
ト
が
な
い
か
ど
う
か
、
次
の
三
つ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
探
っ
て
い
ま
す
。
第
一
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で

「
今
」
に
焦
点
を
当
て
「
私
」
を
主
語
に
し
た
伝
え
方
を
す

る
こ
と
。
第
二
に
相
手
と
自
分
の
境
界
線
を
守
る
と
い
う
こ

と
、
つ
ま
り
相
手
の
領
域
に
判
断
を
下
さ
な
い
と
同
時
に
自

分
の
領
域
も
大
切
に
守
る
と
い
う
こ
と
。
第
三
に
穏
や
か
に

自
分
の
ニ
ー
ズ
と
リ
ク
エ
ス
ト
を
伝
え
る
、
わ
か
り
や
す
く

協
力
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
自
分
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
相
手
が
こ
た
え
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
期
待
が
実
現

可
能
な
も
の
な
の
か
ど
う
か
を
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
い
う

こ
と
と
、
こ
た
え
ら
れ
な
い
相
手
に
も
相
手
の
事
情
が
あ
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
わ
き
ま
え
て
お
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
長
い
時
間
か
か
っ
て
で
き
た
習
慣
は
お
互
い
に
急

に
は
変
え
ら
れ
な
い
、
こ
れ
は
自
分
も
相
手
も
共
通
の
難
し

い
こ
と
で
す
か
ら
。
で
も
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
中
心

に
考
え
る
。

更
年
期
に
立
ち
止
ま
る
…

　

更
年
期
や
そ
の
時
期
に
起
こ
る
症
状
は
嫌
な
も
の
で
す

が
、
実
は
、
自
分
の
健
康
や
幸
せ
を
本
当
に
大
切
に
す
る
た

め
の
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
更

年
期
に
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、
今
の
自
分
を
見
る
、
次

に
自
分
に
と
っ
て
不
要
な
あ
る
い
は
有
害
な
こ
だ
わ
り
や
習

慣
を
手
放
す
、
そ
し
て
自
分
を
大
切
に
す
る
自
由
と
喜
び
を

味
わ
う
生
活
に
転
換
す
る
、
そ
の
第
一
歩
を
更
年
期
に
こ
そ

踏
み
出
す
。
子
ど
も
・
家
族
・
仕
事
の
た
め
に
懸
命
に
駆
け

抜
け
て
き
た
女
性
こ
そ
「
更
年
期
を
く
ぐ
り
抜
け
た
先
に
よ

り
自
分
ら
し
い
自
分
が
誕
生
す
る
の
だ
」
と
い
う
期
待
を

持
っ
て
、
こ
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
味
わ
え
ば
よ
い
、
そ
う

人
生
が
呼
び
か
け
て
く
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

更
年
期
、
ち
ょ
っ
と�

　
　
立
ち
止
ま
る
大
切
な
と
き
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今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
私
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
は

「
東
洋
医
学
」
で
す
。
現
代
医
療
に
お
い
て
、
漢
方
薬
が
広

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
現
代
は

疾
患
が
複
雑
化
し
、
ま
た
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
こ
と
で
、

西
洋
医
学
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い
病
態
が
増
え
て
き
た
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
漢
方
医
学
と
い
う
立
場

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
い
う
治
療
手
段
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
漢
方
医
学

　

漢
方
医
学
に
は
「
未
病
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

未
病
と
は
、病
気
に
な
る
前
の
状
態
を
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

健
康
と
病
気
の
間
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で
す
。
そ
の
状
態
に
対

し
て
、
西
洋
医
学
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
漢
方
医
学
は
「
心
身
一
如
」
を
治
療
の
基
本
と
す
る
こ

と
で
、
西
洋
医
学
と
は
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
心
と
体
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
正
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
病
態
を
改
善
し
よ
う
と
い
う
の
が
漢
方
医

学
の
考
え
方
で
す
。

　

私
の
外
来
に
、
お
な
ら
の
匂
い
が
気
に
な
る
と
い
う
三
六

歳
の
女
性
が
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
は
高
校
生
の
時
に
お

な
ら
が
く
さ
い
と
言
わ
れ
て
以
来
、
自
分
の
お
な
ら
の
匂
い

が
気
に
な
っ
て
、人
前
で
お
な
ら
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

彼
女
は
そ
れ
が
病
気
の
た
め
だ
と
思
い
、
い
ろ
い
ろ
な
病
院

を
回
り
ま
し
た
。
ど
の
病
院
で
検
査
し
て
も
異
常
な
し
と
言

わ
れ
、
ま
た
あ
る
病
院
で
は
医
者
に
苦
笑
さ
れ
、
そ
れ
以
来

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

結
婚
後
も
お
な
ら
の
匂
い
が
気
に
な
り
、
ご
主
人
が
い
る
時

に
排
便
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
あ
る
時
、
私

が
勤
務
し
て
い
た
病
院
に
お
見
舞
い
に
来
た
際
、
東
洋
医
学

科
と
い
う
看
板
を
み
て
、
漢
方
な
ら
何
と
か
な
る
か
と
決
死

の
思
い
で
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
は
私
の
診
察
中
ず
っ

と
泣
き
通
し
で
し
た
。
や
っ
と
話
を
聞
い
て
く
れ
る
医
師
に

巡
り
あ
っ
た
と
い
う
安
堵
感
か
ら
で
し
た
。
違
っ
た
視
点
か

ら
医
療
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の
が
、
漢
方
医
学
の
メ
リ
ッ

ト
で
す
。

　

患
者
さ
ん
が
苦
痛
症
状
を
訴
え
る
背
後
に
は
い
ろ
い
ろ
な

問
題
点
が
あ
り
、
そ
の
た
め
体
を
治
す
力
が
損
な
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
漢
方
医
学
で
は
そ
の
自
然
治
癒
力
を
大
変
重
視

し
ま
す
。
人
間
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
自
然
治
癒
力
を
、
最

大
限
に
引
き
出
そ
う
と
い
う
の
が
漢
方
医
学
の
考
え
方
で

す
。
つ
ま
り
漢
方
医
学
は
、病
気
だ
け
を
診
る
の
で
は
な
く
、

患
者
さ
ん
を
取
り
巻
く
環
境
で
あ
っ
た
り
、
食
生
活
で
あ
っ

た
り
、
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
り
、
患
者
さ
ん
の
全
体
を
診
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
漢
方
薬
が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
弊
害
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
漢
方
薬
の
有
効
性
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、
漢
方
医
学
的
な

見
立
て
を
せ
ず
に
漢
方
薬
が
処
方
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
内
科
に
行
っ
て
慢
性
胃
炎
の
診
断
で
六り

っ

君く
ん

子し

湯と
う

と

い
う
薬
が
出
る
。
同
じ
患
者
さ
ん
が
外
科
に
行
っ
て
、
術
後

の
イ
レ
ウ
ス（
腸
閉
塞
）で
大だ
い

建け
ん

中ち
ゅ
う

湯と
う

と
い
う
お
薬
が
出
る
。

ま
た
さ
ら
に
、
認
知
症
も
あ
る
か
ら
と
抑よ
く

肝か
ん

散さ
ん

と
い
う
お
薬

が
出
る
。
こ
の
よ
う
に
、
疾
患
名
で
薬
が
出
さ
れ
て
し
ま
う

わ
け
で
す
（
図
1
）。
こ
の
よ
う
な
服
用
の
仕
方
は
、
漢
方

医
学
の
考
え
方
か
ら
は
、
間
違
っ
た
飲
み
方
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

漢
方
医
学
特
有
の
病
気
の
捉
え
方

　

漢
方
医
学
で
は
、
同
じ
病
気
で
あ
っ
て
も
体
質
に
よ
っ
て

治
療
薬
が
変
わ
り
ま
す
。
漢
方
医
学
の
基
本
的
考
え
方
に
陰

陽
と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
。
陽
証
は
熱
が
支
配
し
て
い
る

病
態
で
、
陰
証
は
寒
が
支
配
し
て
い
る
病
態
で
す
。
例
え
ば

腰
痛
を
訴
え
る
方
に
対
し
て
、
陽
証
の
人
に
は
熱
を
冷
ま
す

漢
方
薬
を
処
方
し
、
陰
証
の
人
に
は
体
を
温
め
る
漢
方
薬
を

処
方
し
ま
す
。

　

陰
陽
の
概
念
は
、
食
に
関
し
て
も
重
要
で
す
。
食
品
に
は

体
を
温
め
る
も
の
と
、体
を
冷
や
す
も
の
と
が
あ
り
ま
す（
図

２
）。
外
来
診
療
の
な
か
で
も
、
食
事
に
対
す
る
指
導
は
か

な
り
時
間
を
割
い
て
行
い
ま
す
。例
え
ば
冷
え
症
の
方
に
は
、

夏
野
菜
で
あ
る
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
な
ど
の
体
を
冷

や
す
食
品
は
避
け
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。「
秋
ナ
ス
は
嫁
に

食
わ
す
な
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
美
味
し

い
秋
ナ
ス
を
嫁
に
食
わ
れ
た
ら
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
意
地

悪
な
意
味
で
は
な
く
、
ナ
ス
は
体
を
冷
や
す
食
品
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
子
孫
を
残
し
て
く
れ
る
お
嫁
さ
ん
の
体
を
冷
や
さ

な
い
よ
う
に
と
い
う
優
し
さ
か
ら
く
る
言
葉
な
の
で
す
。
ナ

ス
や
冷
奴
に
生
姜
を
添
え
ま
す
が
、
そ
れ
も
生
姜
で
お
腹
の

冷
え
を
防
ぐ
食
べ
合
わ
せ
の
妙
な
の
で
す
。
健
康
的
な
食
べ

方
の
基
本
は
「
そ
の
土
地
で
採
れ
た
旬
の
も
の
を
食
べ
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

漢
方
医
学
に
は
、
陰
陽
と
い
う
概
念
の
他
、
気
血
水
と
い

う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
気
と
い
う
の
は
体
の
見
え
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
人
の
生
命
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
構

造
物
と
し
て
の
血
と
水
が
担
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
気
血

水
の
考
え
方
で
す
。
血
と
い
う
の
は
今
で
い
う
血
液
だ
け
で

は
な
く
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
や
リ
ン
パ
の
流
れ
も
含
ま
れ

ま
す
。
水
と
い
う
の
は
、
体
を
巡
る
透
明
の
液
体
を
い
い
ま

す
。
そ
れ
ら
三
要
素
が
体
を
う
ま
く
巡
っ
て
い
る
と
健
康
状

態
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ど
れ
か
に
不
足
や
停

滞
が
生
じ
る
と
、
健
康
を
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
気
の
異
常
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
気

が
不
足
し
た
病
態
を
「
気
虚
」
と
い
っ
て
、
元
気
が
な
い
、

疲
れ
や
す
い
な
ど
と
い
う
症
状
と
な
り
ま
す
。
気
の
巡
り
が

滞
っ
た
病
態
を
「
気
滞
」
と
い
っ
て
、咽
や
胸
の
つ
か
え
感
、

気
持
ち
の
落
ち
込
み
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
気
は
通
常
頭
か

ら
足
先
に
向
か
っ
て
流
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
逆
走
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、「
気
逆
」病
態
と
捉
え
て
治
療
し
ま
す
。

ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

血
の
異
常
に
は
「
血
虚
」
と
「
瘀
血
」
と
い
う
二
つ
の
病

態
が
あ
り
ま
す
。
女
性
は
生
理
の
関
係
も
あ
り
、
血
の
異
常

を
呈
し
や
す
く
、
特
に
「
瘀
血
」
病
態
の
方
は
大
変
多
く
お

ら
れ
ま
す
。
特
に
女
性
は
四
〇
歳
を
超
え
て
く
る
と
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
や
す
く
、
五
〇
歳
前
後
で
閉
経
を
迎
え

る
と
さ
ら
に
体
調
を
崩
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
更
年
期
は
漢

方
的
に
瘀
血
病
態
を
呈
す
る
こ
と
が
多
く
、
治
療
薬
は
当と

う

帰き

芍し
ゃ
く

薬や
く

散さ
ん

、
加か

味み

逍し
ょ
う

遥よ
う

散さ
ん

、
桂け
い

枝し

茯ぶ
く

苓り
ょ
う

丸が
ん

な
ど
の
瘀
血
改

善
薬
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

症
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
四
二
歳
女
性
で
派
遣

社
員
の
方
で
す
。
吐
き
気
、
下
痢
、
冷
え
性
、
月
経
不
順
を

主
訴
に
来
院
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
冷
え
症
で
月
経
不
順

が
あ
り
ま
し
た
。
一
ヵ
月
前
か
ら
水
溶
性
下
痢
が
持
続
し
、

さ
ら
に
生
理
時
に
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
な
血
液
の
固

ま
り
が
出
た
た
め
婦
人
科
を
受
診
し
ま
し
た
。
婦
人
科
で
は

子
宮
、
卵
巣
に
異
常
な
し
と
の
診
断
で
治
療
は
必
要
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
漢
方
治
療
を
受
け
た
い
と
の
こ
と

で
私
の
外
来
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
漢
方
的
に
は
瘀
血
と
水
滞

（
＝
水
の
巡
り
が
悪
い
病
態
）
の
病
態
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を

解
決
す
る
当
帰
芍
薬
散
と
い
う
漢
方
薬
を
処
方
し
ま
し
た
。

　

漢
方
薬
を
選
択
す
る
た
め
に
は
、
陰
陽
や
気
血
水
な
ど
の

漢
方
医
学
的
概
念
を
駆
使
し
て
患
者
さ
ん
を
見
立
て
、
適
切

な
薬
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
つ
い
て
少
し
触
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。
漢
方
医
学
に
は
「
五
臓
」
と
い
う
概
念
も
あ
り

ま
す
。
五
臓
と
は
「
肝
・
心
・
脾
・
肺
・
腎
」
と
い
う
五
つ

の
臓
腑
が
正
常
に
機
能
し
て
い
れ
ば
健
康
状
態
を
保
て
る
と

い
う
考
え
方
で
す
。
そ
の
な
か
で
「
腎
」
と
い
う
の
は
体
の

バ
ッ
テ
リ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
生
命
の
根
源
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
成
す
る
臓
腑
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
腎
の
パ
ワ
ー

が
落
ち
た
病
態
を
「
腎
虚
」
と
い
い
、老
化
（
エ
イ
ジ
ン
グ
）

と
リ
ン
ク
し
た
概
念
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
腎
虚
に

な
る
と
、
皮
膚
の
か
ゆ
み
が
生
じ
た
り
、
難
聴
、
耳
鳴
り
を

自
覚
し
た
り
、
白
髪
に
な
っ
た
り
、
認
知
症
が
出
て
き
た
り
、

風
邪
を
引
き
や
す
く
な
っ
た
り
、
骨
粗
鬆
症
と
な
っ
た
り
、

排
尿
障
害
が
出
現
し
た
り
、
冷
え
を
自
覚
し
た
り
し
ま
す
。

そ
の
た
め
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
ら
の
症
状
を
治
療

す
る
た
め
、
臓
器
別
に
い
ろ
い
ろ
な
科
を
受
診
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
漢
方
医
学
の
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
諸

症
状
は
腎
虚
と
い
う
一
つ
の
病
態
と
捉
え
、
八は
ち

味み

地じ

黄お
う

丸が
ん

と

い
う
漢
方
薬
を
用
い
て
治
療
し
ま
す
。

漢
方
医
学
と
西
洋
医
学
の
融
和
を
目
指
し
て

　

我
々
漢
方
医
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
の
は
経
験
知
、
す
な

わ
ちExperience Based M

edicine

で
す
。
つ
ま
り
経
験

に
基
づ
い
た
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
現
代
西
洋
医
学
が

よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
の
は
科
学
知
、
す
な
わ
ちEvidence 

Based M
edicine

で
す
。
つ
ま
り
証
拠
に
基
づ
い
た
医
療

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
に
は
一
長
一
短
が
あ
り
、
東
西

ど
ち
ら
の
医
学
が
正
し
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
両
方

を
上
手
に
融
和
さ
せ
た
医
療
が
提
供
で
き
れ
ば
、
今
よ
り

も
っ
と
い
い
治
療
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私

ど
も
の
考
え
方
で
す
。
そ
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
医
者

が
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
育
っ
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

すいか、メロン、ぶどう

熱帯産果物

パイナップル、

マンゴー

体を温める 体を冷やす

根菜
人参、ごぼう
れんこん

生姜湯、紅茶など

●香辛料はだいたい
   体を温める作用がある

夏野菜

なす

トマト
きゅうり

コーヒー

●食品添加物には体を
   冷やす作用がある

砂糖入り飲料水、

参考資料： 『養生のすすめ』北里研究所東洋医学総
合研究所漢方診療部

図２　食品の性質野菜・果物・飲みもの

B病院外科から

術後イレウスで大建中湯

が処方される

C病院脳外科から
認知症で抑肝散
が処方される

このような漢方薬の服用は
明らかに間違えです！

A病院内科から

慢性胃炎で六君子湯

が処方される

図 1　これはご法度！

明
日
も
元
気
に
す
こ
や
か
漢
方
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え
て
身
体
に
伝
え
る
方
法
で
す
。
例
え
ば
透
析
時
、
ト
ラ
ン

ス
デ
ュ
ー
サ
ー
付
ベ
ッ
ド
で
不
快
感
を
軽
減
し
、
心
地
良
く

身
体
を
振
動
さ
せ
る
音
楽
と
連
動
す
る
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
腰
痛
や
膝
痛
、
頭
痛
を
軽
減
し
、
血
行
促
進
、
治
癒

力
の
向
上
の
た
め
な
ど
に
使
わ
れ
、
脳
波
の
エ
コ
ー
グ
ラ

フ
ィ
ー
や
自
律
神
経
系
へ
の
影
響
が
検
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歌
い
、
楽
器
を
演
奏
し
、
心
と
身
体
を
使
っ
て
音

楽
に
合
わ
せ
て
表
現
を
す
る
能
動
的
な
音
楽
療
法
が
あ
り
ま

す
。
歌
う
活
動
は
、
過
去
の
経
験
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
脳
を
活

性
し
、
息
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
呼
吸
機
能
を
強
化

し
ま
す
。
口
を
動
か
す
こ
と
は
、
も
の
を
食
べ
る
、
話
を
す

る
機
能
と
近
い
た
め
、
嚥
下
や
失
語
症
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
楽
器
を
演
奏
す
る
こ
と
、
例
え
ば
打

楽
器
の
演
奏
は
、
関
節
可
動
域
を
広
げ
、
大
き
く
身
体
を
動

か
せ
ば
音
も
大
き
く
、
動
き
も
大
き
い
の
で
発
散
す
る
こ
と

が
で
き
、
満
足
感
や
達
成
感
を
得
ま
す
。
作
詞
、
作
曲
等
の

創
る
活
動
で
は
、
自
己
愛
の
充
実
と
自
分
の
思
い
や
考
え
を

知
る
こ
と
と
な
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
思
い
を
伝
え
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
誘
発
機
能
が
あ
り
ま
す
。

リ
ズ
ム
を
聞
く
と
自
然
に
身
体
が
う
き
う
き
し
、
無
意
識
に

動
い
て
し
ま
う
体
験
と
な
り
、
重
度
運
動
性
失
語
の
方
に
、

「
夜
霧
よ
、今
夜
も
」と
歌
い
か
け
る
と
、「
あ
り
が
ー
と
う
ー
」

と
歌
わ
れ
ま
す
。パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
神
経
難
病
で
は
、

進
行
緩
和
や
う
つ
予
防
に
音
楽
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
す
く
み

足
で
最
初
の
一
歩
が
出
な
い
方
に
は
、
踏
み
出
す
合
図
と
な

り
、
小
刻
み
歩
行
の
方
に
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
歩

幅
が
安
定
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
ろ
の
病
に
は
、
意
思
伝
達

と
し
て
音
を
使
い
、
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

安
心
し
て
人
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
作
業
療

法
士
、
理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
の
治
療
に
音
楽
を
使
う

こ
と
は
、
効
果
を
よ
り
早
く
、
そ
し
て
、
よ
り
長
く
持
続
さ

せ
る
技
法
と
な
り
、
楽
し
く
取
り
組
め
る
た
め
毎
日
繰
り
返

せ
ま
す
。
他
に
分
析
的
音
楽
療
法
、
行
動
療
法
に
基
づ
く
音

楽
療
法
、
ノ
ー
ド
フ
・
ロ
ビ
ン
ス
音
楽
療
法
、
音
楽
イ
メ
ー

ジ
誘
導
法
（
Ｇ
Ｉ
Ｍ
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
の
聴
覚
は
、
胎
児
か
ら
生
を
全
う
す
る
瞬
間
ま
で
、

無
意
識
下
に
働
い
て
い
ま
す
。ホ
ス
ピ
ス
や
緩
和
ケ
ア
で
は
、

音
楽
療
法
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
意
識
が
朦
朧
と
し
て

い
て
も
、音
楽
を
聴
い
て
涙
を
流
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

寄
り
添
っ
た
歌
声
や
好
き
な
音
楽
を
耳
に
す
る
事
は
、
心
が

通
い
、
見
守
ら
れ
、
安
ら
か
に
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
す
こ
と

を
可
能
に
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
音
楽
療
法
と
は
、
一
人
で
は

音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
方
、
あ
る
い
は
得
意
で
な

い
方
に
対
し
て
、
機
能
回
復
、
機
能
低
下
の
防
止
、
ま
た
、

健
康
促
進
、
暮
ら
し
の
改
善
な
ど
の
目
的
を
持
っ
て
、
音
楽

的
で
心
理
的
で
物
理
的
な
構
造
と
い
う
明
確
で
適
用
的
な
環

境
を
作
り
、
楽
し
み
な
が
ら
計
画
的
に
継
続
で
き
る
場
を
作

る
こ
と
な
の
で
す
。

音
・
音
楽
は
過
去
と
の
出
会
い
、

そ
し
て
、
今
を
生
き
る
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
！

　

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
や
エ
ナ
ジ
ー
チ
ャ
イ
ム
な
ど
、
音
楽
療

法
で
使
っ
て
い
る
楽
器
の
音
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
息
を

ゆ
っ
く
り
吐
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
音
を
聴
く
と
、
懐
か
し

い
、
何
か
の
音
に
似
て
い
る
、
昔
聴
い
た
記
憶
が
あ
る
な
ど

と
過
去
の
経
験
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
高
い
こ
の
音

を
聴
く
と
手
を
合
わ
せ
た
く
な
り
「
な
ん
ま
ん
だ
～
」
と
。

楽
器
の
音
を
聴
く
こ
と
は
、
自
分
と
の
言
葉
の
な
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
、
仲
間
と
共
に
演
奏
す
る
と
、
お
互

い
を
認
め
合
い
、
ほ
ど
よ
い
自
己
主
張
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
水
晶
を
粉
砕
し
て
作
ら
れ
た
楽
器
、
ク
リ
ス

タ
ル
・
シ
ン
ギ
ン
グ
ボ
ウ
ル
の
音
を
聴
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
音
は
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ゲ
イ
ナ
ー
博
士
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
が
ん
予
防
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
使
っ
て
い
ま

す
。
残
響
が
長
く
シ
ン
プ
ル
な
音
が
繰
り
返
さ
れ
、
瞑
想
の

世
界
に
入
り
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
、
頭

が
す
っ
き
り
と
し
て
、
よ
く
眠
れ
、
ヨ
ガ
の
場
所
で
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

四
〇
代
か
ら
の
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康
作
り

　

頑
張
る
四
〇
代
か
ら
の
健
康
作
り
は
、
好
き
な
曲
を
聞
く

こ
と
や
歌
う
な
ど
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
心
と
身
体
に
は
、
大
好
き
な
曲
が
一
番
効
き
ま

す
か
ら
、
好
き
な
曲
選
び
で
ご
自
分
の
健
康
は
自
分
で
作
る

こ
と
を
目
指
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

音
楽
は
、
皆
様
の
中
に
あ
り
ま
す
。
心
臓
の
鼓
動
も
リ
ズ

ム
で
す
。
自
分
の
中
に
あ
る
過

去
、
歌
っ
て
い
る
今
の
自
分
、

そ
し
て
、
こ
れ
を
歌
う
と
す
っ

き
り
元
気
な
気
持
ち
に
な
れ
る

未
来
。
す
て
き
な
時
間
を
つ
な

げ
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
音
楽

の
あ
る
生
活
創
り
を
な
さ
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

音
楽
は
、
人
類
の
始
原
か
ら
生
活
の
中
で
生
老
病
死
の
苦

し
み
を
和
ら
げ
、
祈
り
を
助
け
、
思
い
を
表
し
、
伝
え
、
喜

び
を
生
み
だ
す
た
め
に
営
ま
れ
て
き
た
創
作
・
表
現
活
動
で

す
。
音
楽
を
聴
き
、歌
い
、奏
で
、踊
り
、楽
し
む
活
動
に
は
、

病
め
る
心
を
癒
し
、
心
身
の
諸
機
能
を
維
持
改
善
す
る
要
素

が
あ
り
ま
す
。
音
楽
の
あ
る
環
境
で
楽
し
く
こ
こ
ろ
と
身
体

を
使
う
こ
と
は
、
心
地
よ
さ
や
安
心
感
か
ら
生
ま
れ
る
精
神

的
な
落
ち
着
き
を
生
み
、
病
気
や
障
害
を
忘
れ
て
、
よ
り
よ

く
生
き
る
時
間
を
作
り
出
し
、
歪
ん
だ
情
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

音
楽
に
投
影
し
て
表
現
し
、
演
奏
と
い
う
身
体
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
え
て
発
散
し
、
健
康
作
り
や
病
気
の
治
癒
に
大
き
く
影

響
を
与
え
ま
す
。

　

四
〇
代
以
上
の
職
場
や
家
庭
の
リ
ー
ダ
ー
の
ス
ト
レ
ス
解

消
法
と
し
て
、
侵
襲
性
の
な
い
音
楽
療
法
の
要
素
を
生
活
の

中
に
活
か
し
て
、「W

ell-B
eing  life

（
幸
福
で
健
康
な
状

態
）」
を
目
指
し
、
生
き
生
き
と
心
豊
か
に
生
き
る
『
意
識

の
あ
り
方
』
を
共
に
考
え
ま
す
。
心
の
外
に
幸
福
を
求
め
る

現
代
人
の
生
き
方
か
ら
、
自
分
自
身
の
感
覚
に
目
を
向
け
る

生
き
方
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
付
け
る
と
幸
せ
で
す
。

四
〇
代
は
家
庭
や
職
場
の
リ
ー
ダ
ー

　

家
庭
や
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
四
〇
代
の
役
割

を
考
え
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
周
り
の
人
の
変
化
に
気
づ

き
、「
ど
う
し
た
の
？
」
と
か
、「
大
丈
夫
？
」
と
か
温
か
い

ま
な
ざ
し
を
持
っ
て
声
を
か
け
、
そ
の
気
持
ち
を
尊
重
し
て

耳
を
傾
け
ま
す
。
例
え
ば
家
族
の
中
で
、
朝
起
き
て
く
る
の

が
遅
い
と
か
、
何
と
な
く
気
力
が
な
さ
そ
う
だ
と
か
感
じ
た

時
は
、
優
し
く
声
を
か
け
て
、
気
持
ち
に
寄
り
添
い
ま
す
。

二
〇
代
、
三
〇
代
の
こ
ろ
は
、
あ
れ
を
や
り
た
い
、
こ
れ
も

や
り
た
い
と
気
持
ち
が
逸
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
同
時
に

悩
み
も
多
い
時
期
で
、
今
の
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に

対
し
て
、
こ
れ
で
本
当
に
良
い
の
か
、
私
の
せ
い
か
な
。
も

し
も
失
敗
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
上
司
に
も
よ
く
見
ら
れ
た

い
し
と
様
々
な
思
い
を
持
ち
ま
す
。

　

一
〇
代
後
半
か
ら
三
〇
代
前
半
の
死
因
は
、
自
殺
が
一
番

多
く
、
実
は
自
殺
者
の
七
割
が
男
性
で
四
〇
代
、
四
五
歳
の

頃
が
ピ
ー
ク
だ
と
厚
労
省
が
報
告
し
て
い
ま
す
。
五
〇
歳
を

過
ぎ
る
と
、
何
だ
か
越
え
ら
れ
る
、
何
と
か
な
り
そ
う
な
気

が
す
る
の
で
す
。
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
四
〇
代
を
上
手

く
過
ご
し
、苦
し
い
時
期
こ
そ
音
楽
を
使
っ
た
「
う
つ
予
防
、

自
殺
予
防
」
を
試
み
、
地
域
や
家
族
で
の
支
え
合
い
に
目
を

向
け
た
い
も
の
で
す
。

ひ
と 

と 

お
ん
が
く

　

ひ
と
は
、
音
楽
を
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
に
役
立
て
て
生
き

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
時
代
で
は
、
音

楽
を
「
魂
の
医
者
」
と
呼
び
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
者
た
ち

は
、
音
楽
を
情
緒
や
魂
に
、
興
奮
や
陶
酔
、
そ
し
て
平
静
や

安
定
を
も
た
ら
し
、
精
神
と
肉
体
の
調
和
を
説
き
ま
し
た
。

旧
約
聖
書
の
『
サ
ム
エ
ル
記
』
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
サ
ウ

ル
王
の
不
安
症
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
ダ
ビ
テ
の
竪
琴
を
用

い
た
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
、
フ
ェ
リ
ペ

五
世
の
抑
う
つ
状
態
を
フ
ァ
リ
ネ
ッ
リ
（
男
性
で
あ
り
な
が

ら
、
高
い
声
の
ソ
プ
ラ
ノ
で
歌
う
）
の
歌
声
が
改
善
し
た
と

い
う
話
。
他
に
も
、
バ
ッ
ハ
が
、
カ
イ
ザ
ー
リ
ン
グ
伯
爵
か

ら
不
眠
症
を
治
す
目
的
で
作
曲
を
依
頼
さ
れ
「
ゴ
ル
ト
ベ
ル

ク
変
奏
曲
」
を
作
曲
し
ま
し
た
。
ゴ
ル
ト
は
ゴ
ー
ル
ド
で
お

金
、
ベ
ル
ク
は
山
、
つ
ま
り
金
貨
を
た
く
さ
ん
積
ん
だ
と
い

う
逸
話
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
曲
の
心
地
よ
い
緩
急

は
、
い
ら
い
ら
し
た
と
き
に
も
緊
張
が
解
け
、
眠
り
に
誘
わ

れ
、
心
理
的
な
悩
み
を
軽
減
し
、
苦
し
い
時
に
寄
り
添
う
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
ジ
ャ
ズ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
民
謡
、
歌
謡

曲
な
ど
が
溢
れ
て
い
ま
す
が
、
好
き
だ
と
感
じ
る
曲
は
、
約
八

割
は
脈
拍
・
血
圧
・
呼
吸
・
そ
し
て
気
分
な
ど
の
生
理
的
な
も

の
に
一
致
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
二
割

が
生
活
の
中
で
培
っ
て
き
た
好
み
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
キ
サ
ス
大
学
の
研
究
で
は
、
音
楽
の
好
み
と
い
う
も
の

は
、
二
〇
歳
を
過
ぎ
る
と
閉
じ
始
め
、
三
五
歳
を
過
ぎ
る
と

閉
ま
り
切
っ
た
状
態
、
三
九
歳
に
な
っ
た
ら
保
守
的
に
な
っ

て
、
今
ま
で
の
音
楽
が
一
番
よ
か
っ
た
と
い
う
心
理
的
な
変

化
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
好
き

な
方
は
、
と
て
も
聡
明
で
、
ロ
ッ
ク
、
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
的
な

曲
が
好
き
な
方
は
、
社
交
的
で
明
る
い
方
が
多
い
等
の
研
究

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
様
々
な
施
設
や
病
院
で
の
臨
床
経

験
に
お
い
て
も
、
多
く
の
方
々
は
、
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
に

歌
っ
た
曲
、
そ
の
頃
に
聞
い
た
曲
が
と
て
も
好
き
だ
と
語
ら

れ
ま
す
。

音
楽
療
法
と
は

　

音
楽
療
法
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
ス
タ
イ
ル
が

あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
受
動
的
音
楽
療
法
で
、
聴
く
、
鑑

賞
、
ト
ラ
ン
ス
デ
ュ
ー
サ
ー
（
変
換
器
）
で
音
を
振
動
に
変

子
ど
も
も
高
齢
者
も
支
え
る
40
代
か
ら
の
健
康

　
　
　
　

～
音
楽
は
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
サ
ポ
ー
タ
～

 

渋
谷
区
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

は
あ
と
ぴ
あ
原
宿 

施
設
長　

三み
や
け宅　

聖ま
さ

子こ

いつから 
始める？

いつからでも可能です．気持ち
が向いたその日から♪

どんな音楽が 
効く？

リラックスしたいときは，好き
な曲を聴き・歌います．踊りた
い・歌いたい時も，自分の気分
や呼吸と一致した曲を選びます．

どの位の音量？
メロディやリズムが，はっきり
わかる音量で，周囲が気になる
ときは，ヘッドフォンの利用も
効果的です．

どの位の頻度？ 一日１～２回位，一日 10 分か
らでも可能です．

どんな状態で？

座っても，寝転がっても，入浴
中や体操や散歩・運動等何かを
しながらでも可能です．自分だ
けでも，誰かと一緒でも安心で
きる環境が効果的です．

薬の治療は 
止めてもいい？

薬物療法と併用で大丈夫です．
様子を見ながら，医師と相談し
つつ，基本的に規則正しく服用
することが大切です．

日常生活に Music Therapy の要素を適用

ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
5
　
京
都

トーンチャイム
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一
．壮
年
期
と
は
？

　
「
壮
年
期
」
の
定
義
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、「
健
康
日
本
21
」
で
は
青
年
期
（
一
五
歳
～
二
四
歳
）、

壮
年
期
（
二
五
歳
～
四
四
歳
）、
中
年
期
（
四
五
歳
～
六
四

歳
）
の
区
分
の
真
ん
中
に
位
置
し
ま
す
。
こ
の
時
期
に
は

社
会
的
責
任
、
経
済
的
責
任
能
力
が
高
ま
り
（
平
山
宗
宏　

1
9
7
3
）、
社
会
心
理
発
達
段
階
で
も
次
世
代
を
育
む
事

に
強
い
関
心
を
示
す
（Elikson EH

 1982

）
時
期
で
す
。

す
な
わ
ち
壮
年
期
か
ら
中
年
期
に
か
け
て
の
期
間
は
、
仕
事

に
お
い
て
も
、
家
庭
に
お
い
て
も
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
求
め
ら
れ
る
年
代
と
い
え
ま
す
。

二
． 壮
年
期
の
体
の
変
化
は
？

　

多
く
の
社
会
的
、
家
庭
的
な
責
任
、
役
割
が
大
き
く
な
る

こ
の
時
期
の
身
体
機
能
の
方
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
筋
労
作
能

力
は
二
〇
代
～
三
〇
代
前
半
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は

緩
や
か
に
低
下
し
て
い
き
ま
す
（
平
山
宗
宏　

1
9
7
3
）。

骨
や
軟
骨
、
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
に
注
目
し
て
み
る
と
、
下

肢
を
し
っ
か
り
支
え
る
太
も
も
の
太
さ
は
壮
年
期
か
ら
徐
々

に
減
少
し
始
め
ま
す
（K

asai T
 2015

）。
太
も
も
の
構
成

筋
肉
、
脂
肪
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
を
見
て
み
ま
す
と
、
筋
肉
の

量
は
男
性
で
は
壮
年
期
か
ら
急
激
に
、
女
性
で
は
閉
経
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
階
段
状
に
減
っ
て
い
き
ま
す
（
図

1
）。
脂
肪
は
男
性
で
は
徐
々
に
減
少
し
て
、
六
〇
歳
代
以

降
で
は
そ
れ
ほ
ど
変
化
し
な
い
の
に
対
し
て
、
女
性
で
は
緩

徐
に
減
少
し
ま
す
（K

asai T
 2015

）。
太
も
も
の
筋
力
だ

け
で
な
く
、
足
の
指
の
握
力
な
ど
、
下
肢
を
支
え
る
筋
力
が

全
体
的
に
低
下
し
、
運
動
器
だ
け
で
な
く
、
肺
、
心
臓
、
腎

臓
な
ど
の
機
能
も
壮
年
期
以
降
に
徐
々
に
低
下
し
て
い
き
ま

す
。
つ
ま
り
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
責
務
を
期
待
さ
れ
な
が
ら

も
、
身
体
機
能
の
方
は
低
下
し
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て

く
る
時
期
と
い
え
ま
す
。

三
． 壮
年
期
に
増
え
る
身
体
的
症
状
は
？

　

壮
年
期
以
降
は
思
っ
た
以
上
に
身
体
を
使
え
ず
、
無
理
な

身
体
の
使
い
方
に
よ
る
様
々
な
身
体
の
痛
み
が
発
生
し
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
日
常
生
活
や
労
働
に
お
い
て
も

青
年
期
に
行
っ
て
い
た
、
な
ん
で
も
な
い
動
作
で
痛
み
が
発

生
し
ま
す
。
男
性
に
お
い
て
は
二
〇
代
ま
で
に
多
い
鼻
づ
ま

り
や
咳
な
ど
の
症
状
を
追
い
越
し
て
、
腰
痛
が
一
番
目
、
肩

こ
り
が
二
番
目
に
多
い
症
状
に
な
り
ま
す（
厚
生
労
働
省「
平

成
二
二
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」）。
女
性
に
お
い
て
も
三
〇

代
以
降
に
は
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
手
足
の
関
節
痛
の
順
で
運

動
器
に
関
連
す
る
症
状
が
増
加
し
て
き
ま
す
（
厚
生
労
働
省

「
平
成
二
二
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」）。

　

他
に
も
こ
の
時
期
に
増
え
て
く
る
身
体
の
痛
み
と
し
て

腱
・
靭
帯
付
着
部
症
の
一
種
と
さ
れ
る
テ
ニ
ス
肘
や
足
底
筋

膜
炎
、
腱
鞘
炎
や
腱
板
炎
な
ど
の
肩
の
痛
み
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
（
図
2
）。
こ
れ
ら
は
Ｘ
線
撮
影
な
ど
を
行
っ
て
も

画
像
評
価
し
に
く
く
、
湿
布
や
消
炎
鎮
痛
剤
内
服
で
も
な
か

な
か
治
ら
な
い
の
が
困
っ
た
点
で
す
。
こ
れ
ら
の
運
動
器
の

身
体
症
状
だ
け
で
な
く
、
肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
出
現
は
運
動
器
の
症
状
を
増
悪
さ
せ
、
逆
に

運
動
器
の
障
害
は
運
動
不
足
の
低
下
を
招
く
こ
と
に
よ
っ
て

生
活
習
慣
病
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

四
．  壮
年
期
以
降
の
運
動
機
能
改
善
の
難
し
さ

　

そ
こ
で
壮
年
期
以
降
に
運
動
機
能
維
持
を
目
指
し
て
、
マ

ラ
ソ
ン
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
始
め
る
方
も
多
い

事
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
青
年
期
に
比
べ
て
低
下
し

て
い
る
身
体
機
能
を
自
覚
せ
ず
に
、
急
激
に
運
動
量
を
増
や

す
こ
と
は
膝
周
囲
の
痛
み
や
、
足
の
痛
み
を
引
き
起
こ
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
運
動
の
継
続
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
Ｘ
線
な
ど
の
画
像
検
査
で

わ
か
り
に
く
い
腰
痛
や
膝
痛
は
治
療
も
難
し
い
の
が
問
題
で

す
。
こ
れ
ら
の
傷
害
を
発
生
さ
せ
ず
に
身
体
の
運
動
機
能
を

向
上
す
る
事
は
な
か
な
か
難
し
く
、
ま
た
こ
の
世
代
は
運
動

の
た
め
に
十
分
な
時
間
を
と
れ
な
い
の
も
大
き
な
問
題
で

す
。

五
．   ま
ず
は
自
分
の
身
体
能
力
を
知
る
所
か
ら

は
じ
め
る

　

青
年
期
か
ら
継
続
的
に
運
動
を
継
続
さ
れ
て
い
た
方
は
さ

て
お
き
、
少
し
運
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
方
は
、
計
画
的
な
戦

略
を
立
て
て
か
ら
身
体
機
能
改
善
を
試
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず

は
ご
自
身
の
身
体
能
力
を
知
る
事
か
ら
始
め
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
簡
単
な
も
の
と
し
て
握
力
や
片
足
立
ち
の
持

続
時
間
な
ど
を
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
青
年
期
と

異
な
り
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
が
低
下
し
て
い
る
事
に
気

が
付
く
と
思
い
ま
す
。
握
力
は
た
だ
単
に
手
の
筋
力
を
あ
ら

わ
す
だ
け
で
な
く
、
全
身
の
筋
力
を
あ
ら
わ
す
目
安
に
も
な

り
ま
す
。
片
足
立
ち
を
し
た
際
の
バ
ラ
ン
ス
機
能
の
低
下

は
、
筋
力
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
筋
肉
同
志
の
協
調
性
の
低

下
や
深
部
感
覚
低
下
な
ど
も
あ
ら
わ
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
十
分
に
把
握
し
た
う
え
で
、
ま
ず
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
低
負
荷
の
運
動
か
ら
始
め
る
事
で
痛
み
な
ど
の
発
生
を

防
ぎ
な
が
ら
徐
々
に
強
度
を
上
げ
て
い
く
の
が
良
い
と
思
い

ま
す
。

六
． 考
え
な
が
ら
身
体
に
負
荷
を
か
け
て
い
く

　

運
動
を
行
う
際
に
ま
ず
は
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
準
備
運
動

を
行
い
、
徐
々
に
運
動
強
度
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
た

だ
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
だ
け
で
す
と
、
少
し
物
足
り
な
い
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
際
に

筋
肉
や
腱
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
行
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
筋
肉
や
腱
は
他
の
力
で
伸
ば
さ
れ
、
力
を
加
え
る
事

で
縮
む
と
い
う
機
能
を
持
っ
た
組
織
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

伸
ば
さ
れ
、
縮
む
と
い
っ
た
刺
激
が
加
え
ら
れ
な
い
と
、
次

第
に
そ
の
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
筋
肉
や
腱
も
伸

び
縮
み
す
る
方
向
に
繊
維
は
並
ん
で
お
り
ま
す
。
最
近
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
肉
や
腱
の
繊

維
の
方
向
な
ど
を
調
べ
る
事
は
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

繊
維
の
方
向
に
筋
肉
や
腱
を
伸
ば
し
た
り
、
縮
め
た
り
と
い

う
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
て
頂
け
れ

ば
、
効
率
も
上
が
り
、
筋
肉
や
腱
を
傷
め
る
事
も
少
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
も
、風
景
を
眺
め
、

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
と
て
も
楽
し
い

も
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
も
姿
勢
や
足
の
上
げ
方
の
工
夫
を

し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
特
に
体
幹
の
奥
の
方

か
ら
力
を
出
す
よ
う
に
意
識
を
す
れ
ば
、
姿
勢
も
良
く
、
視

野
も
よ
り
広
く
な
り
ま
す
。
必
ず
し
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
特

別
な
時
間
を
と
ら
な
く
て
も
通
勤
や
買
い
物
な
ど
で
も
取
り

入
れ
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

体
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
と
感
じ
た
方
は
ヨ
ガ
や
ピ
ラ
テ
ィ

ス
な
ど
を
は
じ
め
て
み
る
と
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
は
筋
肉
の
協
調
性
を
高
め
、
体
の
深
部
の
筋
肉
を
強
化
す

る
事
に
よ
る
姿
勢
改
善
や
怪
我
の
予
防
に
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
自
分
自
身
の
ど
の
部
分
が
弱
点
な
の
か
、
ど

の
よ
う
に
強
化
し
て
い
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
段
階
的
に
運

動
強
度
を
上
げ
て
い
く
事
で
、
楽
し
み
な
が
ら
、
前
進
を
感

じ
な
が
ら
、
痛
み
を
生
じ
ず
に
運
動
継
続
が
可
能
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

七
． 壮
年
期
は
知
的
作
業
能
力
が
高
ま
る
時
期

　

身
体
能
力
に
つ
い
て
は
青
年
期
と
比
べ
て
低
下
し
て
い
く

壮
年
期
で
す
が
、
知
的
作
業
能
力
は
壮
年
期
に
増
加
し
、
中

年
期
～
高
齢
期
に
わ
た
っ
て
そ
の
能
力
は
長
く
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
は
経
験
や
知
識
が
蓄
積
さ
れ
る
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
分
析
し
て
戦
略
を
立
案
、

実
行
し
て
い
く
能
力
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
や
み
く
も

に
身
体
に
負
荷
を
か
け
て
も
身
体
が
順
応
で
き
る
青
年
期
と

異
な
り
、
戦
略
的
に
身
体
を
変
化
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
の
知
識
を
持
ち
、
情
報
を
収
集
で

き
る
年
代
で
す
。
ま
ず
自
分
自
身
の
運
動
機
能
、
身
体
の
能

力
を
十
分
に
知
り
ま
し
ょ
う
。
次
に
良
い
点
を
伸
ば
し
、
悪

い
点
を
矯
正
す
る
。
あ
る
い
は
身
体
的
に
負
荷
が
大
き
け
れ

ば
、
無
理
な
矯
正
を
行
わ
ず
に
、
シ
ュ
ー
ズ
や
サ
ポ
ー
タ
ー
、

イ
ン
ソ
ー
ル
、
機
能
性
の
下
着
、
タ
イ
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
機
器
を
用
い
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
頭

を
使
っ
て
、
戦
略
的
に
身
体
機
能
を
維
持
、
向
上
し
て
み
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

04壮年
期
の
運
動
機
能
を
知
り
、�

　
　
　
　
　
そ
し
て
高
め
る
戦
略
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図 1　太ももの筋肉量は男性では急激、女性では階段状に低下する
Kasai T, et al. GeriatrGerontolInt(2015) より改変
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図 2　壮年期～中年期に多い身体の痛み
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首・ 肩 周 り の ウ ォ ー ミ ン グ 
ア ッ プ

首、肩周りのウォーミングアップ
肩甲骨の正しい位置を確認

① 椅子の前半分 
くらいに座る。

② 足の幅は腰幅。 
足の裏をしっかり 
床につける。

・ 胸式呼吸です。鼻から吸って口から吐く。

・ 息を吸う時は肋骨の横側、後ろ側へ息を送り込む
イメージで。 
吐く時は口から細く長く吐く。 

「3D の呼吸」（肋骨にタオルを巻き確認する）

・ 深い呼吸を意識する。

・ 呼吸をする度に基本姿勢が崩れないこと。

・ 息を吐く際、腹圧が高まっていくように、コルセッ
トがはまっていくようなイメージを持ちます。

1 首のストレッチ

2  肩周りのストレッチ

③ 骨盤を立てる。骨盤の左右の出っ張った骨に
手首をあて三角形を作る。親指はおへそに、
人差し指中指が恥骨方向におく。

④ この三角形が床に対してちょうど垂直になる
ようにしてください。 
その骨盤の真上に肋骨、さらに頭が乗ったポ
ジションをつくる。

息を吸って準備。 
息を吐きながら 
頭を右へ傾け、 
首から肩にかけて
伸びるのを感じる。

吸いながら頭を
基本姿勢に戻す。

息を吸いながら両肩が耳へと 
真上に近づける。

次に、吸いながら両肩を耳から引き離すよう、下げる。

ピ ラ テ ィ ス の 基 本

背 骨 の 動 き 背骨の柔軟性を向上させる
背骨を一つ一つ動かすために必要となる筋力の強化

吐きながら基本姿勢に戻す。

1 マーメイド

タオルを両手で持ち、肘を伸ばしたまま 
バンザイをする。

息を吐きながら、両手でタオルを
引っ張り合いながら、ゆっくりと
身体を右に倒す。
前 方 斜 め 上 の 方 向 に 向 か っ て 
うんと伸びていくイメージを持つ。
背骨がしなるように。

常に基本姿勢
をキープした

まま行う。

point

3  アーム・サークルズ

サイドから腕を
あげて前から降ろす。

息を吸いながら両腕が前ならえ 
から耳の横にバンザイするように 
あげる。

吐きながら両腕を
横から腰の方向へ
と回す。

吐きながら両腕を
胸の前を通って 
お尻の横まで戻す。

左も同様に。

　ピラティスは第一次世界大戦時、傷ついた兵士のリハビリを目的としてド
イツ人のジョセフＨピラティス氏により開発された身体調整法です。
　現在では怪我のリハビリからプロアスリートまで、どんな方にも無理なく
続けられるエクササイズとして世界中で愛されています。
　姿勢改善により、身体パフォーマンスの向上や怪我の予防に大きな効果が
期待できます。本来ピラティスは、マットや専用マシンの上で行うエクササ
イズですが、今回の講演ではピラティスのメソッドを盛り込んだご自宅でも
簡単にできるエクササイズをいくつかご紹介します。
　ぜひ一度、体験してみてください。

 ピラティス ボディワークスタジオ ヴォール　主宰　石
いし

原
はら

　美
み

香
か

04
実　演

吐きながらまた基本姿勢に戻す。

ピラティス� �
メソッド2 スパイン・ツイスト

吐きながら右へ
上半身をねじる。
同時に右肘を後
方へ引く。
反対の左は正面
に残したまま。

息を吸って背中に息
を送り込むイメージ

（ピラティスの呼吸）。

吐きながら上半身、 
両腕をもとの位置に
戻す。

両手を身体の前に伸ばし、
肩をリラックスする。
息を吸いながら、背筋を 
伸ばす意識を高める。

反対側も同様に。

基本姿勢を 
キープしたまま 

エクササイズを行う
坐骨をしっかりと 
立てておくように 

する。

point

天井方向に伸び
る意識を高めな
がら上半身を 

ねじる。

point
Side

Side

腕は前ならえから 
上へ向かうこと！

point

ピ ラ テ ィ ス の 呼 吸 エクササイズに集中するための呼吸

理 想 的 な 姿 勢 エクササイズを行う上で重要となる 
基本姿勢の確認（座位）

すべてのエクササイズで
実施する。

point

常に基本姿勢
をキープした

まま行う。

point

横から見たときも、 
前から見たときも 
真っすぐ上に乗る 

ようにして 
ください。

point

これで基本姿勢のでき上がりです。

吸いながらバン
ザイに戻り、
吐きながら左側
も同様に行う。

上の動きを逆順に 
していく。 

ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
5
　
京
都
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05吉
川 

会
場
の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
質
問
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
時
間
の
関
係
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
か
ら
二

つ
く
ら
い
に
絞
っ
て
お
答
え
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
で

は
江
川
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

江
川 

私
の
話
の
中
で
、
ホ
ル
モ
ン
補
填
療
法
（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）

が
の
ぼ
せ
、
ほ
て
り
、
そ
し
て
骨
粗
鬆
症
に
も
効
き
ま
す

よ
と
申
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

「
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
、
暑

い
け
れ
ど
寒
い
、
い
わ
ゆ
る

冷
え
の
ぼ
せ
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

ご
質
問
で
す
。
冷
え
だ
け
だ

と
Ｈ
Ｒ
Ｔ
の
有
効
性
は
限
定

的
で
す
が
、
の
ぼ
せ
て
冷
え

る
場
合
は
十
分
Ｈ
Ｒ
Ｔ
の
適

応
に
な
り
ま
す
。
Ｈ
Ｒ
Ｔ
は

閉
経
後
か
ら
始
め
る
の
が
一

般
的
で
す
。
そ
し
て
も
う
一

つ
こ
の
問
題
に
関
連
し
て

「
ピ
ル
を
使
っ
て
い
る
場
合

は
こ
の
Ｈ
Ｒ
Ｔ
と
ど
う
使
い

分
け
れ
ば
い
い
か
」
と
い
う

ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
ピ

ル
は
排
卵
を
抑
制
し
て
卵
巣
を
お
休
み
さ
せ
、
生
理
の
ト
ラ

ブ
ル
を
改
善
す
る
も
の
で
す
。
生
理
に
ト
ラ
ブ
ル
の
あ
る
年

代
の
若
い
女
性
が
使
う
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
更
年
期
障

害
の
治
療
で
使
う
の
は
本
来
の
使
い
方
で
は
な
い
の
で
す
。

次
は
「
骨
粗
鬆
症
の
対
策
で
、
何
に
気
を
つ
け
れ
ば
い
い
で

す
か
」
と
い
う
ご
質
問
で
す
。
ま
ず
、
食
事
、
運
動
な
ど
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
が
大
切
で
す
。
そ
れ
か
ら
生
活
習
慣
病

を
治
療
し
て
お
く
こ
と
も
骨
粗
鬆
症
対
策
に
は
非
常
に
大
切

で
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
そ
し
て
慢
性
腎
不
全
、
こ
れ

ら
の
管
理
が
不
十
分
だ
と
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
カ
ル

シ
ウ
ム
だ
け
で
な
く
た
ん
ぱ
く
質
も
含
め
て
バ
ラ
ン
ス
の
い

い
食
事
を
取
っ
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
適
度
な
運
動
を
す

る
の
が
一
番
い
い
の
で
す
。
高
齢
で
は
骨
密
度
の
数
値
に
こ

だ
わ
り
す
ぎ
ず
、
骨
折
を
招
く
よ
う
な
転
倒
を
し
な
い
よ
う

に
工
夫
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

吉
川 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
谷
川
先
生
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

谷
川 

気
鬱
と
い
う
病
態
に
シ
ソ
が
い
い
と
い
う
話
を
し
ま

し
た
。「
自
宅
で
栽
培
し
て
い
る
青
ジ
ソ
は
ど
う
か
」
と
い

う
ご
質
問
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
漢
方
の
胃
腸
薬
と
し
て
使
っ

て
い
る
も
の
は
あ
く
ま
で
も
薬
用
の
も
の
で
、
あ
る
成
分
が

ち
ゃ
ん
と
維
持
で
き
て
い
る
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
そ
の
辺
か
ら
取
っ
て
き
た
葉
っ
ぱ
を
使
っ
て
い
い
か

と
い
わ
れ
る
と
（
笑
）、
そ
れ
は
あ
ま
り
効
果
が
期
待
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、「
が
ん
に
作
用

す
る
漢
方
薬
は
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
ご
質
問
で
す
。
こ
れ

は
、
現
在
漢
方
を
や
っ
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
最
大
の
課
題

で
す
。
漢
方
薬
は
、
中
国
で
二
〇
〇
〇
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
使

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
代
そ
の
時
代
で
診
て
い
る
患
者

が
違
う
ん
で
す
ね
。
か
つ
て
は
チ
フ
ス
な
ど
の
急
性
感
染
症

を
診
る
の
が
漢
方
薬
で
、
た
と
え
ば
葛
根
湯
も
そ
う
で
す
。

今
は
多
く
の
日
本
人
が
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
ま
す
か
ら
、
漢

方
薬
も
が
ん
に
対
し
て
貢
献
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。
漢
方
薬
だ
け
で
が
ん
が
治
る
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
補
助
療
法
と
し
て
使
う
こ
と
は
多
い
で

す
。
例
え
ば
抗
が
ん
剤
の
効
き
が
強
す
ぎ
る
と
か
、
下
痢
が

止
ま
ら
な
い
と
か
、
抗
が
ん
治
療
に
対
す
る
補
助
療
法
や
手

術
後
の
体
力
増
強
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

吉
川 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
三
宅
先

生
、
お
願
い
し
ま
す
。

三
宅 

音
楽
療
法
に
つ
い
て
、「
う
つ
の
場
合
は
こ
ん
な
音

楽
が
い
い
と
か
、
症
状
に
よ
っ
て
何
が
い
い
と
認
め
ら
れ
て

い
る
、
そ
う
い
う
楽
曲
は
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
ご
質
問
で

す
。
今
日
は
、
更
年
期
に
効
き
ま
す
よ
と
い
う
Ｃ
Ｄ
を
流
し

ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本

的
に
は
そ
の
方
が
心
地
が
い
い
と
感
じ
る
音
楽
が
ベ
ー
ス
に

な
り
、
そ
う
い
う
心
理
的
な
も
の
と
合
致
し
た
も
の
が
効
果

的
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
自
身
に
合
っ
た
音
楽
、

好
き
な
音
楽
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
、
次
に
、「
デ
ー
タ

は
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
ご
質
問
で
す
。
こ
の
音
楽
を
聞
く

と
と
て
も
気
分
が
爽
快
に
な
り
ま
す
と
か
、
そ
う
い
う
デ
ー

タ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
音
楽
療
法
の
学
会
誌
に
も
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
川 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
運
動
科
学
、

あ
る
い
は
ピ
ラ
テ
ィ
ス
に
つ
い
て
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
直

接
、
質
問
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
者　

「
腱
と
か
靭
帯
を
鍛
え
る
方
法
は
何
か
あ
り
ま
す
か
」

青
山 

や
は
り
刺
激
す
る
と
い
う
の
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
で
伸
ば
す
と
か
、
筋
肉
に
負
荷
を
か

け
る
と
靭
帯
あ
る
い
は
腱
と
い
う
の
は
引
っ
張
ら
れ
ま
す
の

で
、
そ
う
い
っ
た
刺
激
を
加
え
る
こ
と
で
、
先
ほ
ど
お
見
せ

し
た
よ
う
な
す
か
す
か
な
腱
で
は
な
く
て
、
ち
ょ
っ
と
太
い

腱
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

参
加
者 

「
筋
と
か
筋
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
の
に
は
、
教
え

て
い
た
だ
い
た
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
使
う
と
効
果
的
な
の
か
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

青
山 

今
回
は
ス
ト
レ
ッ
チ
を
い
く
つ
か
や
っ
て
み
ま
し

た
。
あ
ま
り
急
激
な
力
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
加
え
ま
す
と
傷
ん

で
し
ま
う
原
因
に
な
り
ま
す
。
や
は
り
軸
を
固
め
た
状
態
で

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
こ
と
で
、
無
理
な
く
筋
肉
、
筋
力
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

参
加
者 

「
神
経
痛
な
ん
で
す
が
、
痛
い
と
き
に
今
日
や
っ

た
よ
う
な
こ
と
や
っ
て
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
」

石
原 

ま
ず
神
経
痛
の
原
因
が
何
か
と
い
う
こ
と
に
よ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
恐
ら
く
腰
椎
の
、
神
経
の
出
る
出
口
が
狭

く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
神
経
の
出
口
が

広
が
る
よ
う
な
、
伸
び
を
す
る
よ
う
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
し

て
い
た
だ
く
と
、
神
経
の
出
る
出
口
が
広
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
中
で
も
全
部
で
は
な
く
て
、
い

く
つ
か
選
ん
で
や
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
効
果
的
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

吉
川 

次
の
質
問
で
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
お
願
い

し
ま
す
。

参
加
者 

谷
川
先
生
、
先
ほ
ど
シ
ソ
の
お
話
を
な
さ
い
ま
し

た
の
で
、
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
コ
メ
ン
ト
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
わ
が
京
都
の
大
原
の
シ
ソ
っ
て
い
う
の
は
、
こ

れ
は
精
油
成
分
が
〇
・
三
％
以
上
あ
り
ま
し
て
、
薬
価
で
使

う
シ
ソ
よ
り
も
ず
っ
と
優
秀
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、ぜ
ひ
、

先
生
は
京
都
に
お
越
し
な
ん
で
す
か
ら
、
大
原
の
シ
ソ
を
購

入
し
て
い
た
だ
き
た
い
（
笑
）。

吉
川 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
の
講
師
の
先
生

方
と
は
、
六
月
に
一
度
集
ま
っ
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ど
う
構

成
す
る
か
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
今
、
日
本
社
会

は
少
子
高
齢
化
と
い
う
こ
と
で
、
関
心
は
子
ど
も
の
こ
と
と

お
年
寄
り
の
こ
と
に
二
極
化
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
子

ど
も
や
お
年
寄
り
を
支
え
て
い
る
中
間
の
世
代
、
四
〇
代
、

五
〇
代
の
方
た
ち
が
、
ま
ず
元
気
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

社
会
で
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
も
お
年
寄
り
も
元
気
に
暮
ら
せ

る
社
会
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
四
〇
代
以
上
の
方
々
が
健
康
に
暮
ら
す
た
め
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
内
容
に
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
最
後
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
か
ら
会
場
の
皆
さ
ん
に
一
言
ず
つ
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

江
川 

先
ほ
ど
講
演
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
女
性
は
生

き
て
ゆ
く
中
で
役
割
も
ど
ん
ど
ん
変
化
し
ま
す
し
、
い
く
つ

も
の
役
割
を
同
時
に
担
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
更
年
期

は
、
そ
れ
ま
で
無
我
夢
中
で
自
分
の
こ
と
は
二
の
次
に
し
て

駆
け
抜
け
て
き
た
女
性
が
、

ふ
と
立
ち
止
ま
れ
る
瞬
間
と

い
う
か
、
チ
ャ
ン
ス
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
更
年
期
に
な
っ
て

た
だ
さ
み
し
い
な
で
は
な
く

て
、
こ
こ
か
ら
自
分
を
本
当

に
大
事
に
す
る
こ
と
を
当

た
り
前
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
大
事
に
し
た
自

分
の
力
を
周
り
の
人
に
分
け

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

谷
川 

僕
も
江
川
先
生
と
一
緒
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
き

ら
め
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
頑
張
ら
な
く
て
い
い
と
い
う
こ

と
を
お
伝
え
し
た
い
で
す
。
あ
き
ら
め
な
い
、
頑
張
ら
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
を
何
か
医
療
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い
か
な
と

思
っ
て
日
々
診
療
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
頑
張
り
過
ぎ
の
方

た
ち
に
は
、
頑
張
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

会
場 

（
笑
）（
拍
手
）。

三
宅 

頑
張
ら
な
い
で
頑
張
る
っ
て
本
当
に
難
し
い
で
す
ね

（
笑
）。
私
は
音
楽
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
ま
し
て
、
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
な
る
音
楽
、
好
き
な
音
楽
を
い
つ
も
心
に
持
っ
て

い
る
こ
と
が
、
生
き
る
元
気
を
く
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
た
い
と
き
に
聞
き
た
い
も
の
を
聞
く
、
そ
れ
が
一
番
私

た
ち
の
心
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
未
来
に

少
し
明
る
い
兆
し
を
く
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
山 

内
科
の
先
生
に
怒
ら
れ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す

け
ど
（
笑
）、
最
近
ち
ょ
っ
と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
で
食
べ
る
な
、
食
べ
る
な
と
う
る
さ
い
と
思
い
ま
す
。
僕

は
メ
タ
ボ
で
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
が
っ
つ
り
食
べ
て

が
っ
つ
り
動
く
、
こ
れ
で
お
願
い
し
ま
す
。

会
場 

（
笑
）、（
拍
手
）。

石
原 

私
は
普
段
、
運
動
を
仕
事
に
し
て
い
る
ん
で
す
が
、

運
動
を
趣
味
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
を
息
抜
き
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
皆
さ

ん
ふ
だ
ん
周
り
に
気
遣
わ
れ
る
こ
と
ば
か
り
だ
と
思
う
の

で
、
運
動
の
時
間
を
自
分
の
身
体
へ
の
気
づ
き
の
時
間
と
し

て
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
む
時
間
と
自

分
の
身
体
を
知
る
時
間
、
運
動
を
通
し
て
ぜ
ひ
そ
う
い
う
ひ

と
と
き
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、

最
後
に
も
う
一
度
先
生
方
に
拍
手
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
場 

（
拍
手
）

総
　
合
　
討
　
論

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

吉
川 

左
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー 

教
授 

セ
ン
タ
ー
長

ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
5
　
京
都
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─
─
穏
や
か
な
秋
の
一
日
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
な
場
所
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
で
き
る
こ
と
を
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
っ
そ
く

で
す
が
、
先
生
が
生
き
て
こ
ら
れ
た
時
代
や
社
会
を
振
り
返
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

平
木 

私
は
満
州
で
生
ま
れ
、
小
学
校
二
年
生
の
時
に
父
の
赴
任
地

満
州
で
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
終
戦
の
次
の
年
に
引
き
揚
げ
た
の
で

す
が
、
父
親
と
母
親
が
自
分
た
ち
の
人
生
の
半
分
を
捨
て
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
が

ら
、「
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。」
日
本
を
憎
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な

い
国
で
、
家
族
し
か
頼
れ
な
い
心
細
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
父
の
郷
里

の
九
州
に
帰
り
ま
し
た
。
戦
後
の
日
本
は
持
て
る
も
の
を
す
べ
て
戦

争
に
使
い
果
た
し
て
い
て
と
て
も
貧
し
く
、
お
そ
ら
く
誰
も
が
先
の

見
通
し
が
立
た
な
い
、
見
当
も
つ
か
な
い
状
態
に
い
た
と
思
い
ま
す
。

「
耐
え
難
き
を
耐
え
、
忍
び
難
き
を
忍
び
…
」
と
い
う
天
皇
の
お
こ

と
ば
は
、
全
国
民
の
予
感
だ
っ
た
と
、
幼
い
な
が
ら
に
覚
え
て
い
ま

す
。
た
だ
、
一
方
で
、
戦
争
の
大
変
さ
か
ら
解
放
さ
れ
た
安
堵
と
何

か
を
始
め
ら
れ
る
可
能
性
へ
の
明
る
さ
も
あ
っ
て
、
一
言
で
言
う
と
、

希
望
を
持
っ
て
み
ん
な
生
き
て
い
た
と
思
う
の
で
す
。
貧
乏
だ
け
ど
、

こ
こ
か
ら
出
発
で
き
る
、
み
た
い
な
。

　

そ
の
時
代
か
ら
、
も
う
七
十
年
ぐ
ら
い
経
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
間

に
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
生
き
方
を
大
き
く
変
え
た
出
来
事
は
、
一
九
六
一
年
に
ア

メ
リ
カ
に
留
学
し
た
こ
と
で
す
。
英
語
の
先
生
に
な
ろ
う
と
英
文
科

に
入
り
ま
し
た
が
、
大
学
時
代
に
関
心
を
持
っ
た
心
理
学
、
特
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
勉
強
し
よ
う
と
思
い
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
ア

メ
リ
カ
の
大
学
院
に
入
り
ま
し
た
。
め
っ
た
に
女
性
が
方
向
転
換
な

ど
し
な
い
よ
う
な
時
代
に
、
方
向
転
換
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
、

や
は
り
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
希
望
が
持
て
た
時
代
だ
っ
た
と
思
う

ん
で
す
ね
。
た
だ
、
そ
の
時
代
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
全
く
誰
も

知
ら
な
い
世
界
で
し
た
か
ら
、
興
味
津
々
な
と
こ
ろ
と
、
だ
れ
に
も

頼
り
よ
う
も
な
い
と
こ
ろ
で
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。
そ
れ
を
支
え

続
け
て
く
れ
た
の
は
多
く
の
人
が
知
ら
な
い
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い

う
支
援
に
寄
せ
る
希
望
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
は
日
本

が
歩
ん
だ
苦
労
と
重
な
っ
て
い
た
と
も
思
い
ま
す
。

　

貧
し
さ
か
ら
高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
二
十
一
世
紀

に
入
り
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
の
こ
の
混
乱
ま
で
を
ふ
り
返
る
と
、

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
全
部
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
な
ー
と
感

じ
て
い
ま
す
ね
（
笑
）。
一
言
で
い
う
と
、
社
会
も
世
界
も
変
わ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
希
望
が
あ
る
時
代
か
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
っ

た
と
思
い
ま
す
。

─ 

─
で
は
、
現
代
社
会
っ
て
い
う
か
、
あ
る
い
は
現
代
人
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
す
か
？

平
木 

抽
象
的
な
言
い
方
で
す
け
ど
、
現
代
人
は
不
確
実
で
、
不
安

が
高
い
時
代
を
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
地
球
規
模
で
先
が
見
え

な
い
、
不
確
実
時
代
を
生
き
る
に
は
、
新
し
い
知
恵
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
専
門
知
で
は
な
く
て
、
学
際
知
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
日
常
と
か
、
夫
婦
、
家
族
療
法
に
来
ら

れ
る
人
た
ち
の
日
常
は
、
社
会
構
成
主
義
の
考
え
方
を
主
導
し
て
き

た
ガ
ー
ゲ
ン
※
①

 　

が
言
う 

「
断
片
化
さ
れ
、
飽
和
し
た
自
己
」
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。「
断
片
化
し
、
飽
和
し
た
自
己
」
と
は
、

現
代
社
会
の
人
々
の
生
き
方
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
久
し
ぶ
り
に
今
日
は
ゆ
っ
く
り
で
き
る
休
日
に
な
り
そ

う
だ
と
、
の
ん
び
り
朝
食
を
と
り
、「
そ
う
だ
、
裏
の
倉
庫
の
ド
ア

が
う
ま
く
閉
ま
ら
な
い
か
ら
修
理
で
も
す
る
か
」
と
思
う
。
そ
の
道

具
を
買
い
に
行
こ
う
と
思
う
。
道
具
屋
さ
ん
に
行
く
な
ら
、
そ
の
少

し
先
に
本
屋
が
あ
る
の
で
、
あ
の
本
も
買
っ
て
こ
よ
う
と
思
う
。
そ

こ
ま
で
行
く
な
ら
、
つ
い
で
に
文
房
具
や
子
ど
も
か
ら
頼
ま
れ
て
い

た
ボ
ー
ル
ペ
ン
も
買
っ
て
き
て
や
ろ
う
か
、
と
な
っ
て
い
く
。
実
は
、

こ
れ
は
働
い
て
い
る
自
分
の
毎
日
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
行
動

は
断
片
化
さ
れ
て
、
一
貫
し
た
自
分
を
生
き
て
い
る
実
感
が
な
い
。

あ
れ
や
こ
れ
や
を
あ
く
せ
く
と
や
っ
て
、
そ
れ
で
飽
和
し
て
し
ま
う

一
日
が
過
ぎ
て
い
く
、
と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
が
現
代
人
の
生
き
方

で
は
な
い
か
、
と
。

　
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
現
代
人
は
、
一
貫
し
た
自
分
、

自
分
が
大
切
に
す
る
こ
と
、
何
か
を
決
め
る
と
き
に
自
分
の
中
に
自

分
の
基
準
が
あ
る
、
と
い
っ
た
生
き
方
を
し
て
い
な
い
と
思
う
の
で

す
。
そ
の
と
き
思
い
つ
い
た
こ
と
を
思
い
つ
い
た
よ
う
に
、
あ
る
い

は
周
り
か
ら
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
次
々
と
や
っ
て
、
毎
日

を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
日
常
性
っ
て
、
い
っ
た
い
何
だ
ろ

う
、
こ
れ
か
ら
の
人
々
の
生
き
方
は
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う

か
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

今
や
、
伝
統
を
守
っ
た
社
会
の
生
き
方
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

伝
統
社
会
で
は
、
そ
の
地
域
で
み
ん
な
が
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
を

守
り
、
そ
れ
を
生
き
る
基
準
に
し
て
、
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
毎
日
は
、
仕
事
に
し
て
も
生
活
に

し
て
も
、
自
分
一
人
で
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
に
行
け
ば
、
何
で
も
買
え
ま
す
か

ら
困
り
ま
せ
ん
し
、
割
り
当
て
ら
れ
た
仕
事
を
す
れ
ば
、
給
料
は
も

ら
え
ま
す
。
半
面
、
誰
も
が
独
り
で
生
き
る
こ
と
に
も
な
り
、
断
片

的
要
求
に
飽
和
状
態
に
な
り
な
が
ら
、
孤
独
に
物
事
を
進
め
て
毎
日

が
終
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
現
代
人
は
生
き
る
こ
と
に
意
味
が
見
い
だ

せ
ず
、
変
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
年
を
取
る
と
、
一
層
、

そ
の
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
二
十
一
世
紀
は
、
も
っ
と
み
ん
な
が
意
味
を

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

〈聴き手〉

畠中　宗一   関西福祉科学大学 教授

〈ひと〉

平木　典子
統合的心理療法研究所 所長

お
互
い
を
大
切
に
す
る 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

次
世
代
に
伝
え
た
い
こ
と

インタビュー　2015 年 11 月 26 日　京都市
龍華 大本山　妙顯寺　にて

希望がある時代から�ない時代へ
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性
と
か
心
身
の
健
や
か
さ
）
か
ら
は
る
か
に
離
れ
た
生
活
を
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
も
規
則
で
決
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
日
本
、
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。

　

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
は
、
今
や
企
業
で
と
っ
て
も
重
要
な
視
点
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
現
代
の
中
間
管
理
職
で

あ
る
課
長
さ
ん
は
、
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
い

ま
す
。
若
い
人
が
残
業
を
頼
ま
れ
る
と
「
無
理
で
す
！
」
な
ど

と
、
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
に
断
る
こ
と
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す

る
と
、
課
長
さ
ん
は
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
で
き
ず
、
自
分
た
ち
の
部

下
だ
っ
た
こ
ろ
の
非
主
張
的
な
引
き
受
け
方
を
し
て
く
れ
な
い

状
態
に
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
、
自
分
で
引
き
受
け
て
し
ま
う
。

悲
劇
的
と
い
う
か
、
す
ご
く
心
配
で
す
（
笑
）。
そ
の
状
態
は
、

上
司
も
部
下
も
「
飽
和
し
た
」
状
態
に
い
る
な
ー
と
、
感
じ
ま

す
。
た
だ
、
人
が
違
う
こ
と
、
違
っ
て
い
て
も
い
い
の
だ
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
違
い
を
表
現
し
て
、
互
い
に
わ
か
り

合
い
、
共
働
す
る
方
向
を
も
た
ら
す
の
が
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
だ
と

思
う
の
で
、
違
い
を
表
現
し
な
が
ら
、
一
緒
に
ど
う
や
っ
て
生

き
て
い
く
の
か
、
考
え
ま
せ
ん
か
、
と
問
い
か
け
て
い
る
つ
も

り
で
、悲
観
し
な
い
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

─
─
フ
ラ
ン
ク
ル
※
③

　

 

は
、
一
人
一
人
が
完
全
体
で
は
な
い
不
完
全

体
で
あ
り
、
不
完
全
体
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
れ
ぞ
れ
が
素
晴
ら
し

い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
を
ず
っ
と
詰
め
て
い
く
と
愛
お
し
い

感
情
が
出
て
く
る
し
、
そ
う
い
う
独
自
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
ま
さ
に
関
係
の
中
で
お
互
い
が
相
互
に
認
識
で
き
る
こ
と

が
、
人
間
社
会
の
課
題
と
し
て
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

平
木 

本
当
そ
う
で
す
ね
。
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
人
が
、

七
十
年
代
に
は
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
ね
。
一
人
一
人
が
違
っ
て

い
て
、不
十
分
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、そ
れ
が
む
し
ろ
ユ
ニ
ー

ク
さ
に
な
っ
て
い
る
。
何
か
飛
び
抜
け
て
立
派
じ
ゃ
な
く
て
も

い
い
。
何
だ
ろ
う
な
、
そ
う
そ
う
、
そ
の
人
が
ユ
ニ
ー
ク
に
生

き
ら
れ
る
た
め
に
は
そ
の
人
を
潰
さ
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
今
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
一
斉
に
あ
る
方
向
を
向
く
と
き
に
邪

魔
に
な
る
と
思
う
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
私
は
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
※
④
　

 
（
叙
述
す
る
こ
と
）
セ
ラ
ピ
ー
に

関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
考
え
方
で
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
相
談
に
は
、
自
分
の
人
生
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
き
た
が
、

う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
話
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
多

く
の
場
合
、
う
ま
く
い
か
な
い
人
生
の
物
語
り
の
中
に
は
、
他

人
の
人
生
を
生
き
て
い
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。「
あ
あ
し
な

く
ち
ゃ
」、「
こ
う
し
な
く
ち
ゃ
」
と
親
や
教
師
、
上
司
な
ど
に

言
わ
れ
て
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
で
自
分
が
認
め
ら
れ
て
い
く
、

そ
う
い
う
命
の
つ
な
ぎ
方
を
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
は
う

ま
く
い
か
な
い
わ
け
で
す
。
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
セ
ラ
ピ
ー
の
中
核

と
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
そ
の
人
が
ど
う
生
き
た
か
っ
た
の
か

を
辿
っ
て
、
つ
ぶ
さ
れ
た
物
語
り
を
探
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
生
き
て
い
る
苦
し
い
、
押
し
付
け
ら
れ
た
物
語
り
と
は
違
う

人
生
の
核
の
よ
う
な
も
の
を
探
す
の
で
す
。
そ
の
新
た
な
選
択

問
う
た
り
、
家
族
療
法
の
世
界
で
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と

い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
宗
教
と
か
そ
う
い
う
も
の

で
は
な
く
て
、
そ
の
人
の
中
核
に
あ
る
信
念
と
か
、
意
味
が
あ

る
も
の
と
か
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
感
）
と
い
う
か
、
そ
ん
な

も
の
を
一
人
一
人
が
心
の
中
に
持
っ
て
い
な
い
と
、
大
変
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
意
味
、
み
ん
な
が
左
脳
だ
け
使
っ

て
生
活
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
計
画
を
立
て
た
り
計
算
し
た
り

時
間
や
方
法
を
気
に
し
た
り
し
て
、
知
的
作
業
に
ほ
と
ん
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
る
。
情
緒
性
を
つ
か
さ
ど
る
右
脳
が

ほ
と
ん
ど
働
い
て
い
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
別
の

言
い
方
を
す
れ
ば
、
人
間
が
自
分
全
体
と
し
て
生
き
て
い
な
い

と
い
う
か
、
私
に
と
っ
て
現
代
は
、
自
分
を
生
き
る
こ
と
が
で

き
な
い
時
代
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

─
─
か
つ
て
は
体
験
時
間
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
生
き
る
余
裕

が
あ
っ
た
の
に
、
今
の
社
会
シ
ス
テ
ム
で
は
、
時
計
時
間
に
縛
ら

れ
て
い
る
。
忙
し
い
中
で
ふ
っ
と
空
き
時
間
が
で
き
て
、
両
親
の

い
ろ
ん
な
思
い
出
が
出
て
き
た
り
、
そ
う
い
う
時
っ
て
ほ
ん
の
一

瞬
で
す
ね
。
そ
れ
以
外
は
本
当
に
時
計
時
間
に
絡
め
取
ら
れ
て
い

て
、
あ
る
意
味
で
ハ
イ
テ
ク
社
会
の
ロ
ボ
ッ
ト
み
た
い
な
生
活
を

し
て
い
る
。
人
間
が
ト
ー
タ
ル
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
た
、
そ
う
い
う
社
会
シ
ス
テ
ム
を
わ
れ
わ
れ
は
創
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

平
木 

二
十
世
紀
が
そ
う
い
う
社
会
を
作
る
プ
ロ
セ
ス
だ
っ
た

ん
で
す
よ
ね
。

─
─
先
生
は
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
お
持
ち
で
す

が
、
こ
の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
通
し
て
一
番
伝

え
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

平
木 

自
分
も
相
手
も
大
切
に
し
て
、
関
係
を
き
ち
ん
と
つ
く

り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
自
分
の
こ
と
を
お
ろ

そ
か
に
し
て
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
な
い
と
か
、
あ
る

い
は
相
手
を
自
分
の
思
い
通
り
に
動
か
す
た
め
に
相
手
の
尊
厳

と
か
人
間
性
を
無
視
し
て
し
ま
う
社
会
を
な
ん
と
か
し
た
い
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
よ

ほ
ど
意
識
し
な
い
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
流
れ
の
中
に
、

自
他
尊
重
が
あ
る
か
、
出
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
自
分
の
こ
と
を

大
切
に
し
な
い
表
現
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自
分
を
卑
下
す

る
か
、
表
現
を
し
な
い
方
向
で
す
。
そ
れ
か
ら
相
手
の
こ
と
を

大
切
に
し
な
い
表
現
は
、
相
手
を
大
切
に
し
て
い
な
い
、
自
分

の
思
い
通
り
に
相
手
を
動
か
そ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
て
表
現

さ
れ
ま
す
。
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
い
う
の
は
自
分
も
相
手
も
両

方
大
切
に
す
る
言
い
方
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
は
一
九
七
五
年
に
出
会
っ
た
ア
イ
デ
ア
で
、
す

ご
い
衝
撃
で
し
た
。
明
治
生
ま
れ
の
親
に
育
て
ら
れ
、
女
の
子

は
自
分
を
引
っ
込
め
て
、
相
手
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
当
た
り

前
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
相
手
を
大
切
に
す
れ
ば
あ
な
た
は

大
切
に
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
が
高
い
、
と
い
う
時
代
で
す
か

ら
、
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
わ
が
ま
ま
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
自
分
の
こ
と
を
大
切
に
し
、
同
時
に
相
手
の
こ
と
を
大
切

に
す
る
人
間
関
係
が
あ
る
こ
と
、
こ
の
両
方
が
真
ん
中
で
交
わ

る
よ
う
に
す
る
の
が
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
言
わ
れ
て
、
目
か
ら

う
ろ
こ
で
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
三
つ
の
ス
タ
イ
ル

で
説
明
す
る
方
法
論
と
し
て
は
一
般
の
人
た
ち
に
わ
か
り
や
す

い
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
精
神
を
日
本
人
に
伝
え
る
の
は
大

変
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
と
い
う
理
念

を
支
え
る
こ
と
に
は
な
り
ま
す
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
来
談
す
る
人
を
大
切
に
す
る
支
援
で
す
。
ア

サ
ー
シ
ョ
ン
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
が
あ
る
人
々

に
伝
え
る
と
、
来
談
し
な
い
人
で
も
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
、

自
分
の
問
題
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
思
う
こ
と
に
貢
献
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
〇
年
ほ
ど
経
っ

て
、
二
十
一
世
紀
の
生
き
方
を
背
景
に
す
る
と
、
一
人
一
人
の

「
違
い
」
を
「
間
違
い
」
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
ど
ち
ら
が

正
し
い
か
に
関
心
が
向
く
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
み
ん
な
が

自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
表
現
で
き
て
、
相
手
の
言
い
た
い
こ

と
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
て
、
相
互
理
解
と
問
題
解
決
の
術

に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

─
─
や
っ
ぱ
り
何
か
、
理
念
的
な
思
い
み
た
い
な
も
の
と
、
現
実

で
は
Ｄ
Ｖ
を
含
め
て
の
家
族
問
題
な
ど
、
結
局
か
な
り
隔
た
り
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。

平
木 

そ
う
で
す
ね
。
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
は
、
す
ご
く
感
情
表
現

を
大
切
に
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
右
脳
を
活
性
化
さ
せ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
取
り
込
ん
だ
方
が
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
、
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
校
や

企
業
、
援
助
職
の
人
々
に
実
施
し
て
い
て
、
実
は
、
子
ど
も
た

ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
す
ご
く
下
手
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
ス
マ
ホ
だ
よ
り
に
な
っ
て
い
て
、
面
と
向
か
っ
て
直
接

す
る
こ
と
が
減
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
非
言
語
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
場
面
が
失
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
こ
で

は
、
感
情
表
現
が
不
十
分
で
、
表
現
力
も
理
解
力
も
つ
い
て
こ

な
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
親
は
「
今
日
楽
し
か
っ
た
？
」
と
声
を
か
け
る

よ
り
は
「
宿
題
な
い
の
？
」
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
課
題

中
心
の
会
話
を
し
て
い
る
親
子
関
係
、「
断
片
化
し
飽
和
し
た
」

関
係
な
ん
で
す
ね
。
課
題
達
成
的
な
関
係
に
陥
っ
て
い
る
。

　

仕
事
の
場
も
す
ご
く
歪
ん
で
い
て
、
あ
る
会
社
で
座
談
会
を

や
っ
て
い
た
時
の
事
で
す
。
五
時
ち
ょ
っ
と
前
に
な
る
と
、「
今

日
は
定
時
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
で
す
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
流
れ
る
ん
で
す
よ
。
五
時
に
な
る
と
「
特
別
な
お
仕

事
が
な
い
人
は
ち
ゃ
ん
と
帰
り
ま
し
ょ
う
」
と
促
さ
れ
る
。

「
え
っ
？
こ
れ
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
？
」
と
思
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
そ
の
日
は
、
残
業
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。「
残
業
し
な
い
」
こ
と
を
会
社
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、

自
分
た
ち
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
う
い
う
社
会
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

社
会
全
体
が
課
題
解
決
に
殆
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い

て
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
と
か
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
※
②
　

 

（
良
好
な
関
係

違いを受け入れる

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
次
世
代
に
伝
え
た
い
こ
と
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思
い
も
含
め
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
と
す
れ
ば
、「
自
分
ら
し

さ
を
生
き
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
自
分
を
創

る
の
は
最
終
的
に
は
自
分
で
し
か
な
い
の
で
、
社
会
に
は
適
応

し
て
生
き
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
社
会
の
動
向
や
価
値
に

合
っ
て
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
落
伍
を
意
味
し
な
い
。

自
分
が
大
切
だ
と
思
っ
て
る
こ
と
は
ず
っ
と
こ
だ
わ
っ
て
、
自

分
に
対
す
る
そ
の
意
味
を
問
い
続
け
、
そ
れ
を
大
切
に
す
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
を
自
分
の
人
生

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
時
、
そ
れ
は
成
功
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
、
一
般
に
言
わ
れ
る
「
す
ば
ら
し
い
成
功
」
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
有
名
な
外
科
医
は
、「
自
分
の
成
功
の

基
は
自
分
が
臆
病
だ
っ
た
か
ら
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
だ

わ
っ
て
る
こ
と
を
捨
て
な
い
で
欲
し
い
で
す
ね
。
私
は
、
変
化

の
時
、
例
え
ば
留
学
を
決
め
た
時
に
そ
の
決
定
の
下
と
な
る
の

は
、
そ
こ
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
は
勘
み

た
い
な
も
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
言
葉
に
す
る
と

「
公
平
」
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
だ
わ
り
を
自
分
を
活
か
す
た
め
に
、
そ
し
て
社
会
の
た
め
に

捨
て
な
い
こ
と
、
そ
れ
が
あ
な
た
を
生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
ん
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

─
─
体
験
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
、
人
生

の
節
目
節
目
で
い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
っ
て
、
背
中
を
押
し
て
も

ら
っ
て
と
い
う
の
が
と
て
も
大
き
い
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。

平
木 

お
付
き
合
い
が
続
い
て
る
人
と
続
い
て
な
い
人
と
の
中

に
は
、
や
っ
ぱ
り
違
い
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
畠
中
さ
ん
と
の

付
き
合
い
で
は
、
畠
中
さ
ん
と
学
生
時
代
に
出
会
っ
て
、
し
ば

ら
く
し
て
家
族
心
理
学
会
に
関
わ
っ
て
再
度
の
出
会
い
が
あ

り
、
う
ま
く
点
を
つ
な
い
だ
感
じ
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
間
、

実
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
健
康
、
家
族
、
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

と
い
っ
た
関
心
で
つ
な
が
っ
て
た
感
じ
は
あ
り
ま
す
ね
。
そ

れ
っ
て
、「
計
画
さ
れ
た
偶
然
性
」
っ
て
い
う
言
葉
が
あ
る
ん

で
す
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
に
当
た
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
ま

た
ま
、
偶
然
に
あ
る
と
き
つ
な
が
っ
た
、
と
思
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
の
で
す
。
出
会
っ
た

と
き
、「
つ
な
が
ろ
う
」
と
選
ぶ
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
機

会
は
通
り
過
ぎ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
人
が
自
分
の
中
に
相
手
と

つ
な
ぐ
も
の
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
目
の
前
に
い
ろ
ん
な
も
の

が
現
れ
た
時
に
、「
こ
れ
！
」
と
い
う
も
の
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る

と
い
う
わ
け
で
す
。
偶
然
と
い
う
こ
と
も
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

自
分
の
中
に
大
切
に
し
て
る
も
の
が
あ
る
と
そ
れ
が
見
え
、
そ

れ
が
つ
な
が
っ
て
い
く
、
そ
れ
を
受
け
取
り
、
選
ぶ
可
能
性
は

自
分
の
中
に
あ
る
の
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
畠
中
さ
ん
と
の
つ

な
が
り
な
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
気
が
す
る
。
同
じ
時
期
に
会
っ
て
る
人
っ
て
何
人

も
い
る
の
に
ね
（
笑
）。

　

そ
う
そ
う
、
印
象
的
な
出
会
い
と
い
う
か
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
立
教
大
学
で
私
は
、社
会
学
部
で
講
義
を
持
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
学
生
相
談
の
現
場
に
い
ま
し
た
。

　

学
生
運
動
が
終
わ
っ
て
半
年
ほ
ど
た
っ
た
あ
る
日
、
勉
強
は

続
け
た
い
け
れ
ど
、
反
旗
を
翻
し
た
大
学
に
戻
っ
て
く
る
の
は

潔
く
な
い
、
と
相
談
に
来
た
四
年
生
の
学
生
が
い
ま
し
た
。
そ

の
学
生
と
は
、
一
年
生
の
と
き
に
学
生
部
主
催
の
キ
ャ
ン
プ
で

出
会
っ
て
い
て
、
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
よ
ほ
ど
困
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
体
制
側
の
相
談
所
に
来
て
い
る
わ
け
で
す
け

ど
（
笑
）、
相
談
所
は
中
立
、
と
思
わ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
本

望
で
す
が
…
。
私
は
、
体
制
側
に
も
い
ろ
ん
な
先
生
が
い
る
の

で
、
一
人
ひ
と
り
の
先
生
の
講
義
を
聴
い
て
見
て
、
検
討
し
た

ら
い
い
。
夏
休
み
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
聴
講
す
る
と
よ
い
と
勧

め
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
戻
っ
て
講
義
を
楽
し
み
、
秋
に
就
職
試

験
を
受
け
て
就
職
も
決
ま
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
二
月
に
な
っ
て
来
談
し
、「
先
生
、
い
ろ
い

ろ
考
え
た
け
れ
ど
、
こ
の
大
学
の
卒
業
証
書
は
も
ら
え
な
い
」

（
笑
）
と
言
う
の
で
す
。
そ
の
と
き
は
、す
ご
く
驚
き
ま
し
た
が
、

今
か
ら
考
え
る
と
そ
の
学
生
「
格
好
い
い
！
」
と
い
う
か
、
す

ご
い
で
す
ね
。
当
時
で
も
、
と
り
あ
え
ず
卒
業
証
書
だ
け
は
く

肢
を
示
唆
す
る
物
語
り
は
、
小
さ
い
時
に
大
好
き
だ
っ
た
こ
と

で
、
周
り
か
ら
そ
れ
は
仕
事
に
な
ら
な
い
と
潰
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
逆
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
言
っ
た
一
言
、「
お
前

は
優
し
い
子
だ
な
」
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
支
え
を
福
祉
の
仕
事
に
つ
な
ご
う
と
し
て
い
る
人
な
ど
に

出
会
い
ま
す
。
忘
れ
て
い
る
物
語
り
も
、
心
に
残
っ
て
い
る
物

語
り
も
、
そ
の
人
ら
し
さ
の
芯
と
い
う
か
、「
灯
」
の
よ
う
な

も
の
な
の
で
す
が
、
つ
ぶ
さ
れ
、
消
さ
れ
か
け
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
が
や
り
た
か
っ
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
一
言
が
灯
と
し
て

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
で
も
と
も
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
物
語
り
を
発

見
し
、
つ
な
ぐ
と
、
そ
の
人
ら
し
さ
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
す
ご
く
大
切

な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

─
─
わ
れ
わ
れ
が
や
っ
ぱ
り
何
か
社
会
的
な
目
標
と
か
そ
う
い
う

も
の
を
追
い
か
け
て
い
て
、
そ
の
人
の
そ
の
人
ら
し
さ
っ
て
い
う

か
、
自
分
ら
し
さ
と
い
う
か
、
そ
の
人
の
中
で
一
定
の
努
力
を
し

て
成
長
し
た
り
っ
て
い
う
側
面
が
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を

き
ち
ん
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
常
に
基
準
は
外
側
に

あ
っ
て
、
そ
れ
は
社
会
が
作
っ
た
基
準
だ
と
。
で
、
そ
の
基
準
に

ク
リ
ア
し
た
か
ク
リ
ア
で
き
な
か
っ
た
か
で
、
そ
こ
で
悩
ん
だ
り

と
か
ね
。

平
木 

そ
う
。
し
か
も
、
そ
の
基
準
に
合
わ
な
い
人
は
社
会
の

中
で
失
敗
者
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
も
し
、
そ
の
人
ら

し
さ
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
、
失
敗
者
じ
ゃ
な
い
の

に
、
そ
れ
が
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
社
会
的
な
目
標
に
沿

う
生
き
方
が
人
々
に
強
い
圧
力
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
成
功
と
は
何
か
が
自
分
ら
し
く
社
会
の
中
で
生
き
て
い

く
こ
と
で
は
な
く
て
、
社
会
的
に
決
め
ら
れ
た
、
あ
え
て
言
え

ば
、
二
十
世
紀
に
作
ら
れ
た
基
準
に
従
っ
て
、
い
か
に
も
主
体

的
に
何
か
が
で
き
る
人
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
が
成
功
だ
と
い
う

社
会
の
モ
デ
ル
が
あ
っ
て
、そ
の
モ
デ
ル
に
沿
わ
な
い
人
は
「
落

ち
こ
ぼ
れ
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
い
く
、
そ
こ
に
い

わ
れ
の
な
い
格
差
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

─
─
だ
か
ら
、
本
来
は
も
っ
と
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会

的
な
価
値
み
た
い
な
も
の
を
作
り
出
し
て
い
く
と
か
い
う
こ
と
も

一
方
で
必
要
だ
と
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
そ
の
七
十
年
代

で
い
え
ば
フ
ロ
ム
※
⑤

　
 

な
ん
か
がto have

（
持
つ
こ
と
）、to be

（
あ
る
こ
と
）
と
か
と
い
う
議
論
で
、
な
か
な
か
現
実
は
い
ま
だ
に

to have

で
す
べ
て
が
動
い
て
い
る
社
会
で
す
ね
。

平
木 

そ
う
。
東
北
の
震
災
の
石
巻
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ

た
人
の
話
を
聞
い
た
ん
で
す
。
大
学
卒
業
直
前
に
震
災
が
起

こ
っ
た
の
で
、
三
月
で
し
た
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
、

そ
し
て
そ
こ
で
港
の
再
建
に
関
わ
っ
て
、
卒
業
式
前
に
な
っ
て

「
じ
ゃ
あ
ね
、
さ
よ
な
ら
」
っ
て
帰
る
気
に
な
ら
な
く
て
、
そ

の
ま
ま
残
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
人
が
い
る
ん
で

す
。
三
年
以
上
そ
こ
に
い
て
、
お
金
が
無
く
な
っ
た
ら
ア
ル
バ

イ
ト
に
出
か
け
て
、
ま
た
そ
こ
に
戻
っ
て
い
る
人
で
す
。
就
職

先
も
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
親
に
も
隠
し
て
石
巻
に
い
た
け
れ

ど
も
、
親
に
ば
れ
て
ひ
ど
く
怒
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

彼
は
生
き
る
こ
と
っ
て
自
分
が
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ

が
人
々
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
生
か
さ
れ
、
何
か
大
切
な
こ
と

が
成
就
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

家
族
や
社
会
に
潰
さ
れ
な
い
人
な
の
で
す
。
彼
は
、「
僕
は
独

身
だ
か
ら
の
ん
き
な
こ
と
言
っ
て
る
っ
て
き
っ
と
思
わ
れ
る
で

し
ょ
う
が
（
笑
）、
今
は
こ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る

ん
で
す
」、
と
言
い
ま
す
。
少
数
派
で
す
け
ど
、
お
そ
ら
く
そ

の
人
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
な
く
な
っ
て
も
、
他
の
見
本
を
ま

ね
る
の
で
は
な
く
自
分
の
人
生
を
創
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
彼

の
生
き
方
を
誰
も
が
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
そ

こ
に
は
人
と
の
関
係
の
と
こ
ろ
に
軸
足
が
あ
っ
て
、
そ
の
関
係

を
大
切
に
し
よ
う
と
思
っ
た
と
こ
ろ
が
そ
こ
に
残
っ
た
こ
と
の

原
点
だ
ろ
う
し
、
右
脳
が
働
い
て
る
人
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た

（
笑
）。

─
─
本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
最
後
の
質
問
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

人
と
か
未
来
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
次
の
世
代
に
届
け
た
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
木 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
き
た
経
験
と
、
自
分
が
少
し

遠
回
り
し
な
が
ら
人
生
を
歩
ん
で
き
た
経
験
か
ら
、
信
じ
た
い

自他尊重の表現を

自分らしく生きる

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
次
世
代
に
伝
え
た
い
こ
と



25 24

　

私
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
分
野
を
渡
り
歩
い
て
き
た
人
間

で
す
。
一
番
元
を
た
ど
れ
ば
、大
学
で
は
法
律
専
攻
で
し
た
。

三
年
に
な
る
と
き
に
、
科
学
史
・
科
学
哲
学
と
い
う
、
皆
様

あ
ま
り
な
じ
み
は
な
い
分
野
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
文

系
と
理
系
の
中
間
の
よ
う
な
分
野
に
移
り
、
大
学
院
の
修
士

課
程
を
出
た
あ
と
、
当
時
の
厚
生
省
で
一
〇
年
ぐ
ら
い
勤
務

い
た
し
ま
し
た
。
主
に
医
療
や
福
祉
関
係
の
仕
事
を
し
て
、

そ
れ
か
ら
一
九
九
六
年
か
ら
千
葉
大
学
で
、
も
う
二
〇
年
に

な
り
ま
す
が
、
教
育
、
研
究
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
に
や
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
日
の
お
話
は
、「
人
口

減
少
社
会
を
希
望
に
」、
そ
し
て
特
に
「
持
続
可
能
な
医
療
」

と
い
う
こ
と
を
中
心
に
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
時
代
の
社
会
構
想

　

─
真
の
「
豊
か
さ
」
に
向
け
て
─

　

図
１
は
、
い
わ
ゆ
る
増
田
レ
ポ
ー
ト
以
来
、
人
口
減
少
社

会
に
関
す
る
議
論
が
多
い
の
で
、
皆
さ
ん
も
見
た
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
平
安
時
代
ぐ
ら
い
か
ら
長
期

の
日
本
の
人
口
の
ト
レ
ン
ド
を
示
し
た
も
の
で
す
。
特
徴
的

な
の
が
、
江
戸
時
代
三
〇
〇
〇
万
人
ぐ
ら
い
で
推
移
し
て
い

た
の
が
、
黒
船
シ
ョ
ッ
ク
と
い
い
ま
す
か
、
黒
船
に
示
さ
れ

る
欧
米
列
強
の
軍
事
力
や
そ
の
背
景
に
あ
る
科
学
技
術
力

に
、
も
う
ガ
ー
ン
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
、
こ
れ
で
は
い
か

ん
、
富
国
強
兵
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
も
う
線
が
直
立
す
る

ぐ
ら
い
人
口
が
こ
こ
か
ら
増
え
始
め
ま
し
た
。
第
二
次
大
戦

終
了
後
、
七
〇
〇
〇
万
人
ぐ
ら
い
に
減
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
降
も
勢
い
は
変
わ
ら
ず
増
え
続
け
、
そ
れ
が
二
〇
〇
五
年

に
初
め
て
減
少
し
て
、
そ
の
後
少
し
上
下
す
る
年
が
数
年
続

き
ま
し
た
が
、
二
〇
一
一
年
以
降
は
も
う
ず
っ
と
減
少
と
い

う
状
況
で
す
。
今
の
出
生
率
が
続
け
ば
、
二
〇
五
〇
年
に
は

一
億
を
切
っ
て
、さ
ら
に
下
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
図
は
ま
る
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な
図
で
、

ち
ょ
う
ど
現
在
は
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
が
落
下
す
る
手
前

に
い
る
よ
う
に
も
見
え
、
大
変
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
。

　

確
か
に
人
口
減
少
社
会
あ
る
い
は
高
齢
社
会
は
私
た
ち
に

大
変
な
課
題
を
つ
き
つ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
考
え
て

み
た
い
の
は
、
は
た
し
て
そ
れ
ば
か
り
だ
ろ
う
か
と
い
う
点

で
す
。
む
し
ろ
、人
口
減
少
社
会
あ
る
い
は
高
齢
社
会
に
は
、

様
々
な
プ
ラ
ス
の
面
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

プ
ラ
ス
の
面
と
い
い
ま
す
の
は
、
一
つ
に
は
や
は
り
こ
の

線
が
直
立
す
る
ほ
ど
伸
び
て
い
た
時
代
と
い
う
の
は
、
確
か

に
そ
の
間
に
私
た
ち
日
本
人
は
い
ろ
い
ろ
と
物
質
的
な
豊
か

さ
を
得
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
線

の
上
昇
カ
ー
ブ
が
示
す
よ
う
に
、
い
ま
だ
に
過
労
死
と
い
う

よ
う
な
言
葉
が
言
わ
れ
た
り
す
る
ぐ
ら
い
、
か
な
り
無
理
を

し
て
き
た
面
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
い
は
、
こ
の
間
に
い
ろ

い
ろ
と
失
っ
て
き
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う

い
っ
た
も
の
を
、
も
う
一
度
再
評
価
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
図
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
非
常
に
象
徴
的
な
時
代
が
、

今
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。

　

こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
で
内
田
先
生
な
ど
も
非
常

に
活
発
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
の
一
つ
に
、
幸
福

研
究
と
い
う
の
が
あ
り
、
学
問
的
に
も
政
策
的
に
も
非
常
に

活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
国
際
比
較
が
あ
り
ま

だ
さ
い
と
い
う
学
生
は
多
か
っ
た
の
に
。
も
ち
ろ
ん
、
闘
争
後
、

早
々
に
退
学
し
た
学
生
も
い
ま
し
た
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
い

ろ
い
ろ
悩
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
す
ご
か
っ
た
の
は
、

彼
は
出
版
社
に
就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
卒

業
し
な
い
こ
と
、
就
職
を
辞
退
す
る
こ
と
を
伝
え
に
行
っ
た
と

こ
ろ
、
人
事
の
人
が
「
自
分
た
ち
は
、
あ
の
と
き
の
君
を
認
め

て
採
用
を
決
め
た
。
辞
退
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
、

そ
こ
に
就
職
し
た
の
で
す
。
こ
れ
も
、
現
代
に
は
な
い
「
格
好

い
い
！
」
こ
と
で
す
よ
ね
（
笑
）。

　

あ
の
時
代
は
、
そ
ん
な
芯
が
あ
る
人
が
あ
ち
こ
ち
に
い
ま
し

た
。
彼
と
は
そ
の
後
も
ず
ー
っ
と
や
り
取
り
を
し
て
い
て
、
そ

う
そ
う
…
、
一
度
、
彼
の
企
画
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

人
の
つ
な
が
り
っ
て
、
あ
る
一
点
で
つ
な
が
る
と
、
そ
れ
が

次
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
も
あ
っ
て
、
個
人
の
中
で
も
芯

が
あ
る
人
は
そ
の
思
い
を
つ
な
い
で
生
き
て
い
き
ま
す
ね
。
そ

の
心
の
内
な
る
芯
と
い
う
か
灯
の
よ
う
な
も
の
を
誰
も
が
持
っ

て
い
て
、
そ
れ
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
自
分
の
生
き
方

に
も
人
と
の
つ
な
が
り
に
も
活
き
る
。
忘
れ
て
い
た
こ
と
も
思

い
出
し
て
、
つ
な
い
で
い
く
。

　

さ
き
ほ
ど
、
時
計
時
間
、
体
験
時
間
っ
て
話
が
出
ま
し
た
け

ど
、
体
験
時
間
を
体
験
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
い
く
と
、
人

間
で
は
な
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。
左
脳
だ
け
を
使
っ

て
生
き
て
る
人
間
に
な
ら
な
い
で
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
欲
し

い
で
す
ね
、
本
当
に
。

─
─
先
生
、
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

京
都
・
妙
顕
寺
の
和
室
と
い
う
非
日
常
を
感
じ
さ
せ
る
贅
沢
な

時
空
間
。
貧
し
さ
の
な
か
に
希
望
が
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
現
代
社

会
は
、
豊
か
さ
の
な
か
に
不
安
を
生
き
る
時
代
で
あ
る
と
、
指
摘
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
希
薄
化
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
重
要
性
、
計
画

さ
れ
た
偶
然
（
ク
ラ
ン
ボ
ル
ツ
）
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
次
世
代

に
い
か
に
伝
え
て
い
く
か
、
新
た
な
課
題
を
戴
い
た
。（
聴
き
手
）

人
口
減
少
社
会
を
希
望
に

　
　「
持
続
可
能
な
医
療
」
と
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会

 

千
葉
大
学
法
政
経
学
部 

教
授　

広ひ
ろ 

井い　

良よ
し 

典の
り

〈
言
葉
の
解
説
〉

※
①
ガ
ー
ゲ
ン
（K

enneth J. G
ergen

）

 

『
あ
な
た
へ
の
社
会
構
成
主
義
』『
社
会
構
成
主
義
の
理
論
と

実
践
』
な
ど
の
著
者
。

※
②
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ(w

ell-being)

　
福
祉
分
野
で
は
、
保
護
や
措
置
の
対
象
と
し
て
理
解
さ
れ

て
き
た
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（w

elfare

）
に
対
し
て
、
人
権
尊
重

と
自
己
実
現
の
支
援
を
含
む
（w

ell-being

）
と
い
う
概
念
が

一
九
八
九
年
の
国
連
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
以
降
使
用

さ
れ
て
き
て
い
る
。
網
野
武
博
氏
は
、「
健
幸
」
と
い
う
訳
語

を
当
て
て
い
る
。

※
③
フ
ラ
ン
ク
ル
（V

iktor E
m

il Frankl:1905-1997

）

　
ロ
ゴ
テ
ラ
ピ
ー
及
び
実
存
分
析
を
提
唱
す
る
精
神
医
学
者
。

ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
に
お
け
る
体
験
を
も
と
に
書
か
れ
た

『
夜
と
霧
』
が
有
名
。

※
④
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
（narrative

）

　
物
語
、
語
り
の
意
。
臨
床
の
世
界
で
は
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
セ

ラ
ピ
ー
と
し
て
展
開
。
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
書
き
換
え
て
い
く
こ

と
で
、
個
人
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
自
己
認
識
を
変
え
て
い
こ

う
と
す
る
。

※
⑤
フ
ロ
ム
（E

rich From
m

:1900-1980

）

 

『
自
由
か
ら
の
逃
走
』『
正
気
の
社
会
』
等
の
著
者
。

津田塾大学英文学科卒業。ミネソタ大学大学院にてカウンセリ
ング心理学修士課程を修了して帰国。専門は臨床心理学、家族
心理学で、臨床心理士、家族心理士の資格をもつ。立教大学カ
ウンセラー、日本女子大学教授、跡見学園女子大学教授、東京
福祉大学大学院教授を経て現職。一般の読者向けの著書として

『改定版　アサーション・トレーニング』（日本・精神技術研究所）、
『図解　自分の気持ちをきちんと〈伝える〉技術』「図解　相手
の気持ちをきちんと〈聞く〉技術」（以上 PHP 研究所）、『新版　
カウンセリングの話』（朝日選書）、『家族を生きる』（東京大学
出版会）など多数。

P R O F I L E

龍華 大本山　妙顯寺　みょうけんじ

京都市上京区堀川通寺之内東入ル
鎌倉時代後期、元亨元年（1321）に創建された、洛中におけ
る日蓮宗最初の寺院です。
日蓮宗の開祖、日蓮大菩薩の遺命を受け、帝都弘通を果たさ
れた肥後阿闍梨 日像菩薩により建立されました。

平 木  典 子 
統合的心理療法研究所（IPI）所長

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
次
世
代
に
伝
え
た
い
こ
と

第
18
回 

未
来
研
究
会

図 1　日本の総人口の長期的トレンド
（出典）国土交通省国土計画局
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寿
命
で
す
。
主
要
国
を
比
較
し
た
も
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ

は
、
医
療
費
が
主
要
国
の
中
で
ダ
ン
ト
ツ
に
高
い
割
に
、
平

均
寿
命
は
か
な
り
低
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
か
な
り

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
よ
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
こ
れ
ら
の
国
の
中
で
日
本
は
も
う
既
に
高
齢
化
率
は

ト
ッ
プ
で
、
次
が
ド
イ
ツ
で
す
。
日
本
は
高
齢
化
の
フ
ロ
ン

ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
つ
つ
、
相
対
的
に
低
い
医
療
費
で
高
い

平
均
寿
命
を
実
現
し
て
い
る
と
い
う
点
は
、
自
負
し
て
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
し
た
話
題
と
医
療
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
あ
る
い

は
研
究
開
発
政
策
と
の
関
連
を
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ア
メ

リ
カ
政
府
の
研
究
開
発
予
算
の
半
分
強
は
国
防
関
係
、
つ
ま

り
軍
事
研
究
で
す
。
で
は
、
国
防
関
係
を
除
い
た
部
分
は
何

か
と
い
う
と
、
図
４
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
ヘ
ル
ス
」
つ

ま
り
医
療
分
野
が
圧
倒
的
に
大
き
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
次

は
「
ス
ペ
ー
ス
」
で
す
か
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
か
宇
宙
関
係
で

す
ね
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
は
圧
倒
的
な
研
究
予
算
を
医
療
に

注
い
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
た
だ
、
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
、

全
体
と
し
て
の
医
療
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
あ
ま
り
良
い

と
は
言
え
な
い
わ
け
で
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
や
は
り
公
的

医
療
保
険
が
未
整
備
で
あ
る
と
か
、
経
済
格
差
が
大
き
い
と

か
、そ
う
い
っ
た
社
会
的
な
要
因
が
働
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

し
た
が
っ
て
医
療
の
テ
ー
マ
を
考
え
る
場
合
は
、
個
々
の
医

療
技
術
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
社
会
的
な
視
点

が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
と
の
比
較
で
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
医
療
政

策
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
で
こ
れ
ま
で
対
照
的
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
図
５
が
基
本
的
な
比
較
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ

は
「
最
高
の
医
学
の
実
現
」
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
置
い
て
、

圧
倒
的
な
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
へ
の
研
究
投
資
。

他
方
で
、公
的
医
療
保
険
制
度
は
非
常
に
手
薄
で
あ
る
。
今
、

オ
バ
マ
ケ
ア
と
い
う
こ
と
で
、
多
少
の
拡
充
を
図
っ
て
い
ま

す
が
、
全
体
と
し
て
は
か
な
り
不
十
分
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
に
対
し
日
本
は
、
む
し
ろ
「
平
等
」
と
い
う
理
念
で
、

国
民
皆
保
険
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
医
療
政
策
を
行
っ
て
き

た
わ
け
で
す
。
し
か
し
日
本
も
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
わ
け
で
、
今
後
の
方
向
と
し
て
は
、
両
者
の
歩
み
寄
り

と
い
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
不
足
し
て
い
る
部
分
を
強
化
す
る

と
い
う
方
向
が
課
題
に
な
っ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。

医
療
費
の
配
分
の
あ
り
方

　
「
現
代
の
病
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
は

日
本
の
医
療
費
の
六
割
近
く
は
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医

療
費
で
、
他
方
、
精
神
疾
患
の
比
重
が
着
実
に
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
病
気
や
健
康
に
つ
い

て
の
見
方
も
か
な
り
根
本
か
ら
考
え
直
し
て
い
く
必
要
が
出

す
が
、
た
と
え
ば
ミ
シ
ガ
ン
大
学
な
ど
が
中
心
に
行
っ
て
い

る
世
界
価
値
観
調
査
と
い
う
調
査
で
は
、
幸
福
度
の
ラ
ン
キ

ン
グ
で
一
位
が
デ
ン
マ
ー
ク
、
そ
し
て
日
本
は
か
な
り
順
位

が
低
く
四
三
位
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ス
タ
ー
大
学
と
い

う
と
こ
ろ
の
世
界
幸
福
地
図
と
い
う
調
査
で
は
、
こ
ち
ら
も

一
位
が
デ
ン
マ
ー
ク
で
、
日
本
は
九
〇
位
で
、
や
は
り
順
位

が
低
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
い
う
幸
福
度
の
国
際
比
較
と
い

う
の
は
極
め
て
難
し
い
も
の
で
、
文
化
の
違
い
も
あ
り
、
単

純
な
比
較
は
非
常
に
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
、
こ
れ
を
額
面
ど

お
り
受
け
止
め
る
必
要
は
な
い
と
は
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

れ
で
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
面
を
含
ん
で
い
て
、
日
本
が
経
済

的
な
豊
か
さ
を
あ
る
程
度
達
成
し
て
き
た
割
に
、
ち
ょ
っ
と

忘
れ
て
き
た
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、例
え
ば
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
、ス
テ
ィ

グ
リ
ッ
ツ
や
セ
ン
と
い
っ
た
経
済
学
者
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
変
わ

る
指
標
に
関
す
る
報
告
書
を
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ル
コ
ジ
前
大
統

領
か
ら
委
託
を
受
け
て
出
し
て
い
ま
す
。
あ
と
ブ
ー
タ
ン
の

国
民
総
幸
福
量
（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）
の
話
は
、
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究

セ
ン
タ
ー
で
も
、い
ろ
い
ろ
関
連
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
Ｇ
Ａ
Ｈ
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
、
私
も
こ
こ
五
、六
年
か
か
わ
り
が
あ
る
も
の
な
ん
で

す
が
、東
京
都
の
荒
川
区
が
行
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

グ
ロ
ス
・
ア
ラ
カ
ワ
・
ハ
ピ
ネ
ス
と
い
う
、
ロ
ー
カ
ル
な
レ

ベ
ル
で
の
幸
福
度
指
標
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に

こ
の
幸
福
度
指
標
の
関
連
で
荒
川
区
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ

の
は
、
子
ど
も
の
貧
困
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
子
ど
も
の
貧
困

問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
区
民
の
幸
福
に
つ
な
が
る
と

い
う
発
想
で
し
た
。さ
ら
に
熊
本
県
の
Ａ
Ｋ
Ｈ
と
い
う
の
は
、

A
ggregate K

um
am

oto H
appiness

と
い
う
も
の
で
、

こ
れ
も
様
々
な
観
点
で
住
民
の
幸
福
度
を
測
り
政
策
に
反
映

さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
幸
福
度
指
標

と
い
っ
た
国
内
外
の
動
き
が
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
で
活
発

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
幸
福
の
政
治
経
済
学
と
い
う
試
み
も
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。
図
2
は
横
軸
が
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、

つ
ま
り
経
済
的
な
豊
か
さ
で
、
縦
軸
が
生
活
満
足
度
。
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
い
ま
す
と
、
経
済
発
展
の
初
期
段

階
で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
大
き
く
な
る
の
と
比
例
的
に
幸
福
度
が

増
し
て
い
き
ま
す
が
、
あ
る
段
階
を
過
ぎ
る
と
そ
の
関
係
が

ラ
ン
ダ
ム
に
な
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
必
ず
し
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
大
き
く
な
れ
ば
幸
福
度
が
上
が
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

は
な
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
「
幸
福
の

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
も
呼
ば
れ
る
現
象
で
、
遡
れ
ば
七
〇
年

代
ぐ
ら
い
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

で
は
人
々
の
幸
福
に
と
っ
て
何
が
重
要
に
な
る
の
か
と
い
う

と
、
図
2
に
示
す
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
あ
る

い
は
人
と
の
つ
な
が
り
。
格
差
と
か
平
等
の
問
題
。
そ
れ
か

ら
私
自
身
は
非
常
に
関
心
あ
り
ま
す
が
、
自
然
環
境
と
の
か

か
わ
り
。
そ
し
て
精
神
的
な
い
し
宗
教
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
。

こ
う
い
っ
た
要
因
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
、
こ
れ
は
こ
の
後

の
医
療
と
の
関
係
で
も
か
か
わ
り
が
出
て
き
ま
す
。

「
持
続
可
能
な
医
療
」
へ
の
視
点

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
医
療
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
医
療
費
が
四
〇
兆
円
と
い
う
規
模
で
、
着
実
に
増
え

て
い
ま
す
。
医
療
費
の
規
模
は
、
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
水
準

が
適
正
な
の
か
と
い
う
の
は
、な
か
な
か
難
し
い
テ
ー
マ
で
、

単
純
化
す
る
と
二
つ
の
対
立
す
る
見
解
が
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
医
療
分
野
と
い
う
の
は
一
種
の
成
長
産
業
で
あ
っ
て
、

医
療
費
が
増
加
す
る
こ
と
は
、
関
連
の
雇
用
と
か
国
際
競
争

力
に
も
つ
な
が
っ
て
、
プ
ラ
ス
だ
と
い
う
見
方
。
他
方
、
好

き
好
ん
で
病
気
に
な
る
人
は
普
通
い
な
い
の
で
、
医
療
費
と

い
う
の
は
望
ま
し
か
ら
ざ
る
負
担
な
い
し
支
出
で
あ
っ
て
、

で
き
る
限
り
小
さ
い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
見
方
で
す
。

　

こ
こ
で
重
要
な
視
点
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の

が
、「
持
続
可
能
な
医
療
」
と
い
う
視
点
で
す
。
医
療
と
い

う
の
は
、
人
間
に
と
っ
て
最
も
基
礎
的
な
ニ
ー
ズ
に
か
か
わ

る
も
の
で
、
最
高
位
の
優
先
順
位
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
領
域

で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
経
済
社
会
全
体
の
中
で
の
一
つ

の
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
費
用
負
担
が
過
重
な

も
の
と
な
れ
ば
、
そ
れ
自
体
が
持
続
可
能
で
な
く
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
で
す
か
ら
、
単
純
に
医
療
費
と
い
う
の
は
大
き

け
れ
ば
い
い
と
か
、
小
さ
い
ほ
ど
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、
持
続
可
能
な
医
療
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
は
、
医
療
シ
ス
テ
ム
全
体
の
「
費
用
対
効
果
」
と
い
う
視

点
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
点
を
考
え
て
い
く
手
が
か
り
と
し
ま
し
て
、
図

3
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。医
療
費
の
国
際
比
較
を
す
る
と
き
は
、

こ
の
医
療
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
比
較
す
る
こ
と
が
一
般
的
で

す
。
図
3
は
横
軸
が
医
療
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
。
縦
軸
が
平
均

第
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●その他

図 2　経済成長と「Well-being（幸福、福祉）」 
　　　（仮説的なパターン）

図 3　医療費の対ＧＤＰ比と平均寿命の関係（国際比較）

（注） いずれも 2013 年。OECD Health Statistics 2015
より筆者作成。

図 4　 アメリカ連邦政府の研究開発予算（国防関連以外）の分野別
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図 5　アメリカと日本の医療政策の比較
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私
自
身
も
そ
う
し
た
テ
ー
マ
に
、
こ
こ
数
年
か
か
わ
る
こ

と
が
多
い
わ
け
で
す
が
、「
福
祉
・
医
療
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
・

都
市
政
策
の
総
合
化
」
と
い
う
発
想
で
す
。
私
自
身
は
海
外

に
比
較
的
長
く
滞
在
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
、
三
年
く
ら
い

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
日
本
や
ア
メ

リ
カ
の
街
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
生
産
者
中
心
で
、
か
つ
自

動
車
中
心
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
の
ほ
う
が
、
高
齢
者
も

含
め
て
、
街
の
中
で
自
然
に
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
と
い
う
感
じ

が
強
い
。
そ
う
い
っ
た
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
場
所
が
街
の
中

に
あ
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
、
福
祉
施
設
や
医
療
施
設
を

作
る
こ
と
以
上
に
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。

　

写
真
１
は
ド
イ
ツ
の
あ
る
地
方
都
市
の
中
心
部
の
様
子
で

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
私
が
見
る
限
り
、
特
に
ド
イ
ツ
以
北
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
顕
著
だ
と
思
い
ま
す
が
、
八
〇
年
代
前
後
の

時
期
以
降
、
街
の
中
心
部
か
ら
自
動
車
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

し
て
、
歩
行
者
だ
け
の
空
間
を
つ
く
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
押
し
た
人
や
、
車
椅
子
の
お
年
寄
り
が
普
通
に

過
ご
せ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
こ
れ
は
、
そ
う
い
っ
た

福
祉
的
な
意
味
か
ら
も
重
要
な
わ
け
で
す
が
、
同
時
に
気
が

つ
か
さ
れ
る
の
が
、
日
本
の
地
方
の
一
〇
万
人
ぐ
ら
い
の
都

市
と
い
う
の
は
、
中
心
部
が
か
な
り
空
洞
化
し
て
い
る
。
最

初
の
人
口
減
少
の
話
と
つ
な
が
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
例
の
よ
う
な
方
向
の

対
応
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
福
祉
や
健
康
的
な
視
点
か
ら

も
、
中
心
部
の
活
性
化
と
い
っ
た
経
済
的
な
面
か
ら
も
、
環

境
の
面
か
ら
も
、
プ
ラ
ス
の
意
味
を
持
つ
と
い
う
、
そ
う
い

う
視
点
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ち
な
み
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
の
高
齢
社

会
に
適
応
し
た
都
市
の
あ
り
方
に
関
す
る
国
際
会
議
が
、
今

か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
ぐ
ら
い
前
（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）
に

富
山
で
あ
り
、
私
も
参
加
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本

で
六
〇
〇
万
人
と
言
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
買
い
物
難
民
の
問

題
を
含
め
、
自
動
車
な
い
し
道
路
中
心
で
は
な
い
、
高
齢
社

会
に
合
っ
た
都
市
と
い
う
こ
と
が
課
題
で
、
ま
た
医
療
、
福

祉
機
能
と
い
う
も
の
を
都
市
の
中
に
、
地
域
の
中
に
ど
う
取

り
込
ん
で
い
く
か
で
す
。
富
山
会
議
で
は
、高
齢
者
の
孤
独
、

ロ
ン
リ
ネ
ス
と
い
う
テ
ー
マ
も
大
き
な
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
つ
ま
り
ま
ち
づ
く
り
や
都
市
政
策
の
中
に
、

心
理
的
要
素
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
高
齢
社
会
に
お
け
る
都
市
と

い
う
の
は
、
非
常
に
未
開
拓
と
い
う
か
、
新
し
い
テ
ー
マ
で
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ほ
う
で
も
ま
だ
着
手
し
て
間
も
な
い
と
い
う
状

況
で
す
。
こ
の
あ
た
り
は
、
高
齢
化
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

た
る
日
本
が
ど
う
い
う
か
た
ち
で
取
り
組
ん
で
対
応
し
て
い

け
る
か
、
非
常
に
面
白
い
テ
ー
マ
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
定
常
型
社
会
と
日
本
の
位
置

　

今
日
の
お
話
の
最
初
に
、
人
口
減
少
社
会
と
い
う
話
題
か

ら
始
め
ま
し
た
が
、
あ
る
意
味
で
、
そ
こ
に
帰
っ
て
く
る
よ

う
な
内
容
に
最
後
に
ふ
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
と
い
う
現
象
は
先
進
国
の
問
題
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
高
齢
化
と
い
う
の
が
地
球

レ
ベ
ル
で
進
ん
で
い
き
、
そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
イ
ジ
ン

グ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
図
７
は
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
世

界
で
増
加
す
る
高
齢
者
の
地
域
別
割
合
で
、
九
〇
年
代
の
世

界
銀
行
の
報
告
書
で
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。
世
界
全
体
で
増

え
る
高
齢
者
の
約
三
割
（
二
九
％
）
が
中
国
で
、
同
じ
く

二
九
％
が
他
の
ア
ジ
ア
。
日
本
を
含
む
先
進
諸
国
と
い
う
の

は
、
一
四
％
ぐ
ら
い
で
す
の
で
、
実
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
は

む
し
ろ
中
国
や
ア
ジ
ア
、
世
界
全
体
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い

く
時
代
で
す
。
人
口
学
者
の
ル
ッ
ツ
が
、
こ
う
い
う
言
い
方

を
し
て
い
ま
す
、「
二
十
世
紀
が
人
口
増
加
の
世
紀
だ
っ
た

と
す
れ
ば
、
二
十
一
世
紀
は
世
界
人
口
の
増
加
の
終
焉
と
人

口
高
齢
化
の
世
紀
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
。
こ
れ
は
確
か
に
そ

の
と
お
り
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
は
、
こ
の
高
齢
化
と
い
う
話
と
、
環
境
の
話
で
す
。
こ
れ

ら
を
ト
ー
タ
ル
に
総
合
的
に
捉
え
て
見
て
い
く
よ
う
な
発
想

が
重
要
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
、
図
8
が
今
日

て
き
ま
す
。
つ
ま
り
病
気
と
い
う
も
の
は
、
身
体
内
部
の
要

因
の
み
な
ら
ず
、
心
理
的
要
因
、
環
境
と
の
関
わ
り
、
労
働

時
間
と
か
経
済
格
差
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
つ
な
が
り
等
々

と
い
っ
た
社
会
的
要
因
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
広
く
含
む
の

で
す
。

　

で
す
の
で
、
医
療
に
関
す
る
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必

要
性
と
い
う
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
お
話
を
や
や
現
実
的
な
レ
ベ
ル
に
引
き
落
と
し
た
も

の
で
、
図
６
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
先
ほ
ど
医
療
費
が
四
〇
兆

円
と
言
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
医
療
の
本
体
部
門
と
い
い
ま

す
か
、
診
断
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
等
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、

図
の
上
の
ほ
う
は
研
究
開
発
も
含
め
た
高
度
医
療
。
こ
れ
が

五
〇
〇
〇
億
。
こ
の
あ
た
り
は
、
か
な
り
大
雑
把
な
試
算
で

す
。
そ
れ
か
ら
左
側
が
、
予
防
・
健
康
増
進
。
そ
れ
か
ら
下

の
ほ
う
が
介
護
や
福
祉
。
介
護
は
非
常
に
増
え
て
い
て
現
在

八
・
四
兆
円
。
そ
れ
か
ら
右
側
が
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
・
ア
メ

ニ
テ
ィ
で
す
。

　

こ
う
い
う
現
状
に
な
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
以
上
の
よ

う
な
議
論
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
私
見
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
医
療
の
周
辺
部
分
と
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
こ
れ
か

ら
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
研

究
開
発
、
そ
れ
か
ら
予
防
・
健
康
増
進
、
介
護
・
福
祉
、
生

活
サ
ー
ビ
ス
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
。
こ
う
い
っ
た
も
の
に
資
源
配

分
を
重
点
化
し
て
い
く
こ
と
が
、全
体
と
し
て
、今
日
の
テ
ー

マ
で
あ
る
費
用
対
効
果
そ
し
て
医
療
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

い
わ
ば
医
療
の
本
体
部
分
へ
の
負
荷
を
減
ら
し
て
、
医
療
全

体
と
し
て
費
用
対
効
果
が
高
い
、
そ
う
い
う
方
向
が
望
ま
し

い
の
で
は
な
い
か
と
。

　

そ
の
場
合
に
、
平
等
性
と
い
う
か
、
公
平
性
と
い
う
点
は

非
常
に
し
っ
か
り
と
堅
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
、
最
近
進
ん
で
い
る
「
混
合
診
療
の
拡

大
」（
保
険
が
き
く
医
療
と
保
険
外
の
医
療
の
併
用
を
広
く

認
め
て
い
く
）
と
い
う
方
向
は
、
医
療
に
お
け
る
格
差
を
広

げ
、
先
ほ
ど
の
ア
メ
リ
カ
的
な
医
療
に
近
づ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
私
は
か
な
り
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域

　

残
り
の
時
間
は
、
医
療
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
ひ

と
回
り
広
い
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
、
そ
の
延
長
で
「
高
齢
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
、

死
生
観
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

長
野
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
議
論
が
あ
り
ま
す
。
長
野

県
は
健
康
長
寿
世
界
一
と
い
う
こ
と
で
、
二
〇
一
〇
年
の
国

勢
調
査
で
男
女
と
も
に
平
均
寿
命
の
全
国
一
位
が
長
野
県

で
、
男
性
は
五
回
連
続
、
女
性
は
沖
縄
県
に
代
わ
っ
て
初
の

一
位
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
世
界
一
と
言
っ
て
い
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
他
方
で
長
野
県
の
高
齢
者
の
医
療
費
は
、
低
い
ほ
う

か
ら
四
番
目
と
い
う
状
態
で
す
。

　

な
ぜ
か
と
い
う
の
は
、
従
来
か
ら
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
り

ま
す
が
、
長
野
県
に
よ
る
最
近
の
分
析
で
は
、
高
齢
者
の
就

業
率
。
こ
れ
は
農
業
も
含
め
て
、
高
齢
者
が
社
会
参
加
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
野
菜
の
摂
取

量
が
多
く
、
全
国
一
位
。
ま
た
、
こ
れ
は
従
来
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
や
、
専
門
職
に
よ
る
保
健
予
防
活
動
。

　

こ
の
よ
う
に
、
医
療
や
健
康
の
テ
ー
マ
は
、
か
な
り
広
い

視
点
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
社
会
科
学
の

領
域
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
呼
ば
れ
る
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
と
か
関
係
、
そ
れ
が
健
康
水
準
と
非
常
に

深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
様
々
な
か
た
ち
で
研
究
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
話
は
多
少
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
例
え
ば
、
お
年
寄
り
が
家
で
引
き
こ
も
り
が
ち
に

な
っ
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
非
常
に
薄
く
な
る
と
、
ど
う

し
て
も
心
身
の
状
況
が
全
体
的
に
低
下
す
る
と
い
っ
た
話
で

す
。
他
方
、
今
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。

九
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
だ
け
見
て
も
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
が
、
男
性
で
は
約
三
倍
、
九
三
万
人
の
増
加
。
女
性
は
二

倍
、
一
六
七
万
人
の
増
加
。
こ
れ
が
今
後
は
さ
ら
に
加
速
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
対
応
が
非
常
に
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
関
係
で
、
重
要
に
な
っ
て
い
く
の
が
「
居
場

所
」
と
い
う
視
点
で
す
。
関
連
の
調
査
を
見
て
も
、
た
と
え

ば
首
都
圏
の
高
齢
の
男
女
で
、
特
に
男
性
の
場
合
、
会
社
を

退
職
し
た
後
の
居
場
所
が
本
当
に
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
や
健
康
、
介
護
の
テ
ー
マ
を
考

え
て
い
く
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空

間
と
言
い
ま
す
か
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
や
都
市
政
策
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
ど
う
し
て
も
話
が
広
が
っ
て
い
く
ん
で
す

ね
。

第
18
回 

未
来
研
究
会

研究開発

保険給付外の
高度医療

健診・

人間ドック
等

医療の本体部分
（診断・治療・

リハビリ等）

特別材料
給食等

差額
ベッド

給食 室料

一部負担

Ａ．高度医療

Ｂ．
予防・健康増進

Ｃ．生活サービス・
アメニティ

Ｄ．介護・福祉

高度先進医療

は現行保険給付の範囲

介護保険

5,000億円

40.0兆円

5,000億円

8.4兆円

2兆円

大衆薬
（かぜ薬等）

あんま・マッサージ・指圧
はり・きゅう・柔道整復

（注）本体部分の40.0 兆円は 2013年度「国民医療費」、介護保険の8.4 兆円は 2012年度「社会保障給付費」による。

図 6　 医療費の配分構造

写真１　 中心部からの自動車排除と「歩いて楽しめる街」 
（エアランゲン〔人口約 10 万人〕）

 2030年までに世界で増加する
高齢者（60歳以上）の地域別割合

中国
29％

他のアジア
 29％

他の発展途上国
28％

ＯＥＣＤ加盟国
（含日本）14％

図 7　高齢化の地球的進行   Global Aging
（出典）World Bank, Averting the Old Age Crisis, 1994



31 30

の
最
後
の
ス
ラ
イ
ド
に
な
り
ま
す
け
ど
も
、
高
齢
化
、
そ
し

て
環
境
親
和
型
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
日
本

と
い
う
視
点
。
つ
ま
り
日
本
は
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
の

文
字
ど
お
り
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
、
多
く
の
課
題
に
直
面

す
る
一
方
で
、
相
対
的
に
、
費
用
対
効
果
の
高
い
か
た
ち
で

長
寿
を
現
に
実
現
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
場
合
、
今
日
は

お
話
す
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
環
境
あ
る
い
は

自
然
と
の
親
和
性
と
か
、
私
自
身
は
鎮
守
の
森
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
い
う
の
を
最
近
進
め
て
い
る
の
で
す
が
（
図
９
、
写

真
２
参
照
）、
そ
う
い
う
鎮
守
の
森
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、

伝
統
的
な
自
然
観
な
い
し
自
然
信
仰
を
保
持
し
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
、
近
代
西
洋
文
明
と
ア
ジ
ア
、
あ
る
い
は

先
進
国
と
途
上
国
を
つ
な
ぐ
位
置
に
あ
る
の
が
日
本
で
あ
る

と
も
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
人
口
減
少
社
会
と
い
う
新
し
い
局
面
に
入
っ
て

い
く
わ
け
で
す
が
、
医
療
技
術
の
と
こ
ろ
で
包
括
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
と
い
う
こ
と
も
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、「
サ
イ
エ

ン
ス
」
と
「
ケ
ア
」
を
統
合
し
た
「
持
続
可
能
な
医
療
」
と

い
う
も
の
を
世
界
に
発
信
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
あ
る
と
も
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で

い
ろ
い
ろ
な
調
査
研
究
や
実
践
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
雑
駁
な
話
で
恐
縮
で
す

け
れ
ど
も
、
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
日
本
の
戦
後
の
公
害
問
題
を
含
め
た
環
境
問

題
と
、
社
会
や
経
済
と
の
関
連
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
環

境
問
題
の
様
相
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
公
害
・
環
境
問
題
の
発
生
空
間
の
違
い
に
よ
り
、
公

害
問
題
期
、
都
市
・
生
活
環
境
問
題
期
、
地
球
環
境
問
題
期

の
三
期
に
分
け
て
み
ま
し
た
。
今
日
の
環
境
問
題
を
深
く
広

く
理
解
す
る
に
は
、環
境
問
題
の
事
象
や
現
象
だ
け
で
な
く
、

遠
因
と
考
え
ら
れ
る
社
会
・
経
済
の
動
き
を
背
景
と
し
て
知

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
参
考
と
し
て
、
公
害
・
環
境
問

題
と
社
会
・
経
済
の
国
内
外
の
主
な
動
き
を
最
後
に
付
表
で

示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
分
け
た
三
期
に
お

け
る
環
境
問
題
の
事
例
を
紹
介
し
、
問
題
構
造
の
違
い
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
の
環
境
問
題
の
新
し
い
考

え
方
と
し
て
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
話
題
を
提
供
し
ま
す
。

ゼ
ロ
か
ら
の
繁
栄
と
苦
い
公
害
経
験

　

戦
後
の
日
本
の
国
土
は
、
唐
の
詩
人
の
杜
甫
が
「
春
望
」

で
詠
ん
だ
「
国
破
れ
て
山
河
在
り
、城
春
に
し
て
草
木
深
し
」

と
い
っ
た
様
子
で
し
た
。
衣
食
住
の
不
足
に
あ
っ
た
当
時
の

国
民
は
、
荒
廃
し
た
国
土
の
復
興
を
目
指
し
て
動
き
出
し
ま

す
。
一
九
四
六
年
の
臨
時
国
勢
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
全
人

口
七
八
、一
〇
一
千
人
の
う
ち
三
大
都
市
圏
（
東
京
圏
、
関

西
圏
、
名
古
屋
圏
）
に
三
三
・
八
％
の
人
口
が
居
住
し
て
い

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
の
人
口
は
、
地
方
に
分
散
し
て
い

ま
し
た
。
や
が
て
、
国
土
復
興
と
と
も
に
、
人
口
は
都
市
に

集
中
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
人
口
分
布
の
違
い
は
、

環
境
問
題
を
考
え
る
と
き
、
重
要
な
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

戦
災
復
興
は
、
傾
斜
生
産
方
式
に
よ
る
石
炭
と
鉄
鋼
の
増

産
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
方
式
に
よ
る
産
業
復
興
を
進

め
る
う
ち
に
、一
九
五
〇
年
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
ま
し
た
。

隣
国
に
起
こ
っ
た
戦
争
と
い
う
不
幸
は
、
日
本
の
産
業
復
興

を
加
速
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
は
、
高
度
経
済
成
長
の
道

を
歩
み
始
め
、
一
九
五
六
年
の
『
経
済
白
書
』
で
は
「
も
は

や
戦
後
で
は
な
い
」
と
高
ら
か
に
謳
わ
れ
ま
し
た
。

　

経
済
の
高
度
成
長
と
い
う
光
の
部
分
が
輝
き
だ
し
た
一

方
、
一
九
五
〇
年
代
に
入
り
ま
す
と
、
公
害
と
い
う
言
葉
が

盛
ん
に
使
わ
れ
だ
し
ま
し
た
。
公
害
問
題
が
表
面
化
し
、
全

国
に
公
害
問
題
が
多
発
す
る
と
、「
公
害
列
島
」
と
呼
ば
れ
、

大
き
な
社
会
問
題
に
発
展
し
ま
し
た
。
一
九
五
二
年
に
は
、

島
根
県
で
初
の
公
害
防
止
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

公
害
の
勢
い
は
止
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
一
九
五
五
年
に
イ
タ
イ

イ
タ
イ
病
、
一
九
五
六
年
に
水
俣
病
、
一
九
六
四
年
に
四
日

市
公
害
、一
九
六
五
年
に
新
潟
水
俣
病
が
そ
れ
ぞ
れ
発
生
し
、

深
刻
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
公
害
に
よ
る
疾
病
は
、「
四

大
公
害
病
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。（
表
1
）

　

こ
う
し
た
社
会
問
題
化
し
た
公
害
を
無
く
す
た
め
、

一
九
六
七
年
、
公
害
対
策
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
中
で

大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
、
騒
音
、
振
動
、
地
盤

沈
下
、
悪
臭
の
典
型
七
公
害
が
法
的
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

社
会
問
題
あ
る
い
は
地
域
問
題
に
な
っ
た
水
俣
病
の
苦
悩

は
、
一
九
六
九
年
、
石
牟
礼
道
子
に
よ
る
文
学
作
品
『
苦
界

浄
土
』
で
多
く
の
国
民
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

海
外
で
は
、レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
が
、一
九
六
二
年
、『
沈

黙
の
春
』
を
著
し
、
化
学
物
質
の
環
境
影
響
を
警
告
し
ま
し

た
。
ま
た
、
過
酷
な
公
害
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
世
界
も
動

き
始
め
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
六
九
年
、
世
界
最

初
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
な
っ
た
国
家
環
境
政
策
法
（
Ｎ

千葉大学法政経学部 教授
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 全国の神社の数 ：8万1000ヶ所

お寺の数 ：8万6000ヶ所

・・・都市から農村への人口大移動の中で、高度成長期においては人々の
関心の中心からははずれた存在。

 神社やお寺といった存在は、かつて「コミュニティの中心（ないし拠点）」とし
て存在し、経済、教育、祭り、世代間継承などコミュニティの多面的な機能
を担っていた。

 こうしたコミュニティにとって「鎮守の森」のもつ意義を、自然エネルギー拠
点の整備と結びつけていくプロジェクト。（なお、祭りが盛んな地域では若
者のUターンや定着が多いという指摘あり。）

 さらにそうした自然エネルギー拠点について、周囲の場所を一体的にデザ
インし、保育や高齢者ケアなどの福祉的活動、環境学習や教育、様々な
世代が関わりコミュニケーションを行う世代間交流等々の場所として、新た
な「コミュニティの中心」ないし拠点として多面的に活用。

 自然エネルギーという現代的課題と、自然信仰とコミュニティが一体となっ
た伝統文化を結びつけたものとして、日本が世界に対して誇れるビジョンと
なりうる可能性。 〔→「鎮守の森コミュニティ研究所」ホームページ参照。〕

図 9　「鎮守の森・自然エネルギーコミュニティ構想」

写真２　鎮守の森セラピー（森林療法）の試み

環境親和型社会

特質 定常型社会  steady-state society

持続可能性
environmental   

sustainability
↑

資源の有限性
finite resources 

人口定常化
stable population
↑

高齢化と低出生率
aging and low birthrate 

重要となる
コンセプト

「循環」性

「人間ー自然」間 世代間

時間軸

高齢化社会

超長期 長期

図 8　環境親和型社会と高齢化社会

公害病の名称 水俣病 イタイイタイ病 新潟水俣病 四日市ぜんそく

発生場所 熊本県 
水俣湾周辺地域

富山県 
神通川流域

新潟県
阿賀野川流域

三重県 
四日市臨海 
周辺地域

原因企業 チッソ 三井金属鉱業 昭和電工

昭和四日市石
油など臨海コ
ンビナート立
地の複数企業

汚染区分 水質汚濁 水質汚濁 水質汚濁 大気汚染

汚染物質 有機水銀 カドミウム
など 有機水銀 いおう酸化物

など

濃縮・媒介物 魚介類 米、飲料水 米 大気

公害病の認定患
者数（最大年）

1,924 人
（1984 年）

96 人
（1970 年） 水俣病に含む 1,299 人

（1976 年）

表１　四大公害病の概観

注　各種資料より筆者作成
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環
境
評
価
項
目
に
基
づ
い
て
各
メ
ッ
シ
ュ
に
適
し
た
土
地
利

用
（
用
途
）
を
判
定
し
、
そ
の
用
途
に
相
応
し
い
一
定
の
環

境
水
準
を
達
成
す
る
に
必
要
な
費
用
を
推
計
し
ま
し
た
。
土

地
利
用
再
編
計
画
モ
デ
ル
は
、
総
需
要
と
一
メ
ッ
シ
ュ
の
利

用
容
量
と
を
制
約
条
件
に
、
土
地
利
用
再
編
に
要
す
る
総
費

用
最
少
化
を
目
的
と
す
る
、
線
形
計
画
法
に
よ
り
定
式
化
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
種
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
具
体

的
に
最
適
計
算
を
実
行
し
ま
し
た
。

社
会
的
費
用
の
内
部
化

　

大
阪
国
際
空
港
の
航
空
機
騒
音
公
害
に
よ
る
土
地
利
用
再

編
計
画
の
費
用
算
出
は
、
公
害
問
題
を
経
済
の
面
で
考
察
す

る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
事
業
者
の

活
動
が
引
き
起
こ
す
結
果
に
よ
り
、事
業
者
外
の
人
び
と（
第

三
者
）
ま
た
は
社
会
が
負
担
す
る
対
策
費
用
あ
る
い
は
損
失

を
内
部
化
す
る
た
め
の
社
会
的
費
用
で
す
。
社
会
的
費
用
の

考
え
方
は
、
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
Ｋ
．Ｗ
．カ
ッ
プ
著

の
『
私
的
企
業
と
社
会
的
費
用
』
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
大

阪
国
際
空
港
の
場
合
、
周
辺
地
域
の
人
び
と
が
生
活
保
全
や

損
失
補
完
に
必
要
と
す
る
費
用
を
社
会
的
費
用
と
考
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
社
会
的
費
用
の
導
入
に
よ
り
社
会
的
費
用
を

事
業
費
に
内
部
化
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
大
阪
国

際
空
港
の
よ
う
に
公
共
事
業
に
よ
る
投
資
対
効
果
を
判
定
す

る
と
き
、
費
用
便
益
分
析
と
い
う
考
え
方
が
使
わ
れ
、
評
価

は
、
例
え
ば
便
益
と
費
用
の
差
が
大
き
い
公
共
事
業
の
代
替

案
が
選
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
土
木
技
術
者
・

経
済
学
者
の
Ｊ
．デ
ュ
ピ
ー
が
創
案
し
、
そ
の
後
、
公
共
事

業
に
応
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
事
業
に
適
用
さ
れ
る

費
用
便
益
分
析
で
は
、
費
用
や
便
益
の
帰
属
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
こ
の
土
地
利
用
再
編
計
画
で
は
、
事
業
主
体
の
費
用

の
中
に
周
辺
地
域
住
民
が
負
担
し
て
い
る
外
部
不
経
済
、
つ

ま
り
航
空
機
騒
音
に
よ
る
社
会
的
費
用
を
具
体
的
に
推
計
で

き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
大
阪
国
際
空
港
が
あ
る
場
合
と
、
空
港
が
な
い

場
合
と
の
研
究
対
象
地
域
の
土
地
利
用
再
編
計
画
に
必
要
と

す
る
総
費
用
の
差
額
を
航
空
機
騒
音
の
社
会
的
費
用
と
定
義

し
、
算
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
主
体
が
負
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
航
空
機
騒
音
の
社
会
的
費
用
の

概
数
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
あ

る
活
動
が
あ
る
場
合
と
、
な
い
場
合
と
の
差
違
に
基
づ
い
て

比
較
す
る
研
究
法
は
、
学
術
研
究
で
よ
く
行
わ
れ
る
方
法
で

す
。

　

ま
た
、
大
阪
市
で
は
、
大
気
汚
染
に
よ
る
家
計
（
住
民
）

部
門
、
企
業
部
門
、
政
府
・
公
共
部
門
の
経
済
被
害
調
査

が
、
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
六
七
年
、
一
九
七
三
年
か
ら

一
九
七
四
年
の
二
回
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
公
害
対
策
の
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
し
た

が
、
あ
る
意
味
で
は
、
大
気
汚
染
に
よ
る
社
会
的
費
用
の
側

面
を
捉
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
口
集
中
が
引
き
起
こ
し
た
都
市
・

生
活
環
境
問
題

　

高
度
経
済
成
長
を
続
け
て
き
た
日
本
は
、
一
九
七
三
年
に

起
こ
っ
た
第
一
次
石
油
危
機
に
よ
り
大
き
く
転
換
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
人
口
が
都
市
へ
都
市
へ
と
移
動
し
、
巨
大

な
都
市
圏
が
で
き
、
都
市
の
過
密
化
や
人
び
と
の
大
量
消
費

に
よ
り
都
市
に
お
い
て
公
害
と
異
な
る
様
相
の
社
会
問
題
が

起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
環
境
問
題
は
、

影
響
者
（
原
因
者
）
と
被
影
響
者
（
被
害
者
）
と
が
重
な
る

構
造
に
変
化
し
ま
し
た
。（
図
３
）
こ
の
よ
う
に
都
市
や
生

活
の
諸
活
動
が
原
因
と
な
っ
て
起
こ
っ
た
の
が
、
都
市
・
生

活
環
境
問
題
で
す
。
具
体
的
に
は
、
あ
る
人
が
自
動
車
を
運

転
し
走
る
と
、
排
気
ガ
ス
が
出
ま
す
。
都
市
で
走
り
回
る
自

動
車
が
増
え
る
と
、
都
市
に
自
動
車
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気

汚
染
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
汚
染
さ
れ
た
都
市
の
空
気
を
そ
の

人
が
吸
い
込
む
と
、
健
康
被
害
が
出
ま
す
。
ま
た
、
生
活
者

が
屋
内
を
空
調
機
に
よ
り
冷
暖
房
を
す
る
と
、排
熱
が
出
て
、

Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七
二
年
、
国
連
も
国

連
人
間
環
境
会
議
を
開
き
、
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
は
『
成
長
の

限
界
』
を
公
表
し
、
人
類
の
未
来
に
つ
い
て
警
鐘
を
発
し
ま

し
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
は
、
地
方
か
ら
都
市
へ
の
人
口
が
大
量
に

流
入
し
、
都
市
の
膨
張
と
郊
外
化
が
著
し
く
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
高
度
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
、
三
種
の
神
器
（
テ
レ

ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
）
や
3
Ｃ
（
乗
用
車
、
ク
ー
ラ
ー
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
）
の
消
費
革
命
と
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
都
市
部
で
は
乗
用
車
や
工
場
の

排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
が
頻
発
し
、
日
常
化
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
事
例
と
し
て
大
阪
市
内
の
ス
モ
ッ
グ
を
紹
介
し

ま
す
。（
写
真
１
）

　

と
こ
ろ
で
、
公
害
と
い
う
言
葉
は
、Public N

uisance

の
和
訳
で
す
。N

uisance

は
、
地
域
社
会
の
人
び
と
に
有

害
に
な
る
こ
と
や
、
不
快
感
を
あ
た
え
る
こ
と
で
す
。
こ
の

よ
う
に
公
害
と
書
き
ま
す
と
、
不
特
定
多
数
の
人
び
と
が
何

ら
か
の
有
害
物
質
に
よ
り
健
康
被
害
を
受
け
て
い
て
、
誰
が

原
因
者
で
あ
る
か
不
明
瞭
に
な
り
、あ
い
ま
い
に
な
り
ま
す
。

こ
の
解
釈
の
ず
れ
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
市
民
が
暖
房
に
石
炭

を
使
い
、
そ
の
排
気
ガ
ス
に
よ
り
市
民
自
身
が
健
康
被
害
を

受
け
て
い
た
ス
モ
ッ
グ
に
お
け
る
、
影
響
者
と
被
影
響
者
が

一
致
し
て
い
た
構
造
を
正
し
く
捉
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
公
害
問
題
を
考
え
ま
す

と
、私
害
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、公
害
は
、影
響
者
（
原

因
者
）
が
被
影
響
者
に
一
方
的
に
汚
染
物
質
を
及
ぼ
し
、
特

定
の
疾
病
や
苦
痛
を
あ
た
え
て
い
る
問
題
構
造
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。（
図
１
）

　

四
大
公
害
病
は
、
こ
の
図
式
で
あ
っ
た
た
め
、
裁
判
で
争
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
公
害
問

題
の
解
決
以
外
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
次
に
紹
介
し
ま
す
。

土
地
利
用
再
編
計
画
に
よ
る

航
空
機
騒
音
公
害
の
解
決
法

　

公
害
問
題
の
解
決
法
と
し
て
は
、
一
般
に
、
発
生
源
対
策
、

発
生
源
の
構
造
対
策
、
周
辺
対
策
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
航
空

機
騒
音
で
説
明
し
ま
す
と
、
発
生
源
対
策
は
低
騒
音
型
機
材

の
採
用
や
便
数
調
整
な
ど
、
発
生
源
の
構
造
対
策
は
防
音
壁

の
設
置
な
ど
、
周
辺
対
策
は
土
地
利
用
対
策
な
ど
で
す
。
こ

の
う
ち
、
周
辺
対
策
の
研
究
事
例
と
し
て
大
阪
国
際
空
港
の

航
空
機
騒
音
公
害
問
題
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
に
か
け
て
、
大
阪
市
に

は
地
方
か
ら
多
数
の
人
び
と
が
移
住
し
て
き
ま
し
た
が
、
市

内
の
激
し
い
公
害
か
ら
逃
れ
、
郊
外
に
居
住
を
移
す
よ
う
に

な
り
、大
阪
市
周
辺
の
衛
星
都
市
の
人
口
が
膨
張
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
空
港
周
辺
地
域
の
豊
中
市
、
川
西
市
、
伊
丹
市
は
、

大
阪
へ
の
通
勤
に
利
便
な
場
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
市
化

が
発
展
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
大
阪
国
際
空
港
周

辺
の
都
市
で
は
、
航
空
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
化
に
よ
り
激
甚
な
航

空
機
騒
音
公
害
が
日
常
化
し
、
住
民
の
受
忍
限
度
を
著
し
く

超
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
航
空
機
騒
音

公
害
は
、
住
宅
地
に
適
し
た
平
地
が
少
な
い
大
阪
国
際
空
港

の
周
辺
地
域
の
地
形
を
考
え
ま
す
と
、
空
港
と
周
辺
地
域
と

を
分
離
す
る
よ
り
も
、
両
者
の
共
生
に
よ
る
居
住
環
境
の
改

善
、
つ
ま
り
土
地
利
用
再
編
を
計
画
し
、
計
画
的
に
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

当
時
の
大
阪
国
際
空
港
の
航
空
機
騒
音
の
う
る
さ
さ
を
示
す

Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
（
加
重
等
価
平
均
感
覚
騒
音
レ
ベ
ル
。
あ
る

場
所
の
１
日
あ
た
り
の
航
空
機
騒
音
の
大
き
さ
）
で
予
測
さ

れ
た
騒
音
コ
ン
タ
ー
の
航
空
機
騒
音
情
報
（
図
2
）
を
利
用

し
て
、土
地
利
用
再
編
計
画
を
研
究
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
利
用
し
た
航
空
機
騒
音
コ
ン
タ
ー
は
、
旧
の
も
の
で

あ
り
、
新
は
一
九
七
四
年
に
航
空
機
騒
音
の
実
態
に
合
う
よ

う
、
見
直
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
研
究
で
は
、
土
地
利
用
再
編
に
よ
る
行
動
と
し

て
、
今
後
も
当
該
地
に
住
み
続
け
る
順
応
、
当
該
地
の
土
地

利
用
を
変
え
る
転
換
、
公
害
地
か
ら
外
へ
出
て
い
く
移
転
の

三
種
類
を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
研
究
対
象
地
域
を
一

辺
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
メ
ッ
シ
ュ
に
区
切
り
、
別
に
設
け
た

第
19
回 

未
来
研
究
会

写真１　大阪市内のスモッグ
図２　大阪国際空港の航空機騒音コンター

出典： 大阪府環境保健部環境局環境政策課『大阪の環境』（広報誌。昭和 63 年 3 月）

影響者
（原因者）

被影響者
（被害者）

汚染物質

図１　公害問題の社会構造

　　　注　著者作成

図３　都市・生活環境問題の重合構造

　　　注　著者作成

影響者
（原因者）

被影響者
（被害者）

出典： 大阪市環境保健局環境部『大阪市公害対策史』
（平成 6 年 3 月 31 日）
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で
す
が
、
利
用
あ
る
い
は
取
引
と
い
う
眼
か
ら
見
る
と
、
人

間
と
生
態
系
と
の
二
つ
の
主
体
が
、経
済
的
な
関
係
（
需
給
）

に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
で
す
。（
図
５
）生
態
系
サ
ー

ビ
ス
は
、
物
質
に
関
連
す
る
供
給
サ
ー
ビ
ス
、
自
然
の
循
環

に
関
す
る
調
整
サ
ー
ビ
ス
、
自
然
に
接
す
る
作
法
に
関
連
す

る
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
、
生
態
系
の
基
礎
力
に
関
連
す
る
基
盤

サ
ー
ビ
ス
の
四
種
類
に
大
別
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
間

の
福
利
は
、
安
全
、
豊
か
な
生
活
の
基
本
資
材
、
健
康
、
良

い
社
会
的
な
絆
の
四
種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

両
者
の
強
弱
関
係
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
６
）

　

そ
こ
で
、
こ
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
概
念
を
環
境
問
題
に

導
入
し
、
広
角
的
に
環
境
問
題
を
見
直
す
こ
と
を
考
え
、
さ

ら
に
文
化
サ
ー
ビ
ス
に
着
目
し
て
、
景
観
の
社
会
的
便
益
の

推
定
を
試
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

景
観
の
良
否
は
、
都
市
や
地
域
の
空
間
の
質
に
影
響
し
ま

す
。
例
え
ば
、
素
晴
ら
し
い
歴
史
景
観
や
文
化
景
観
を
も
つ

都
市
や
地
域
に
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、

観
光
業
も
発
達
し
ま
す
。
さ
ら
に
資
産
の
経
済
価
値
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、
景
観
は
都

市
や
地
域
の
環
境
問
題
で
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
市
と
大
阪
市
と
の
地
形
や
運
河
網
の
類
似
性
に
着
目

し
、
二
つ
の
都
市
の
運
河
景
観
に
よ
る
環
境
価
値
の
比
較
を

行
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
両
市
の
運
河
景
観
は
、
観
光
の

魅
力
度
を
高
め
て
い
て
、
観
光
客
を
引
き
寄
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
両
市
の
運
河
景
観
の
構
造
に
大
き
な
違
い
が
あ
り

ま
す
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
で
は
、
運
河
の
両
側
に

道
路
が
あ
り
、
道
路
を
挟
ん
で
建
物
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

一
方
の
大
阪
市
の
運
河
は
、
運
河
に
接
し
て
建
物
が
あ
り
ま

す
。（
写
真
2
）
こ
の
よ
う
な
両
市
の
運
河
構
造
の
違
い
は
、

運
河
の
利
用
に
対
す
る
考
え
が
異
な
る
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う

に
思
え
ま
す
が
、
さ
ら
に
調
査
を
進
め
、
解
明
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
都
市
の
水
辺
空
間
の
環
境
価
値
に
つ
い
て
は
、

今
回
は
ま
だ
報
告
す
る
段
階
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

運
河
景
観
を
事
例
に
し
て
、
運
河
部
と
内
陸
部
と
の
不
動
産

価
値
の
差
を
分
析
し
、明
ら
か
に
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

都
市
の
中
に
熱
が
蓄
積
し
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
が
で
き
、

さ
ら
に
空
調
機
を
使
う
と
い
う
悪
循
環
に
入
り
ま
す
。
都
市

に
住
む
人
び
と
が
利
便
性
を
追
求
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
、
こ
の
都
市
・
生
活
環
境
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
環
境
問
題
の
緩
和
を
目
指
し
て
、
省
資
源
や
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
エ
コ
ラ
イ
フ
が
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
都
市
・
生
活
環
境
問
題
は
、
解
決
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
く
、
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
都
市
・

生
活
の
限
定
的
な
空
間
を
越
え
て
、
地
球
規
模
で
の
危
機
的

な
環
境
問
題
が
人
類
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

人
類
共
有
の
地
球
環
境
問
題
へ

　

一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
な
り
ま
す
と
、
環
境
問
題
は
地

域
や
都
市
の
問
題
を
越
え
て
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に

変
化
し
ま
す
。
地
球
環
境
問
題
は
、
す
で
に
紹
介
し
ま
し

た
、
一
九
七
二
年
の
国
連
の
「
人
間
環
境
宣
言
」
に
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
顕
在
化
し
た
の
が
、
こ
の
時
期
と
い
っ
て
よ

い
と
思
い
ま
す
。
地
球
環
境
問
題
は
、
世
界
の
各
地
で
頻
発

す
る
自
然
現
象
の
異
常
や
異
変
に
対
し
て
、
人
類
が
共
有
し

て
解
決
し
て
い
く
べ
き
性
質
の
問
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
国
連
が
中
心
と
な
り
、
先
導
し
て
動
き

出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
九
八
七
年
、
国
連
環
境
と
開
発

に
関
す
る
世
界
委
員
会
が
次
世
代
へ
地
球
環
境
を
継
承
す
る

た
め
に
行
動
規
範
と
し
て
『O

ur Future Com
m

on

』
を

ま
と
め
、
環
境
と
開
発
の
対
立
概
念
を
調
和
さ
せ
る
、
持

続
可
能
な
開
発
と
い
う
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

一
九
九
二
年
、
国
連
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
地
球
サ
ミ
ッ
ト
を
開
き
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
と
生
物
多

様
性
条
約
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
気
候
変
動
に
か
か

わ
る
具
体
的
な
環
境
保
全
行
動
を
行
う
た
め
に
、
一
九
九
七

年
、
京
都
議
定
書
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
3
）
が
採
択
さ
れ
、
二
〇
一
五

年
の
パ
リ
協
定
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
球
環
境
問
題
は
、
複
合
体
と
い

わ
れ
る
、
複
雑
な
問
題
群
で
す
。
そ
れ
は
、

地
球
温
暖
化
や
熱
帯
林
の
減
少
な
ど
の
多
数

の
環
境
問
題
か
ら
な
り
、
し
か
も
連
鎖
す
る

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
４
）
地
球
環
境

問
題
は
、
一
国
だ
け
の
環
境
努
力
で
は
解
決

で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、
世
界
各
国
の
協
力

や
支
援
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

気
候
変
動
枠
組
条
約
や
生
物
多
様
性
条
約
の
実
効
あ
る
効
果

を
引
き
出
す
た
め
に
、
国
連
が
そ
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
双
子
の
条
約
の
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
情

が
あ
り
ま
す
。
世
界
人
口
の
半
数
以
上
が
す
で
に
都
市
人
口

を
占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
深
刻
な
こ
と
は
、
急
速
な
人
口

増
加
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
急
増
な
ど
の
経
年
変
化
を
見

ま
す
と
、
幾
何
級
数
的
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
止
め
る
た
め
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
の

環
境
問
題
解
決
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
今
後
の

人
口
増
加
が
著
し
い
途
上
国
で
の
環
境
問
題
の
克
服
に
各
国

が
協
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
球
資
源
の
持

続
的
可
能
性
に
つ
い
て
、
人
類
が
一
丸
と
な
っ
て
叡
智
を
出

し
、
地
球
資
源
管
理
を
計
画
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

一
方
で
、
環
境
が
悪
化
し
な
い
よ
う
制
御
で
き
る
、
予
防

原
則
に
基
づ
い
た
社
会
的
な
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
人
間
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
及
ぼ
す
環
境
影
響
を
、
現
況
調
査
を
ふ

ま
え
て
事
前
に
予
測
・
評
価
し
、
未
然
に
防
止
す
る
社
会
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、
環
境
影
響
評
価
あ
る
い
は
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
よ
う
や
く

一
九
九
七
年
に
環
境
影
響
評
価
法
が
公
布
さ
れ
、
そ
の
二
年

後
の
一
九
九
九
年
に
や
っ
と
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
一
九
六
九
年
の
ア
メ
リ
カ
の
国
家
環
境
政
策
法
に
三
〇

年
遅
れ
て
の
出
発
で
す
。

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
問
題
へ
の
導
入

　

地
球
の
生
態
系
は
、
複
雑
系
で
あ
り
ま
す
が
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
生
態
系
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
創
ら
れ
て

き
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
人
間
に
と
っ
て
有
用
な
も
の

だ
け
を
大
量
に
生
産
あ
る
い
は
採
取
し
て
き
た
結
果
、
生
態

系
が
壊
れ
始
め
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、安
定
的
で
丈
夫
で
あ
っ

た
生
態
系
が
、
不
安
定
で
回
復
力
の
弱
い
構
造
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
弱
く
な
っ
た
生
態
系
の
回
復
力
を
従
前
の
よ
う
に

機
能
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
生
物
多
様
性
条
約
で
あ

り
、
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
動
植
物
や
鉱
物
の
天
然
資
源
の

保
護
・
保
全
が
各
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
生
態
系
と
人
間
と
の
関
係
を
総
合
的
に
捉
え
、

環
境
問
題
の
発
展
的
解
決
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
に
な
り
始

め
た
こ
と
か
ら
、
生
態
系
の
多
様
性
と
人
間
と
の
相
互
作
用

に
着
目
し
、
相
互
作
用
か
ら
人
間
の
福
利
と
生
態
系
と
の
関

係
を
総
合
的
に
捉
え
る
考
え
方
が
、
国
連
が
提
唱
す
る
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
の
考
え
方
は
、
人
間
は
自
然
の
一
部

出典：
 横浜国立大学 21 世紀ＣＯＥ翻
訳委員会
責任翻訳『国連ミレニアムエコ
システム評価　生態系サービ
スと人類の将来』（オーム社、
2011 年）図６　 生態系サービスと人間の福利との関係

第
19
回 

未
来
研
究
会

図４　問題複合体としての地球環境問題
出典： 環境庁編集『環境白書（総説）（平成 2

年版）』（大蔵省印刷局。1990 年）

サンクトペテルブルク市
（グリボエドヴァ運河）

大阪市
（道頓堀川）

写真２　都市の運河景観
筆者撮影

人間 自然相互作用

図５　人間と自然環境の共生構造

　　　注　著者作成
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環
境
問
題
の
枠
組
み
の
再
編
に
向
け
て

　

経
済
の
大
き
な
枠
組
み
は
、
情
報
伝
達
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
、
運
送
方
法
の
三
つ
の
要
素
を
軸
に
し
て
変

化
し
て
き
た
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
は
、

一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
印
刷
・
電
報
、

石
炭
、
鉄
道
、
二
〇
世
紀
は
電
話
・
テ
レ
ビ
、
石
油
、

エ
ン
ジ
ン
車
、
そ
し
て
現
在
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
動
運
転
車
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
技
術
革
新
に
よ
り
経
済
の
枠
組
み
が
変

わ
っ
て
い
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

環
境
問
題
も
、
こ
れ
ま
で
の
負
の
社
会
的
影
響
を

限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
考
え
方
や
方
向
性
を

越
え
て
、
正
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
、
環
境
問
題
を

再
編
し
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
環
境
保
全
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
発
想
の

手
が
か
り
は
、
Ｍ
．Ｅ
．ポ
ー
タ
ー
が
提
唱
す
る
「
共

通
価
値
の
創
造
」に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

経
済
と
社
会
の
両
立
を
目
指
す
考
え
で
す
。
こ
こ
で

の
社
会
は
、
人
間
社
会
や
生
物
社
会
で
あ
る
と
広
く

解
釈
し
ま
す
と
、
応
用
の
範
囲
が
拡
大
し
ま
す
。

　

人
間
の
諸
活
動
は
、
今
後
も
続
き
ま
す
。
ま
た
、

企
業
は
、
社
会
の
一
員
で
あ
り
、
社
会
的
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ

ば
、
環
境
の
重
要
部
分
の
生
態
系
（Ecosystem

）

と
経
済
（Econom

ics
）
の
語
源
は
同
根
で
あ
り
、

両
者
は
対
立
構
造
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
調

和
構
造
を
も
つ
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
環
境
問
題

を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
地
球
社
会
の
持
続
可
能
性

の
道
筋
が
開
け
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
環
境
創

造
の
具
体
像
や
将
来
像
が
明
ら
か
に
な
る
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

　お酒を飲むようになってから 40 年以上になるが、そこまで
来ると、お酒との関わりが人によって千差万別であることがよ
く分かる。関わり方のそもそもは、お酒が飲めるか飲めないか
であるが、いまは、判別ペーパーを腕の内側に貼るだけで、自
分のもつアルコール分解酵素の有無が分かるようで、学校で判
定をして貰った若い人は、自分で上戸か下戸かを自覚している。
昔は、酒が飲めるのは慣れの問題と考えられていて、無理やり
飲まされたものであった。いまでも、宴会で皆の勢いで飲ませ
る一気飲みは、その名残りのようだが危ない遊びである。
　宴会を楽しめるかどうかは、お酒が飲め
るかどうかにかかわりがない。昔も下戸の
人が少なくなかったが、そうした人の多く
が宴会を楽しんでいたように思う。宴会の
第 1 は心置きなく語ることであって、そ
のために「心置く」ことのないように、つ
まり用心したり慎重になったりせずに心を
和ませるように、お酒の力を借りるのであ
る。ということであれば、心置きない座談
をすることができるなら、別にお酒は必要
がない。じっさい、お茶を点てるお茶会でも、
そうした座談が参会者に求められるが、ア
ルコールなしの座談であるだけに、宴会よ
りどうも高尚になる。
　酒飲みからすると、本当の心の内はお酒
を飲まねば吐露されることはないと反論されようが、宴会やお
茶会でそんな深刻な話をするのは、野暮というものである。そ
うした話は居酒屋か屋台に行ってふたりでやりとりした方がい
いし、場合によっては、八代亜紀の舟歌でも聞いて、ひとりで黙っ
て飲んでその種の話をかみしめるのがいい。このように考えて
みただけでも、お酒には多様な使われ方があるが、人によって
そうした使い方に得手不得手があるのも確かである。酒好きで
あっても、種類や味に対する好みは人によって千差万別で、そ
れぞれの接し方がある。
　しかし、私にはこの 10 数年来、お酒それも日本酒に関しては、

嗜好品として好みで楽しむ以上のつき合い方をするようになっ
た。それは、私の研究分野の一環に環境保護があり、農村や農
業に自然環境を保全する機能があるからである。この保全機能
はやっと 1999 年になって、農業基本法の改正で水源の涵養や
景観の形成とともに条文に規定された。じっさい、水田や畑地
はそれが宅地に開発されるよりは、そのままである方が自然に
近いといえる。
　ただ、日本酒に関連して注目したいのは環
境農業であって、それより一歩進めた自然

型農業である。たとえば、
化学肥料を使わない有機
農業は環境農業であるが、
それで育てたコメを材料
にしてお酒を造った例を
挙げるなら、「勝馬米」と
いうコメと同名の純米大
吟醸酒である。このコメを作っているのは
栗東にある農業生産組合であり、そこにあ
る競走馬のトレーニングセンターにいる馬
に由来する有機堆肥を使用している。味は
もとより、ネーミングのインパクトからも
評判となっている。
　もうひとつ例を挙げるなら、琵琶湖の内

ない

湖
こ

である西の湖に小島が浮かぶが、そこで
収穫されたコメから造られた純米吟醸酒「権

ごん

座
ざ

」である。内湖
というのは、琵琶湖の外側に存在する、水路で通じた小さい湖で、
昔は多くの内湖があったのだが、現在では多くが干拓されて農
地になっている。有名なのは東岸の大

だい

中
なか

湖
こ

でありすべて干拓さ
れたが、西の湖はそのまま残っていて、現在では内湖に琵琶湖
の浄化作用が認められているだけに貴重なものである。そこに
浮かぶ権座は白王町の飛び地であって、魚道を備えた水田であ
り、国の重要文化的景観にも指定されている。申し分のない環
境農業によるお酒である。
　今回のコラムは、道草から本道に帰ってしまうことになった。

お酒と環境農業

第4回

理　事　竹
たけ

下
した

　賢
けん

1946 年京都市生まれ。1972 年京都大学法学部卒業、同大学法学研究科入学。
1977 年関西大学法学部専任講師、1980 年同大学法学部助教授を経て、1987 年同
大学法学部教授。他に日本法哲学会理事長、関西大学副学長を歴任。現在は長岡京市
教育委員（2005 年～）、温泉学会会長（2007 年～）。専門分野は法哲学、環境法思想。

プロフィール

現在　大阪産業大学・立命館大学　非常勤講師
専門 : 環境計画学、環境政策学など。
学位・資格:京都大学工学博士（1986年）、技術士・建設部門（科学技術庁。1997年）など。
1971 年、京都大学工学部衛生工学科を卒業。同大学院（交通土木工学専攻）修了後、
1973 年より工学部（起終点施設学講座）助手として勤務し、大阪空港などの公害激
甚地域の土地利用計画による問題解決アプローチを研究する。1982 年、株式会社日
建設計・都市計画部に転職し、関西国際空港建設や USJ 建設などの環境アセスメン
トの他、都市計画などの実務にも従事する。2001 年、大阪産業大学・人間環境学部
の創設と同時に教授に就任し、環境教育・研究を通じて環境リテラシーの高い人材を
育成する。この間、南太平洋島嶼国、ロシアなどの研究者と研究交流を深め、現在に
続く。同大学在籍中、小学 5 ～ 6 年生や中学生が受講する「ひらめき★ときめきサ
イエンス」（科学研究費助成の研究成果の社会還元・普及事業）を 6 年間、継続実施し、
2014 年、「ひらめき★ときめきサイエンス推進賞」を独立行政法人・日本学術振興
会より授与される。
著書 :『政策研究を越える新地平』（共著、2015 年）など多数。
学会活動 : 政策情報学会（副会長）、日本計画行政学会（元副会長）など。
社会活動 : 環境省（委員）、大阪市大規模小売店舗立地審議会（委員）など。

P R O F I L E
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第
19
回 

未
来
研
究
会

時　期 日本の公害・環境問題関連の出来事 世界の公害・環境問題関連の出来事 国内外の社会・経済の出来事

公害問題期
（1945年～1972年）

　
　
1952　 島根県で初の公害防止協定締結
1955　イタイイタイ病発生
1956　水俣病発生
1964　 三島・沼津コンビナート立地断念
　　　四日市公害深刻化
1965　新潟水俣病発生
1967　公害対策基本法制定
1969　 石牟礼道子『苦界浄土　わが水俣病』
1970　 第64回国会（公害国会）で14の公害関連法案成立
1971　環境庁発足
　
　
　

　
　
　
　
　1962　 レイチェル・カーソン『沈黙の春』

　
　
　
1969　 国家環境政策法（NEPA）制定（アメリカ）
　
　
1972　 国連人間環境会議「人間環境宣言」採択
　　　 「世界環境デー（6 月 5 日）」国連決定
　　　 国連環境計画（ＵＮＥＰ）設立
　　　ローマクラブ『成長の限界』

1945　終戦
1950　朝鮮戦争
　
　
1956　 経済白書「もはや戦後ではない」。日本の国連加盟
　1964　東京オリンピック。東海道新幹線、名神高速道路の開通

1966　日本の人口1億人突破
1968　日本の国民総生産（ＧＮＰ）世界第2位
　
　
　
1972　田中角栄『日本列島改造論』
　
　

都市・生活環境 
問題期

（1973年～1984年）

1973　公害健康被害補償法制定
　

　
1979　 スリーマイル島原発事故（アメリカ）
　

1973　第1次石油危機
1979　第2次石油危機
1980　日本の自動車生産台数世界一

地球環境 
問題期

（1985年～）

　
　
　
　
　
1993　環境基本法制定
　
1997　環境影響評価法公布
1999　環境影響評価法施行
2001　環境省設置（中央省庁再編）
　

1986　 チェルノブイリ原発事故（旧ソ連）
1987　 国連環境と開発に関する世界委員会『Our Future Common』
　

1992　 地球サミット（リオデジャネイロ）で気候変動枠組条約
と生物多様性条約の採択

1997　京都議定書採択（ＣＯＰ3）
　
　
　
2013　水俣条約採択
2015　パリ協定採択（ＣＯＰ21）

　
　
1988　 青函トンネル開通。瀬戸大橋完成
1989　消費税3％導入
　
　
1995　製造物責任法（ＰＬ法）制定

1998　 日本の実質国内総生産（ＧＤＰ）マイナス成長　

2008　リーマン・ショック　

付表　公害・環境問題と社会・経済の国内外の主な動き

注　各種資料より著者作成
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研究助成の趣旨
当財団の目的である、｢ひとの健やかでこころ豊かな未来を実現するために、健全な食生活と予防医
学に重点をおいた研究、さらに自然との共生を基本に、こころの健康をめざした研究を振興し、もっ
て国民の健康増進と生活の質の向上に寄与する｣ ことをめざす研究に対する助成をおこないます。

公募テーマ 食品、環境、医学、福祉の研究のうち上記の目的にかなうテーマ

研究助成金 1件につき 20万円～ 100万円（助成金総額は2,000万円を予定）

研究期間 2016年９月～ 2017年８月末までの１年間（研究期間は原則1年間とします）

応募資格 日本国内において上記テーマに関する研究を行う人

応募期間 2016 年４月１日～ 2016 年４月 30 日（１ヵ月間）※当日消印有効

応募方法

所定の申請書（１～３　当財団のホームページからダウンロードして下さい）に記入押印し、作成し
た申請書の原本 1部に、コピー 2部を添付して下さい。更に、本人の研究業績を示すご自身の主要
論文（又は、応募テーマに関連する論文）3編以内も添付して当財団宛に送付して下さい。論文はコ
ピー可。

選考方法 当財団の選考委員により選考します。応募書類は個人情報保護法を順守し、本選考以外には使用しま
せん。尚、申請書類は返却いたしませんので、予めご了承ください。

選考期日 2016年６月末に決定します

選考結果通知
2016年７月上旬に、採・否を申請者全員に書面で通知します。採否の理由に関してのお問い合わせ
には応じかねますのでご了承下さい。
尚、虚偽の申請が判明した場合、採用の取り消し、助成金の返還を求める場合があります。

助成金交付

2016年８月より交付します。（手続き状況で遅れる場合があります）
※個人への交付は出来ません。団体・組織に限ります。予めご承知下さい。
※次の経費は認められません
・代表研究者、共同研究者の人件費
・研究組織の運営管理に必要な一般管理費
・研究室に通常配備されている機器、備品類への支出
・研究計画に関連のない旅費への支出

報告の義務

・研究終了後、2か月以内に所定の報告書 , 会計報告書に必要事項を記入押印し提出して下さい。
  （当財団のホームページからダウンロードして下さい）
・助成金の使途について、5万円以上については領収書を添付して下さい。
・1年内に終了しない時は、1年経過時に中間報告書を提出して下さい。
・助成金内定後、研究計画等に重要な変更が生じる場合は、当財団まで文書にて報告して下さい。
・本研究に関して発表する場合は当財団の助成によると書き添えて下さい。
  英語の場合には（supported  by  The  Japan  Health  Foundation）
・助成研究の採用結果は当財団の機関誌、ホームページに紹介します。

助成研究発表会他
・助成研究発表会を開催しますので発表者として必ず参加していただきます。
・助成研究発表会後の懇親会（約1時間）にも参加していただきます。
  （2017年 11月に京都で開催予定。旅費 /宿泊費支給、詳細は事前に連絡します。）

問い合わせ及び
申請書類の送付先

応募書類は下記宛てに書留扱いで送付して下さい。
（期日を過ぎた場合は返却します。郵送以外は受付けません。）
〒604-8171
京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566-1 井門明治安田生命ビル6F
公益財団法人ひと・健康・未来研究財団（TEL・FAX 075-212-1854）
e-mail：hitokenkoumirai ＠ jnhf.or.jp

2016 年度の研究助成公募要領をご案内します。2015 年度より、応募期間が 4 月の 1 ヵ月間に変更されておりますのでご注
意下さい。又、研究期間は原則 1 年間とし、研究結果の発表は 2017 年の 11 月（予定）となります。研究助成公募に関する
情報は、適宜ホームページでご案内します。ユニークで熱意溢れる研究をお待ちしております。

2016 年度

研 究 助 成 公 募 要 領インフォメーション

編集後記
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機
関
誌
「
ひ
と
・
健
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・
未
来
」
第
8
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お
届
け
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す
。
こ
れ
ま
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と
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様
、
財
団
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ら
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ご
あ
い
さ

つ
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集
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来
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ど
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た
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と
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て
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
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ン
タ
ビ
ュ
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コ
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ま
し
た
。

　

特
集
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代
か
ら
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学
び
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社
会
と
家
庭
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リ
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し
て
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自
分
た
ち
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こ
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と
か
ら
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高
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も
な
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支
え
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中
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期

の
健
康
に
焦
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当
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れ
て
い
ま
す
。
第
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回
未
来

研
究
会
で
は
、
こ
れ
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で
福
祉
政
策
、
医
療
政
策
と
し
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独
立
し
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ら
れ
て
き
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い
て
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環
境

政
策
と
い
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文
脈
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で
福
祉
や
医
療
を
再
構
築
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る
と
い
う
構
想
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語
ら
れ
て
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第
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回
未
来
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究
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で
は
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環
境
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今
後
の
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球
や
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持
続
可
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が
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れ
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ま
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
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ン
タ
ビ
ュ
ー
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第
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は
、
ア
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シ
ョ
ン
研
究
を
牽
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れ
て
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た
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日
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家
族
心
理
学
会
会
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の
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生
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。
京
都
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妙
顕
寺
の
和
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で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
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慣
れ
な
い
こ

と
も
あ
っ
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張
し
ま
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無
事
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終
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ま
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。
硬
い
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容
の
記
事
の
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ら
か
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知
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情
報
と
先
達
の
知
恵
が
交
差
す
る
場
と
し
て
機
関
誌

を
位
置
づ
け
る
こ
と
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
次
号
が

楽
し
み
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
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『ひと・健康・未来シンポジウム』のご案内

第10回 ひと・健康・未来シンポジウム 2016 福島
 『人生も、認知症も、楽しくつき合おう  in  須賀川』
　　開催日時：2016 年 4 月 23 日（土）13：00 ～ 16：00
　　開催場所：福島県須賀川市　中央体育館　　　くわしくはホームページをごらんください。

　　 認知症は、高齢者の健康長寿を損なう最も大きな原因の一つです。このシンポジウムでは、
1. 認知症をどうやって予防するか？ 2. 認知症になってしまったら家族は患者とどう接する
と良いか？について世界のエキスパートにお話いただきます。

会 員 登 録
 会員に登録された方には、機関誌の送付、 
 シンポジウムのご案内をします。
登録をご希望の方は、お名前・ご住所・E メールアド
レスをご記入の上、メールか FAX にてお申込ください。

　　
E-mail ： touroku@jnhf.or.jp
F A X ： 075-212-1854

バックナンバーをご希望の方は、お知らせください。

ひと・健康・未来シンポジウム 2015 名古屋・福岡

特集 	食物アレルギーの最新情報
 ─医師、研究者、栄養士、及び患者の視点から─
第 16 回 未来研究会
イノベーション＝協創＝幸せ
助成研究レポート
線虫による、がんの早期発見
食品の安全性を高めるための有用生物を利用した減農薬技術の開発
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ひとの健やかでこころ豊かな未来を実現するために

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

第 7 号

ひと・健康・未来シンポジウム 2015 滋賀

長引く痛み、どうすればいいの？
 ─痛み治療の最前線
第 14 回 未来研究会

火山列島日本の未来
第 15 回 未来研究会

薬害事件と日本の医療

vol.6
2015.09

ひとの健やかでこころ豊かな未来を実現するために

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

『幻の名画─安永八年鹿児島噴火図，桜島大爆発』鹿児島県立図書館　所蔵

第 6 号 第 5 号

バックナンバーはホームページからご覧いただけます。

第11回 ひと・健康・未来シンポジウム 2016 滋賀
 『近江の自然と食の将来』（仮）
　　開催日時：2016 年 7 月 2 日（土）13：00 ～ 17：00
　　開催場所：長浜バイオ大学　　　　　　　　　くわしくはホームページをごらんください。

　　 滋賀県は食と農業では、琵琶湖の自然の恵みを土台として、多様な食品の生産を発展させて
います。本シンポジウムは、これらの取り組みを先進的な事例として発信します。


